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◇公開講座専門委員会
●第 1 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
開催日時：平成 24 年 11 月 6 日（火）16：30 ～ 17：45
開催場所：事務局　中会議室
議　　題　⑴　平成 24 年度公開講座事業報告について
　　　　　⑵　公開講座企画要項の改定について
　　　　　⑶　平成 25 年度公開講座事業計画について
………………………
●第 2 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
開催日時：平成 24 年 12 月 20 日（木）10：30 ～ 11：00
開催場所：事務局　中会議室
議　　題　⑴　平成 25 年度公開講座実施計画について
　　　　　⑵　富山大学公開講座規則、及び富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
　　　　　　　専門委員会内規の改正について
◇北陸地区社会貢献系専門委員会
●平成 24 年度北陸地区国立大学連合協議会社会貢献系専門委員会
開催日時：平成 24 年 12 月 19 日（水）10:00 ～ 11:30
開催場所：金沢大学サテライト・プラザ
議　　題　⑴　平成 24 年度まちなかセミナー実施報告について
　　　　　⑵　平成 25 年度社会貢献系専門委員会事業計画について
◇全国会議
●全国国立大学生涯学習系センター研究協議会との意見交換会
開催日時：平成 24 年 5 月 14 日（月）16:00 ～ 18:00
開催場所：文部科学省生涯学習政策局会議室
議　　題：行政報告、研究協議会からの報告、意見交換
　　　　　
●第 34 回全国国立大学生涯学習系センター研究協議会
開催日時：平成 24 年 10 月 18 日（木）～ 10 月 19 日（金）
開催場所：ホテル日航熊本　（当番校：熊本大学）
テーマ：「地域課題の解決に向けた生涯学習系センターの役割」
　　　・基調講演　１、「地域再生の核となる大学づくり」（文部科学省）
　　　　　　　　　２、「生涯学習政策局平成 25 年度概算要求等について」（文部科学省）
　　　・事例発表　「地域をつくる大学の挑戦」（熊本大学）
　　　・分科会
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はじめに
日本社会は、経済の停滞や財政構造の悪化、
少子高齢化の進行など、極めてきびしい困難な
状況にあるうえに、2011 年 3 月 11 日に発生し
た東日本大震災とそれに伴って起きた福島第一
原子力発電所の事故によって重大な危機にさら
されています。この現状を克服し、一日でも早
く安全で安心な社会を構築するためには、地域
社会も以前にも増して大きな変化が求められて
おり、そのなかで大学の役割を考え直す必要が
あります。
この国の再生と持続的発展を実現するために
地方国立大学は、その個性と特色を明確にしな
がら、地域振興の全般にわたって地域社会に不
可欠な核としての機能を抜本的に強化する大学
づくりが求められています。
富山大学は、2004 年の法人化初年度以降ま
すます顕著になった社会経済の構造的変化の中
で、地域の総合大学としての機能を再構築しつ
つ、社会変革に貢献する中核的役割を果たそう
としています。2012 年 10 月には本学地域連携
推進機構に全学的な運営委員会が設置され、目
的を遂行する体勢が整いました。
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門は、
本学の地元地域における生涯学習の振興をはか
り、「知の循環型社会の構築」に向けて、「生涯
を通じて大学等で学べる環境づくり」や、「大
学等における社会人受け入れ」など、地域の生
涯学習のニーズに積極的に応える事業に取り組
んできました。本学が、この機能をさらに強化
し、地域再生の核となり生涯学習振興の拠点と
なるためには、いま解決しなければならない課
題が今年提起されました。
それは公開講座の赤字問題です。政府から交
付される運営費交付金は、毎年、前年度比１%
削減という効率化係数が適用され漸減していま
す。非常勤の教員や職員を確保できない事態で
す。本学の会計監査による指摘では、旧来の放
漫経理により雪だるま式に増大する校費負担が
大学の運営費を圧迫しているというのです。当
部門では、法人化と統合以降の数年間の取組み
を総括し、従前の経理を検討しました。その結
果、この状況だからこそ、苦渋の選択であって
も財政の再構築が必要と考え、来たる 2013 年
度からの公開講座の実施方針を変更していま
す。
当生涯学習部門では、こうした状況を含めて、
今後の事業展開を一層活発にする基本材料を報
告するため、ここに年報第 15 巻を刊行します。
手にとってご覧いただく皆さまには、生涯学習
を通じて地域連携と大学開放を推進する当部門
へのご理解とご支援をよろしくお願いいたしま
す。
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門における
2012 年度の実施事業について
竹　内　　　章
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門長）
要旨：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門において 2012 年度に実施した事業の概要を報告す
る。今年度公開講座の開設数は86講座、オープン･クラスの公開科目数は864科目であった。
本年度取組んだ財政再構築作業についても簡単に触れる。
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１．生涯学習事業
①　公開講座
本学は数多くの公開講座を実施している。こ
の事業は、本部門に設置された全学的な公開講
座専門委員会で企画が審議・承認され、スタッ
フの大学開放に対する深い理解・協力のもとで
実現されている。
キャンパスごとの開講数をみると、五福キャ
ンパスで 66 コース、高岡キャンパスで 10 コー
ス、杉谷キャンパスで 10 コース、計 86 コース
が企画された。それぞれの受講者数をみると、
五福キャンパスで 738 名、高岡キャンパスで
110 名、杉谷キャンパスで 155 名、合計 1003
名であった。
本学の公開講座は、一般市民の学習ニーズと
うまくかみ合った企画であることから例年恒例
の形で（微調整・ヴァージョンアップも伴いな
がら）実施される講座が多い。語学では、初級
から中級にステップアップする講座が開設され
ている。他方では新しいタイプの講座も生み出
されつつある。今年度は次のような多岐にわた
る講座が新しく企画された。
・…勾玉について知り、勾玉を作ってみよう
・…県認定「とやま食の匠・伝承の匠」に学ぶ
「富山伝承料理の会」
・…原発震災を二度と繰り返さない道
・…実技でひろげる数理の世界
・…古注釈で読む『猿蓑』の俳句
・…スローフードから学ぶ　～伝えたい母の
味・先人の知恵～
・…新聞報道で読む東アジア
・…iPad で広がるあなたの ITライフ
・…未来の薬剤師大集合 !!!　　　他
極めて多彩なジャンル・レベル設定を備えた
講座の数々について、ここで詳細に述べつくす
ことはできない。しかし、多くの一般市民が受
講していること、本年報収録の受講生アンケー
トの結果をみると、大学の知的資源を還元する
という目的はおおむね達成できている。
②　オープン・クラス
オープン・クラスは、正規学生に対する授業
を一般市民に開放する取組である。
今年度のオープン・クラス利用は、受講希望
者が 359 人（前期 210 人、後期 149 人）、試聴
等を経て実際に受講した者は 306 人（前期 173
人、後期 133 人）にのぼった。
前年度 922 科目から今年度 864 科目と開放科
目数が減少し、延受講者数も昨年度より 20 名
程度の減少があった。
③　講師等紹介
学外からの講演会・研修会等のための講師派
遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなって
いる。講師の選定とともに、企画段階でも学習
（研修）プログラム作成に協力しており、平成
24 年度は、本部門において、約 45 件の講師等
の紹介をおこなった。
なお、講師等紹介には本部門を経由せず、各
学部に申し入れて実施されているケースも存在
することをお断りしておく。
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③　サテライト公開講座
本年度も 8講座が開講された。多くの参加者
が集まり、盛況であった。
④　その他の講座・イベント
・コラボフェスタ 2012
2012 年 9 月 24 日（水）、富山大学五福キャ
ンパス内においてコラボフェスタ 2012 を開催
した。第2部のポスター展示で生涯学習部門は、
「高等教育を地域に広く開放するために…」を
テーマに取り組み事例を紹介し、参加者との意
見交換を行った。
・まちなかセミナー
2012 年 10 月 20 日（土）、北陸地区４国立大
学連携のまちなかセミナーを開催した。富山・
石川・福井の各会場に相互に講師を派遣し合う
取り組みである。今年度も、各会場でコーディ
ネーターを採用し好評であった。富山会場は「放
射線を知る―正しく恐れ、賢く使うために」と
題して福井大・金沢大から講師を迎え、65 名
の受講者があった。富山大からも福井・石川各
地に講師としてスタッフを紹介した。
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２．学外との連携
①　平成 24 年度生涯学習推進懇話会
2013 年 2 月 14 日（木）、多岐にわたる本部
門の事業の成果や改善すべき点を把握するた
め、第 1回生涯学習推進懇話会を開催した。な
お、今回から名称を大学開放推進懇話会から生
涯学習推進懇話会に改称している。
②　全国協議会
2012 年 10 月 18 日（木）～ 10 月 19 日（金）
にかけて、第 34 回全国国立大学生涯学習系セ
ンター研究協議会において、意見交換の機会を
得た。本年度の当番大学は熊本大学が担当した。
③　北陸地区大学間連携
2012 年 12 月 19 日（水）に金沢大学サテラ
イトプラザ（於金沢市）において、富山大、金
沢大、北陸先端科学技術大学院大、福井大の各
大学スタッフによる専門委員会が開催され、今
年度まちなかセミナーの反省・次年度の企画に
ついて意見交換がなされた。
３．広報・出版活動
今年度の広報・出版活動は下記のとおりであ
る。
①　新聞折込広告
公開講座、オープン・クラスについて、サテ
ライト公開講座について、新聞へのチラシの折
込みを実施した。対象は、富山市、高岡市を中
心にした地域で、前期・後期各 1回ずつ ( サテ
ライト公開講座は 1回のみ ) 約 130,000 世帯に
配布を行った。
このほか、DMの形でパンフレットを郵送し、
また各地でチラシ、ポスターの配布を行いった。
その他の事業についても、事前に募集案内を作
成し、県民カレッジや各地の公民館等に配布し
た。
②　出版物
・公開講座、オープン・クラス、サテライト
公開講座チラシ及びポスター
・公開講座、オープン・クラス募集要項
・「生涯学習部門年報」第 15 巻（3月発行予定）
③　Web やメールを利用した広報活動
・センターニュース「生涯学習の窓」30 号
・メールマガジン
メールマガジンは、おおよそ 300 人に対し月
１回のペースで発信し、59 号を数えた。また、
大学開放に関する情報発信として随時Web サ
イトを更新した。
生涯学習の窓
Ⅲ　公 開 講 座 等 紹 介
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はじめに
　二十一世紀の今もわが国で広く読まれているフランス文学作品は、おそらくたった一冊―アント
ワーヌ・ド・サン＝テグジュペリの『星の王子さま』だけなのではないだろうか。某インターネッ
トショップサイトで検索してみても結果は同じである。明治期以降、日本語に訳された多くの作品
もすでに訳が古び、現在の若者にはその日本語訳自体が難解となってしまっている。新訳を出版し
ている奇特な出版社もあるが、広く読まれているとはいえないだろう。しかしフランスはノーベル
文学賞受賞者がもっとも多い国であり、その文学は一国の文学であるとともに文学的世界遺産だと
いうことができるだろう。さらに近代日本文学に大きな影響を与えた翻訳作品は、日本語文学の貴
重な遺産だともいえる。このまま高度経済成長期に流行った世界文学全集の一部として古紙回収業
者に回されていいものであろうか。現代の日本において過去のフランス文学作品をどう読み直した
らいいのか考えていきたい。
１．「恋愛」と「大人の女性」
　二十一世紀の日本において、男女の恋愛はあらゆるところで語られ、そして誰もが自由に恋愛で
きるし、その結果結婚することもできる。しかし今世紀に入ってから、「少子化」、「負け犬」、「婚
活」、「草食系男子」といった言葉が雑誌やマスコミで取り沙汰され、男女が恋愛するのも、結婚す
るのも難しいといった状況が話題にされている。一方、フランスが「恋愛大国」「大人の女性」「EU
一の出生率」「多様な家族形態」という点から日本で語られるようになってきた。こうした現代日
本におけるフランスのプレゼンテーションは、フランスの実情に基づくにせよ、わが国の実情を反
映したものだと考えられるだろう。
　「恋愛」と「大人の女性」の国、フランス。このイメージは、それゆえ日本の状況を嘆く言葉と
ともにある種の憧憬のまなざしで語られる。女性に積極的でパートナーを大切にするフランス人男
性、そしてカップル単位の行動が基本の社会生活、さらに若い女性ばかりをちやほやすることなく
大人の女性が恋愛の主役である国、こうしたイメージは現地の実情がどうあれわが国の実情を裏返
しにした理想像だろう。すなわち、そうしたフランスに比べ、女性に積極的にアプローチもできず、
愛を語るフランス文学
―もう一度読みたい文学の世界遺産―
清　水　まさ志
（富山大学非常勤講師）
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パートナーも大切にせず、さらに若い女性ばかりをちやほやする日本人男性・・・。フランスのイメー
ジは、このように日本女性の不満に呼応している側面を持っている。しかし日本女性のフランス贔
屓に対して、日本の男性は反発するどころかもはや無関心といっていい態度ではなかろうか。今の
日本は、現実の恋愛がなくとも、それを埋めるに足るいろいろなコンテンツで溢れ返っているから
だ。
　マンガ、アニメ、ゲーム、アイドル、こうしたコンテンツは、もともとは現実の恋愛以前の子供
に対して疑似恋愛を提供するコンテンツとして機能していたはずだが、もはや子供どころか広い年
齢層にわたり受け入れられている。そしてこうした文化が、今や日本文化の代表として全世界に発
信され、海外でも人気を博している。毎年パリで開催されている日本文化の紹介イベント「Japan…
Expo」は2012年に二十万人の来場者を記録した。日本の対極と思われていたフランスにおいてまで、
日本社会を凝縮したような文化が人気だとなると、フランスを手本として担ぎだす言葉も説得力を
もって耳に入ってこない。
　しかしフランスが「大人」を中心とする文化を築いてきたことに間違いはなく、むしろ「子供」
に対する文化が手薄だったからこそ、日本の「子供」を中心とした文化がフランスに流入したと考
えられるのであり、これまでフランスが築いてきた文化は、そこが手薄なわが国にもっと受け入れ
られてしかるべきだろう。それでこそ一方的でない文化の交流が生まれるというものだろう。それ
ゆえ、われわれの目指す場所は現代のフランスの状況ばかりでなく、それを育んできた過去のフラ
ンス文学作品のなかに求められるのではないだろうか。
２．愛し合う二人は誰なのか？
　小説にせよ、詩にせよ、演劇にせよ、映画にせよ、恋愛を題材にした作品の基本形は「ボーイ・ミー
ツ・ガール」だと言われる。わが国においても一般的に、未婚の男女が出会い、恋に落ち、愛し合い、
結婚に至る、これがいわば正統的な恋愛だと考えられているだろう。そして男女の恋愛は、描かれ
るに従い状況も設定もどんどん複雑化し時に奇抜さを増していく。ただ男女の恋愛ストーリーを考
える場合、その配役は四つであり、その組み合わせも四通りにすぎない。
　四役：「若い男性」／「大人の男性」／「若い女性」／「大人の女性」
　四通りの組み合わせ：「若い男性×若い女性」／「大人の男性×大人の女性」／「若い男性×大
人の女性」／「大人の男性×若い女性」
　もちろん昔から「男性×男性」、「女性×女性」という設定も行われてきたが、異性間の恋愛ストー
リーに関して言えば、この四役と四つの組み合わせになる。
　この四パターンの組み合わせがあっても、その国の文化と国民性に応じて、その比率は変わる。
わが国の場合、若い女性に圧倒的に人気が傾くため、「若い男性×若い女性」、「大人の男性×若い
女性」の組み合わせばかりで、大人の女性が恋愛の主役になることが少なかった。しかし未婚の大
人の女性が増えるにつれ、あるいは離婚率が増大するにつれ、「大人の女性×大人の男性」、「大人
の女性×若い男性」の恋愛ストーリーの需要が高まることは当然であろう。ただこうした組み合わ
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せの恋愛は現実的にまだまだ少なく、それゆえ女性側からの不満の声となっているであろう。
　「大人の女性」を中心とした恋愛ストーリーは、この四つの配役に未婚・既婚という条件をつけ
たとき、倫理的問題を招きやすい。「未婚×未婚」は倫理的にまったく問題ないが、「既婚×未婚」、
「既婚×既婚」は倫理的に問題とされる。倫理的に言えば、「未婚の若い男性×未婚の若い女性」、「未
婚の大人の男性×未婚の大人の女性」以外の組み合わせ、「既婚の大人の男性×既婚の大人の女性」
「未婚の若い女性×既婚の大人の男性」「既婚の大人の女性×未婚の若い男性」は不倫となり、世間
に明るみになれば社会的制裁の対象ともなりかねない。しかし人間は倫理性においてのみ恋愛する
わけではないので、往々にしてそうした組み合わせの恋愛ストーリーが語られてきた。それでも若
い女性が圧倒的に恋愛対象となるわが国では、不倫の恋愛ストーリーでも「未婚の若い女性×既婚
の大人の男性」の組み合わせが圧倒的であった。戦前に姦通罪が存在したわが国において、「既婚
の大人の女性」の恋愛は、社会的・倫理的な問題が最も大きかったので、その社会的通念は戦後も
続いてきたといえるかもしれない。
　男性は未婚・既婚に関わらず、若い時も大人の時も若い女性を恋愛対象として選ぶのにも関わら
ず、女性は若い時は男性全体から関心をもたれる一方、大人になるやいなや男性全体から関心をも
たれなくなる。この恋愛における男女の差が、日本において遠いフランスの状況を理想化してしま
う原因となっていたと考えられる。「大人の女性」の「恋愛」、この点においてこそ、フランス文学
が今もわが国で読まれる可能性を示しているだろう。
３．西欧的恋愛の起源
　日本は明治期以降急速に西欧の文化を取り入れてきた。その中に西欧的な男女の「恋愛」も含ま
れていたわけだが、わが国の伝統的な結婚制度を打ち破る「自由恋愛」として広まり、今やそれが
ごく当然のものとして考えられるに至った。しかし現在のわが国の状況を鑑みるにつけ、おそらく
西欧的な男女の「恋愛」の本質を深く理解しないまま、制度的な問題と考えて取り入れてきた側面
が強かったのではないだろうか。それゆえ、制度的には誰しもが「恋愛」可能な時代にもかかわらず、
心理的には「恋愛」が困難な時代だと感じているのではないだろうか。
　西欧的恋愛の起源は、十二世紀の南仏プロヴァンスに起こった宮廷風恋愛に求められる。若い騎
士が領主の奥方に恋し、精神的で自己犠牲的な愛を捧げる。領主の奥方と騎士の恋愛は、組み合わ
せからいって「既婚の大人の女性×未婚の若い男性」の組み合わせであり、この組み合わせこそ西
欧的にいえば「ザ・恋愛」の名に値するものである。
　この愛の形は「トリスタンとイズー」という作品で全ヨーロッパのものとなった。媚薬によって
愛することを運命づけられた王妃イズーと騎士トリスタンは、マルク王の妨害とあらゆる苦難にも
負けず、死ぬまでお互いを求め合う。不倫関係に基づく反社会性に裏付けられ、死へと向かう破滅
的な恋愛ストーリーは、われわれ日本人にとっても魅力的であるが、どちらかというと生理的に馴
染まないものではないだろうか。それゆえ、不倫という結婚制度を侵犯する反社会性や、男女の愛
の名において死を選ぶという厭世観が、日本人にはどうもよく実感できないのだと考えられる。日
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本人にとって未だに「愛する」という言葉は、日本語としてはこなれず、大げさで嘘っぽく響きが
ちである。男性にとっては、「好き」ならともかく「愛している」と、照れずにいうことは大変難しい。
　フランス文学は「恋愛」の文学だというとき、基本的にはこの西欧的恋愛を中心主題に発展して
きたからである。十七世紀フランスにおいて、貴族の女性はサロンを開き、この恋愛の起源を仰ぎ
理想として語り合った。ラファイエット夫人の『クレーヴの奥方』に始まる恋愛小説は、「既婚の
大人の女性×未婚の若い男性」という組み合わせで、「ザ・恋愛」の心理を追求していく。
　恋愛の原型が不倫の形を取ることは、社会的に見て当然であった。貴族にとって結婚は政略的な
ものであり、結婚相手と別の異性に恋愛感情を抱くことは避けがたかった。代々フランス国王は愛
人を持ち、その愛人が政治的実権すら握っていた。「トリスタンとイズー」以来の西欧的恋愛の伝
統は、フランスにおいて十七世紀の『クレーヴの奥方』から十八世紀のルソーの『新エロイーズ』
へと受け継がれていく。こうした恋愛はもともと上流社会の貴族の女性を主人公にしていたが、時
を経るに従い、特にフランス革命を機にブルジョワ社会へと広がり、さらに一般化していく。西欧
における恋愛の展開は、階級の上から下へと大衆化していく運動であったとも考えられるだろう。
　フランス革命以降、ブルジョワ社会が台頭して以来、貴族の婦人によって代表されていた「恋愛」
の主人公は、様々な形を取る。一方では、スタンダールの『赤と黒』やフロベールの『ボヴァリー
夫人』において、プチ・ブルジョワ階級の既婚女性が、貴族的・騎士道的恋愛を真似て若い男性と
恋愛するものの、ただの不倫として破滅の道をたどる。もう一方では、貴族や高級ブルジョワ男性
を客とする高級娼婦の存在がクローズアップされる。ゾラの『ナナ』やデュマ・フィスの『椿姫』
に登場する女性は、金銭によって春をひさぐ娼婦というより、恋愛を専門とする職業的貴婦人とい
えるだろう。「パリジェンヌ」というイメージも、こうした恋愛専門の女性、あるいは恋愛に適し
た女性として確立され、フランス＝「大人の女性」の「恋愛」という形で今に受け継がれていると
考えられる。
４．役割と人格、機能と個性
　十二世紀の南仏に生まれた「恋愛」を起源として、十七世紀以降フランスにおいて発展していく、
特に「大人の女性」を主人公とした恋愛小説は、いわば個人の価値をどこに置くかという点につい
て考えさせられる。「不倫」が恋愛の本質に関わるのも、不倫関係は、個人を社会的役割・機能と
して認識する見方と、個人を人格・個性として認識する見方の対立を切実に浮き彫りにするからで
ある。結婚制度は、個人を役割や機能に還元して認識する。例えば、女性を娘・嫁・母といった役
割で認識し、さらに婚姻関係を本人の意思とは違う様々な状況の結果によって取り結ぶ。男性も息
子・婿・父といった役割で認識され、さらに婚姻に際して本人の身分や地位や収入といった機能が
重要視される。もちろん子孫を残すという機能的側面が重視されることはいうまでもない。
　「恋愛」の意義とその価値は、こうした個人を社会的役割・機能において認識するやり方に対して、
個人を他人とは異なる人格として、他人では代えることのできない個性として、そしてそうした個
人の意思の結びつきとして認識する点にある。一言でいえば、男女の愛を単なる社会的・肉体的結
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びつきから個人的・精神的結びつきへと転化する点にある。この点において、不倫という形は役割
と人格、機能と個性、社会と個人の最高度のせめぎ合いとして、その男女の結びつきの本質を露わ
にする。愛のない婚姻関係を続けることは、婚姻制度を守る立場からは倫理的に適っていても、個
人の意思を尊重する立場からいえば欺瞞的である。
　それゆえ、恋愛の名において破滅する主人公の姿は、人格・個性が社会的役割・機能によって押
しつぶされる悲劇的姿としてわれわれの心を感動させるのである。役割・機能と、人格・個性のい
ずれが大切なのか、つきつめれば社会と個人のいずれが重要なのか、この問題を絶えず突きつける。
もちろん答えは容易に出ない。両方とも重要であり、両者の重要性がイコールであるならば理想的
であるだろう。しかし歴史的にも現実的にも、両者がイコールになることは稀で、たえず社会が個
人よりも優先され、役割や機能が人格や個性よりも重視されてきた。「恋愛」を主題にした文学作
品は、それに対して絶えず個人の人格と個性の重要性、一言でいえば人間の尊厳を訴え続けてきた
といっていいだろう。
５．エゴイズムは克服できるのか？
　男女の「恋愛」は、究極的に言えば人は自分以外の他者を愛することができるのかという問題を
内包している。男女の愛にも様々な形があり、往々にして自分のために相手を犠牲にする利己的な
ケースも多い。そして結局、人は自分しか愛し得ないという「エゴイズム」の勝利を宣言してはば
からない場合も多い。あるいは自身の子供への愛という形ですり替えてしまいかねない。しかしト
リスタンとイズーが、互いの愛を貫こうとして死を迎える姿は、単に二人の愛が反社会的ゆえ制裁
を受けたと解釈するだけでは十分でない。二人の死は個人が社会に押しつぶされた結末と考えられ
ると同時に、それが人間のエゴイズムに対する愛の勝利でもある点に逆説的な重要性がある。エゴ
イズムの基本原理は、自らの命が何よりも大事であるという点にあり、愛の名において他者のため
自らの命を捨てる行為は、このエゴイズムを乗り越える行為だと見なすことができるからである。
「トリスタンとイズー」以来綿々と受け継がれる愛と死というテーマは、本質的にこの問題に触れ
るものである。
　食うか食われるか、エゴイズムのせめぎ合う人間社会において、男女の恋愛が、他者を役割や機
能ではなく人格や個性として尊重する行為であるとき、その行為は勝ち目のない戦いではあるもの
の、死をもって最終的な救いが残されている。恋愛を主題とした文学作品は、愛の勝利としての死、
エゴイズムの敗北としての死を描いてきたといえるだろう。
６．「おばさん」と「コキュ」
　日本社会において、若い女性ばかりをちやほやする傾向、そして結婚後に女性の恋愛を禁じる倫
理観によって、結婚後の恋愛に無縁な大人の女性を「おばさん」という名で呼び習わしてきた。男
性は結婚後社会で働き、女性は結婚後専業主婦として家庭を守り子育てを行う。こうした男女の役
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割分担を社会の基盤としたとき、「おばさん」は必然的に作り出されたと考えられる。結婚後の女
性が恋愛することは、この社会のシステムを根本的に揺るがすことになるからだ。なぜならば、男
性が外で長時間働いている間に女性が別の男性と恋愛しているとすれば、男性は安心して外で働い
ていられないからである。「おばさん」と不倫を禁ずる倫理観は、男性中心社会を維持する要石と
して長い間機能してきたと考えられる。
　この点でも日本の読者にとってフランス文学は理解しがたいものだろう。既婚の女性が結婚相手
以外の男性を好きになったとき「恋愛」が発生したのならば、そこに必然的に結婚相手の男性の問
題も同時に浮上してくる。フランス語の「コキュ（寝取られ夫）」という言葉ほど、長い間日本人
の男性にとって実感のできない言葉はなかったといっていいだろう。そういう筆者も学生時代、フ
ランス文学のテキストを講読しながら、「コキュ」という言葉の滑稽さは頭で理解したものの、そ
の恐怖について実感することはなかった。恋愛を軸にフランス文学を読めば、そこに「大人の女性」
の喜びと葛藤の物語が見出されると同時に、「コキュ」の耐え難い苦しみの物語が見出される。「ト
リスタンとイズー」において、過酷な迫害を加えたイズーの夫マルク王は、単に邪悪な人物という
より「コキュ」の苦しみと恐怖を体現した人物だと考えられるだろう。ラファイエット夫人の「クレー
ヴの奥方」に登場する夫クレーヴは、妻が精神的に別の男性を恋していることを知ったとき、苦し
みのあまり命を落としてしまう。ルソーの「新エロイーズ」でも、ジュリー夫婦と家庭教師サン＝
プルーの三人の共同生活は、最後には破綻してしまう。さらにゾラの「ナナ」において、ミュファ
伯爵は、自分は若い女性にうつつを抜かしていたにも関わらず、妻が不倫していると知るやいなや、
恐るべき精神的苦痛に襲われ我を失ってしまう。男性にとってこの「コキュ」の苦しみこそ、何に
も代えがたい精神的苦痛であり、その恐怖は男性中心社会を揺るがすほどのものである。現代の日
本男性は未だこの恐怖を切実に感じていないのではないだろうか。フランス人男性がパートナーに
優しいとすれば、それは何よりもこの「コキュ」の苦しみに対する切実さゆえだろう。換言すれば、
人格と個性をなおざりにして役割と機能においてだけ個人を束縛することは不可能だということだ
ろう。日本の社会はこの問題になるべく直面しないようにしてきたのではなかろうか。結婚後の女
性が現実的に「恋愛」しないよう、「恋愛」の代替物を提供することばかりが課題となっていたの
ではないだろうか。子育てはその最たるものであったし、近年自国や異国を問わず熱中できる男性
アイドルを提供するのもひとつの策であったと考えるのはうがち過ぎであろうか。
　
おわりに　現代日本においてフランス文学を読む可能性
　二十一世紀の日本において、過去のフランス文学を読むことは、女性にとっては、まさに「大人
の女性」の恋愛の喜びと葛藤を発見するためであり、男性にとっては来るべき「コキュ」の苦しみ
に備えるためではないだろうか。確かに日本人は、フランス的な恋愛至上主義に全面的に共感でき
るわけではない。また、子供がいようと、もはや愛しえないパートナーとは別れ、愛する別のパー
トナーと暮らす結果、実母・実父が異なる子供が一緒に暮らすという、現代フランスの家族形態な
ど、まだまだわが国で一般化するとは考えられない。結婚を就職活動になぞらえて「婚活」と呼び、
－ 13 －
「でき婚」をどこか大目に見てしまう現代の風潮は、男女の結びつきにおいて、役割・機能が人格・
個性に勝るという社会構造を浮き彫りにするばかりである。しかし、結婚年齢が上がり、また離婚
率も増大し、育児期間の終わった後の人生も長いとなると、男女の結びつきを役割と機能の側面だ
けでとらえることはますますできなくなるだろう。男性がいくら大人の女性に「おばさん」化を望
んでも、おばさんの期間はあまりに長すぎる。いずれ自らの人格と個性が認められることを望んで、
現実的な恋愛を求めていくと考えられる。現代は女性が恋愛の代替物を求めて東奔西走している時
代ではなかろうか。大人の女性が若いアイドルに熱中してみたり、美容で若さの限界を押し広げよ
うと必死になっていたりする。男性ながら女性の心を持ったタレントが、「大人の女性」の意見を
代弁してみせる。これはもはや日本の男性が潜在的に「コキュ」になっているということではない
だろうか。今や男性もまた恋愛に対して態度の変化を求められているはずである。日本の男性が現
実的な恋愛に消極的で代替物ばかり消費していたのでは、現実的な「コキュ」の苦しみを知ること
はできない。フランス文学の数々の作品が思い知らせてくれるのは、大人の男性にとってこの「コ
キュ」の苦しみこそ「恋愛」の本質を教えるものだということである。その苦しみなしに男性は「大
人」にはなれないのだ。
　現実世界において男女が向き合い「恋愛」とは何かを考える時機ではないだろうか。恋愛は結婚
への過程なのか、人間にとって役割と人格のいずれが重要なのか、他者を真に愛することは可能な
のか、それぞれがこうした問題を考えることなくして恋愛はありえないだろう。フランス文学はずっ
とそれを考え、愛を語り続けてきたといっていい。フランス文学をもう一度読み直すことは、それ
を考えるよすがになるだろう。フランス文学作品を読みながら誰かと愛を語り合えたら何よりでは
ないだろうか。
※本稿は、平成 23 年度前期・後期および平成 24 年度前期・後期に開講された富山大学公開講座「愛を語るフ
ランス文学」1～ 4の内容の一部をまとめたものである。
参考作品
マリ ・ード・フランス（月村辰雄訳）『十二の恋の物語』、岩波文庫。ベディエ編（佐藤輝夫訳）『トリスタン・イズー
の物語』、岩波文庫。ラファイエット夫人（生島遼一訳）『クレーヴの奥方』、岩波文庫。ルソー（安士正夫訳）
『新エロイーズ』1～ 4、岩波文庫。アベ・プレヴォ（河盛好蔵訳）『マノン・レスコー』、岩波文庫。ラクロ（伊
吹武彦訳）『危険な関係』上・下、岩波文庫。コンスタン（新庄嘉章訳）『アドルフ』、新潮文庫。バルザック（宮
崎嶺雄訳）『谷間の百合』、岩波文庫。スタンダール（大岡昇平訳）『恋愛論』、新潮文庫。スタンダール（桑原
武夫・生島遼一訳）『赤と黒』上・下、岩波文庫。メリメ（杉捷夫訳）『カルメン』、岩波文庫。ボードレール（安
藤元雄訳）『悪の華』、集英社文庫。フロベール（伊吹武彦訳）『ボヴァリー夫人』上・下、岩波文庫。ゾラ（川
口篤・古賀照一訳）『ナナ』、新潮文庫。デュマ・フィス（新庄嘉章訳）『椿姫』、新潮文庫。コレット（工藤庸
子訳）『シェリ』、岩波文庫。サン＝テグジュペリ（河野万里子訳）『星の王子さま』、新潮文庫。
映像作品
映画：ジャック・ドゥミ監督『シェルブールの雨傘』、1964 年。ジャン＝ピエール・ジュネ監督『アメリ』、2001 年。
オペラ：『ビゼー・カルメン（オペラ対訳ライブラリー）』（安藤元雄訳）、音楽之友社、2000 年。
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参考文献
伊東俊太郎『十二世紀ルネサンス』、講談社学術文庫。ソースティン・ヴェブレン（高哲男訳）『有閑階級の理論』、
ちくま学芸文庫。ヴェルナ ・ーゾンバルト（金森誠也訳）『恋愛と贅沢と資本主義』、講談社学術文庫。ソーニエ（小
林善彦訳）『改訳　十七世紀フランス文学』、白水社文庫クセジュ。工藤庸子『フランス恋愛小説論』、岩波新書。
夏目幸子『日仏カップル事情　日本女性はなぜモテる？』、光文社新書。中島さおり『パリの女は産んでいる
〈恋愛大国フランス〉に子供が増えた理由』、ポプラ文庫。中島さおり『なぜフランスでは子どもが増えるのか
　フランス女性のライフスタイル』、講談社新書。吉村葉子『お金がなくても平気なフランス人お金があって
も不安な日本人』、講談社文庫。佐藤絵子『フランス人の贅沢な節約生活』、祥伝社黄金文庫。
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一、本講座の概要
本講座は一般市民（最大受入可能人数：１６名）を対象に、中国語初級を一通り終えた受講者の
ための語学力の持続的ステップアップの手助けとして、日常よく使う表現（中国語の語彙、文型、
表現形式）をベースにさまざまなシーンでの自然な会話を通じて、生きた会話をなるべく簡潔明瞭
に纏める表現力と、とっさの時でも対応出来る対応力を向上させることに重点をおきます。受講者
に本講座の勉強を通じて、中国語で尋ね、様々な話題について話合いと討論の能力なども身につけ
ていただくことを主目的とします。と同時に、中国の地理・歴史・文化・風俗習慣などにも触れ、
時には中国の詩・詞、歌も学び、中国の音楽や映画を楽しく鑑賞していただきます。さらには、今
発展している中国を背景に展開させ、今の中国社会で何が話題となっているかを知り、皆様のコミュ
ニケーション力の向上と中国への観光旅行、留学、ビジネスに役立つことを心から願っております。
本講座は前期（平成２５年４月１３日～８月３日の土曜日）と後期（平成２５年１０月５日～平
成２６年２月８日の土曜日）に分かれ、前期・後期とも当日の１３時３０分から１５時３０分まで
開講し、年間合計２６日間５２時間の時間数で実施する予定です。
二、これまでの同講座開講についての感想
同講座が開講されて以来、数年も経ち、主催者・受講者・関係者の皆さんのお陰で、円滑に推移
し、皆様から一定の評価を得ています。何より受講者の皆様にとって幾分か役に立てたものと思い、
同講座をさらに継続させ、より実用＆効果的に進めていく原動力にもなりました。
しかし、これまでこの講座を実施している中で、不足した点及び改善すべき点も多々あると感じ
ております。
・「継続は力なり」といいますが、如何に受講者たちを継続させ、中級、そして更なる高いレベ
ルへとレベルアップしていけるのか？その足がかりになる方法と内容が課題です。
・中身のある会話、意味のある会話、役に立つ会話にするには、どうすれば良いのか？も真剣に
考えるべきです。
・受講者達は中国語で何か尋ねられた場合、それほど苦労しなくても答えられますが、中国語で
実用＆効果的に楽しく学ぼう
－中国語講座（会話中心の中級クラス）－
任　　　建　宏
（富山大学非常勤講師）
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何か尋ねようと思うと、なかなか思うように話せません。日常よく使うような言葉でも、どう
のように尋ねたらよいかと考えることが多かったのです。こうした場合、戸惑うことなく、す
らすらと話せるための効果的な練習方法とそのプロセスを模索したいです。
・会話＆交流は一方的に或いは一方通行ではなく、双方、つまり日本のことについてもこれまで
習った中国語で紹介できるようにするのが肝心です。つまり中国語だけではなく、中国のこと
を語る、日本のことを語ることが出来るようにすることを目指さなければならないと思います。
三、これからの講座内容及び方法
上記のように感じたこと及び改善すべきことを踏まえ、本講座の内容構成に当たっては、次のよ
うに留意したいと考えます。
・中国語の能力といえば当然のことながら、読む、書く、聞く、話すという四つの面にわたるコ
ミュニケーション能力を指します。この四技能はお互いに有機的に結びついた相関関係にあり
ます。故に会話が中心で、「聞く、話す」の両技能の習得に重点を置くようにすると同時に、「読
み、書き、聞く、話す」の４つの技能のバランスを図りながら、コミュニケーション能力の育
成を目指していきたいと思います。
・授業ではなるべく２人ずつパートナーを組んで会話の方法で進めます。始めは問答を主とし、
同じ質問に対して複数の答え方がある場合になったら、正式に討論の練習に入り、話題の展開
方法や、話の応対の要領を掴んでもらえるように考えています。
・練習効果を高めるために、極めて卑近な材料ばかりで、先ず自分のことから、家族、そして周
囲の人のこと、国内外のことへと話題を広めていきます。
・練習には達成感がないと、長く続きません。難しいものよりも中国の旅行先や留学先で実際に
必ず出会う場面及び遭遇しそうな場面を想定し、「即席通訳」の練習或いは自然な会話を無理
なく学ぶなどの方法を取り入れることによって、実用性を味わえ、とっさの時の応対も出来、
そして達成感も得られると思います。
・話題としては、今まで経験したこと、或いは今後学んでいけば当然出くわすだろうという具体
的な場面を設定し、身近で面白く、現代性、実用性を考え、「身近な話題」、「趣味とスポーツ
に関連する話題」、「中日の文化と年中行事に関する話題」、そして「ちょっと専門的な話題」
などを選びたいと思います。中級段階の中国語能力を向上すると共に、中国の歴史、文化、民族、
地理、文学・芸術、風俗習慣、衣食住、生活知識と中国人の考え方をより深く知っていただく
ことも考えています。また、自国日本の文化や生活習慣などもこれまで学んだ中国語を使って、
紹介出来るようにしていきたいと思います。
・特に、１９７０年代末に始まる改革開放政策により、今までの社会主義計画経済から市場経済
へと経済システムを変えた中国は、この３０数年ほどの間に社会の姿も大きく変わりました。
とりわけ、北京オリンピックと上海万博を機に、各地で高層ビルが次から次へと建てられ、昔
の街並みが大きく変貌しています。それに伴い、人々の生活も大きく変わっています。政府が
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「和諧社会」を提唱するのは、中国社会に深刻な格差の拡大が存在することの裏返しでもあり
ます。社会が発展すれば光の部分と影の部分が現れるのは当然です。「一衣帯水」の隣人として、
これからもお付き合いをしていく受講者の皆さまにとって、現代中国社会のプラス面とマイナ
ス面、両方を知っておく必要があります。
・しかしながら、これまでの見方で中国を理解することはもはや不可能になりつつあります。ま
た、メディアの報道だけで中国を判断するのも大変な誤解を招く危険もあります。このような
情況の中で、受講者の皆さまに中国の現在の様々な局面を紹介しながら、今の中国社会で何が
話題となっているかを知り、ほかの方々へと伝達していく、学んで発信することも出来ると思
います。
・要するに受講者に美しい中国語とその歴史的、文化的背景を留めつつ、国際化の波により大き
な変化の渦の中にある現在の中国を理解してほしいと考えています。
・本講座開講の教室は非常に語学のいい設備環境に恵まれています。同教室にはTV、ラジカセ
＆ CD、そして、DVD放映も出来る PC・プロジェクターセットが設置されているので、より
多くの情報をリアルに取り込め、中国の文化の番組やその他の映像をDVDで楽しめます。そ
して課題学習などでその内容を深めることが出来、中国の広大さもさることながら、歴史・文
化の重層性には驚くばかり、一緒に中国文化ワールドを覗き、中国文化の真髄を堪能していた
だけると思います。このような今の中国の様子をリアルに受講者に伝えようという強い思いで、
DVD映像の関係教材及び資料を集めました。
・このような教材と映像資料を使用すれば、映像を観ながら会話が出来、受講者達は臨場感が得
られ、そして、DVDは音声、字幕付で、字幕の表示と非表示も自由に選択できます。音読の
練習として、字幕を見ながら、ナレーターに挑戦してもらうことが出来、今までかつてない魅
力的で活気に溢れる授業雰囲気を創り出すことが出来ると思います。
上記のように、受講者に期待する気持ちがいっぱいで、貪るように参考資料を集めて講座を進め
たいと思います。受講者が本講座で学んだ内容をよくマスターして応用されれば、きっとお役にた
つものと確信し、そうなるように心から期待しています。
以上。　
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Ⅰ　公開講座アンケート
　ここでは、2012 年度における富山大学公開
講座受講者に対するアンケート集計結果を報告
する。
　今年度の公開講座受講者は述べ 1003 人であ
り、アンケート回答者は 536 人であった。回収
率は 53.4％である。
１．集計結果
図表１　回答者の性別
　 度数 パーセント
男性 164 30.6
女性 335 62.5
無回答 37 6.9
合計 536 100
図表２　回答者の年齢
　 度数 パーセント
20 代 28 4.3
30 代 63 11.8
40 代 100 18.7
50 代 117 21.8
60 代 165 30.8
70 代以上 52 9.7
無回答 11 2.1
合計 536 100
図表３　回答者の職業
　 度数 パーセント
フルタイム 135 25.2
パート 86 16
無職 212 39.6
学生 23 4.3
自営業 68 12.7
無回答 12 2.2
合計 536 100
2012 年度公開講座とオープン・クラス（公開授業）
アンケート調査報告
仲　嶺　政　光
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門　准教授）
図表４　回答者の最終学歴
　 度数 パーセント
高等学校 105 19.6
専門学校 53 9.9
短大高専 101 18.8
大学 237 44.2
大学院 27 5
その他 6 1.1
無回答 7 1.3
合計 536 100
図表５　回答者の通学時間
　 度数 パーセント
15 分以内 84 15.7
16-30 分 212 39.6
30 分 -1 時間 203 37.9
1 時間以上 31 5.8
無回答 6 1.1
合計 536 100
図表６　サテライト公開講座受講経験
　 度数 パーセント
0 回 355 66.2
1-5 回 108 20.1
6-10 回 17 3.2
11 回以上 7 1.3
無回答 49 9.1
合計 536 100
図表７　公開講座受講経験
度数 パーセント
初めて受講 208 38.8
1-5 回 246 45.9
6-10 回 57 10.6
11 回以上 23 4.3
無回答 2 0.4
合計 536 100
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図表８　その他の講座受講経験
　 度数 パーセント
0 回 266 49.6
1-5 回 193 36
6-10 回 30 5.6
11 回以上 18 3.4
無回答 29 5.4
合計 536 100
図表９　講座の難易度
　 度数 パーセント
平易 16 3
やや平易 33 6.2
ちょうどよい 324 60.4
やや難解 107 20
難解 26 4.9
無回答 30 5.6
合計 536 100
　図表１は回答者の性別をみたものである。男
性 164 人（30.6％）、女性 335 人（62.5％）となっ
ており、若干女性の方が多くなっている。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。60
代（165 人、30.8％）、50 代（117 人、21.8％）、
40 代（100 人、18.7％）の順に多くなっている。
図表 10 で性別との関連をみると、男性は 60 代
以上が多く（108 人、67.5％）、女性は 40 ～ 50
代が多くなっている（171 人、52.0％）。
図表10　性別×世代
　 男性 女性 合計
30 代以下
19 71 90
21.1% 78.9% 100.0%
11.9% 21.6% 18.4%
40-50 代
33 171 204
16.2% 83.8% 100.0%
20.6% 52.0% 41.7%
60 代以上
108 87 195
55.4% 44.6% 100.0%
67.5% 26.4% 39.9%
合計
160 329 489
32.7% 67.3% 100.0%
100.0% 100.0% 100.0%
　図表３は回答者の職業についてみたものであ
る。これは、何らかの職業を持つ者（フルタイ
ム、パート、自営業）と持たない者（無職、学生）
に大別される。前者は 289 人（53.9％）、後者
は 235 人（43.9％）となっていて、やや有職者
が多くなっている。
　図表４は回答者の最終学歴についてみたもの
である。高校卒が 105 人（19.6％）、専門学校・
短期大学卒が 154 人（28.7％）、大学・大学院
卒が 264 人（49.2％）となっており、約半数が
大学・大学院卒となっている。
　図表５は回答者の通学時間についてみたもの
である。最も多かったのが 16 ～ 30 分以内（212
人、39.6％）、続いて 31 ～ 60 分以内（203 人、
37.9％）となっている。
　図表６～８は過去に公開講座を受講した回
数をたずねた結果である。図表６でサテライ
ト公開講座の受講経験をみると、一度も受講
していない者がほとんどを占めている（355
人、66.2％）。次に図表７で本学公開講座を受
講した経験についてみると、「初めて受講」し
た者は約４割（208 人、38.8％）となってい
る。最も多かったのは１～５回である（246 人、
45.9％）。続いて図表８でその他の公開講座の
受講状況をみてみると、一度も受講していない
者が最も多く（266 人、49.6％）、１～５回の者
が続く（193 人、36.0％）。
　図表９は講座の難易度についてたずねたもの
である。「平易」「やや平易」が 49 人（9.2％）、
「ちょうどよい」が 324 人（60.4％）、「やや難
解」「難解」が 133 人（24.9％）だった。
　図表 11 は、公開講座を受講したことによっ
て得られたメリットについてたずねたものであ
る（複数回答可）。「複数で学んだ方が効果的」
（225 人、42.0％）、「知識を活用する機会が増え
た」（227 人、42.4％）などが多くなっている。
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図表11
　 度数 パーセント
知り合いが増えた 161 30
活動範囲が広がった 106 19.8
知識を活用する機会が増えた 227 42.4
自分の成長を実感できた 153 28.5
複数で学んだ方が効果的 225 42
　図表 12 は、公開講座を知ったきっかけにつ
いてたずねた結果である。最も多かったのが「大
学からの郵便物＝ＤＭ」（264 人、49.3％）、続
いて「Web サイト」（78 人、14.6％）、「知人を
通じて」（76 人、14.2％）となっている。
図表12
度数 パーセント
新聞記事・折込 70 13.1
大学からの郵便物 264 49.3
知人を通じて 76 14.2
Web サイト 78 14.6
その他 58 10.8
　以下は、自由記述に記載された内容である
・後期はできれば、水曜日に開講を希望します。
・本格的な講座があってもよい。
・ウェブページサイトを作成する講座を復活し
てください。
・夏休み、冬休み期間の講座があれば良いと思
う。
・クラス内でレベルの差がありすぎたと思う。
上級クラスとわけてほしい。
・レベルの高い人が参加されて難しくなったと
思う。できればクラスが分かれたらありがた
い。
・土曜日は駐車場が空いてない時があるので、
なんとかしてください。行事がある時も空い
ていない。前の週に教えてほしい。
・変体仮名とともに、漢字の草書体がわからな
いとなかなか読めないと思いました。
・いろいろな知識とかを的確に教えてもらいま
した。また、最新の話も参考になりました。
・韓国での現地学習を希望します。
・昼間の講座を増やしてほしい。
・大学が開講する講座なので、信頼、安心感が
ある。
・カウンセリングを（心理学）を学んでみたい。
・このまま初級・中級…と同じ土曜日の昼間
<AM.PMどちらでも可>開講してほしい。
・つぎの講座とのインターバルが長いので、補
講とか特別講義があるといいです。
・イベントがある日は駐車場がいっぱいになっ
ていて止められず、遠くにとめなければなら
なかった。事前に教えて頂きたい。
・大変よかったので、もっと知りたいと思いま
した。
・自分の体のことを考え直す良い機会になりま
した。
・前期から継続して受講し、受講生間と先生の
関係がより親密になりました。
・キタノ先生の講座をもっと増やしてほしい。
・父が介護が必要となり、セルフカウンセリン
グのような知識と実践内容の講座があれば受
講してみたい。
・先生の食卓をのぞく気分で参加しました。よ
り良い食材を集める、そのパッションに感激
しています。
・段取りが良いのか悪いのかわからないけど、
かわいらしい先生の人柄にも惹かれました。
・授業外で先生との交流の機会がもっとあれば
うれしいです。とても素敵な先生でうれし
かったです。
・希望者が多い講座について（例えば 6人で締
め切っている講座）定員を広げてほしい。
・もしできたら生徒による発表の機会があれば
（個人ではなく）もっとよかったかも・・・。
・8回はアッと言う間に終ってしまいました。
希望的には、週 1回　計 16 回ぐらいあると
いいかナと思いました。
・（若かりせばもっと学びたいが。）　他大学か
らも講師をお招きしたい。（可能なら）
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・採算がとれないものもあるかもしれないが先
生方も忙しいかもしれないがつづけてもらい
たい。
・富山大学の印象を高めることにもなる。
・講座の後のディスカッションがとても参考に
なりました。
・富山大学の学生も、もっと参加できるように、
学内で宣伝をしてほしいです。
・普段は学生と社会人が交流する機会が少ない
からこそ、より多く公開講座の機会を作って
ほしいです。
・少し受講者が意見を言うといったものもあっ
たら、もっと楽しいと思う。
・土曜日にもっとたくさんの講座があるとよい
と思いました。また語学講座は定員をもっと
増やしてほしいと思います。
・例えば心理学講座ですが、あまり専門的でな
くてよいと思う。平常の心理関係、対人会話
のあり方 etc.…平常、実践に即した講座を期
待していた。
・心理学学問の専門的でなくてよい。再考され
たい。
・社会人が自分の実務で活かせるテーマの講座
を増やしてほしい。⇒都会と比べると学ぶ場
が少ない
・今回いくつか受けたい講座がありましたが、
時間が重なっていて 1 講座しか受けられな
かったので残念です。中学は土曜日に行事が
あり参加できないのです。
・１回あたりの講座の回数をふやしてほしい
・富大卒業生で活躍されている人を交えた公開
講座だと楽しいと思う。
・実用化できる知識（学究された）が、おもし
ろい！
・初めて聞いたキーワードが盛りだくさんで、
又今までと違う分野に興味がわきました。
・本をいただきありがとうございました。次回
を楽しみにしております。
・このように気軽に受けられる期間（短期集中）
の講座がたくさんあると良いです。
・今回は7日間の集中講義でした。昼間は仕事
で夜に講座を受けるので、復習する時間が無
かったです。
・集中講義は、忘れない内に次の学習に入れる
メリットはありますが、週 2回くらいで進む
と、もっと理解しながらできたかなぁ？と思
います。わがまま言って、すいませんでし
た・・・
・ステップアップの講座を希望します。EX. エ
クセルのマクロの活用、パワーポイント、
SEN・・・フェイスブック、ツイッターの活
用など
・今日はありがとうございました。サポート
チームの取組み、学校、地域、体験など大切
な話を聞かせてくださったこと。今後の自分
にいかしたいと思います。
・やはり、何かの当事者の生の声が聞ける講座
がいいです。
・一度受講した後は、毎回お知らせをいただけ
るので抜けることがなく申し込めますが、は
じめての方のためにもっと、新聞やテレビ、
ラジオ、などでアピールしたらいいと思いま
す。
・子供達へのサポートの講座の数や時間をもっ
と増やしてほしい。
・個人の趣味に止まらず、若い人達になにか寄
与できる内容の講座があればもっとよい。
・ヘルン文庫は富山大学の誇る財産です。多く
の県民に知られるようにわかりやすく楽しい
広報活動をして頂きたいです。中学・高校の
巡回展示は？
・今回の講座の内容組立、大変よかった。
・講師の方と交流があり楽しみました。
・インターネット、パワーポイントの初歩につ
いて知りたい。
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Ⅱ　オープン・クラス（公開授業）
　　アンケート
　ここでは、2012 年度における富山大学オー
プン・クラス（公開授業）の前学期受講生述べ
173 人に対するアンケート調査の結果を報告す
る（回答件数 111 件、回収率 64.2％）。
図表13　回答者の性別
　 度数 パーセント
男性 70 63.1
女性 32 28.8
無回答 9 8.1
合計 111 100
図表14　回答者の年齢
　 度数 パーセント
20 代 3 2.7
30 代 1 0.9
40 代 9 8.1
50 代 14 12.6
60 代 52 46.8
70 代以上 30 27
無回答 2 1.8
合計 111 100
図表15　回答者の職業
　 度数 パーセント
フルタイム 18 16.2
パート 11 9.9
無職 68 61.3
学生 1 0.9
自営業 11 9.9
無回答 2 1.8
合計 111 100
図表16　回答者の最終学歴
　 度数 パーセント
高等学校卒 15 13.5
専門学校卒 3 2.7
短大・高専卒 7 6.3
大学卒 80 72.1
大学院卒 5 4.5
無回答 1 0.9
合計 111 100
図表17　回答者の通学時間
　 度数 パーセント
15 分以内 8 7.2
16-30 分 52 46.8
31-60 分 42 37.8
60 分以上 9 8.1
合計 111 100
図表18　サテライト公開講座受講経験
　 度数 パーセント
0 回 69 62.2
1-5 回 27 24.3
6-10 回 5 4.5
11 回以上 2 1.8
無回答 8 7.2
合計 111 100
図表19　本学公開講座受講経験
　 度数 パーセント
0 回 36 32.4
1-5 回 55 49.5
6-10 回 12 10.8
11 回以上 4 3.6
無回答 4 3.6
合計 111 100
図表20　その他の公開講座受講経験
　 度数 パーセント
0 回 58 52.3
1-5 回 39 35.1
6-10 回 5 4.5
11 回以上 2 1.8
無回答 7 6.3
合計 111 100
図表21　オープン・クラスの難易度
　 度数 パーセント
易しい 3 2.7
やや易しい 9 8.1
ちょうどよい 74 66.7
やや難解 20 18
難解 5 4.5
無回答 111 100
合計 3 2.7
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　図表 13 は、回答者の性別をみたものである。
その結果、男性が 70 人（63.1％）、女性が 32
人（28.8％）となっており、男性が多い。
　図表 14 は回答者の年齢をみたものである。
60 代（52 人、46.8％）が最も多く、70 代以
上（30 人、27.0％）、50 代（14 人、12.6％）と
続いている。図表 22で性別との関連をみると、
男性・女性とも 60 代以上が多い。
図表22　性別×世代
　 男性 女性 合計
30 代以下
1 3 4
25.0% 75.0% 100.0%
1.5% 9.4% 4.0%
40-50 代
11 11 22
50.0% 50.0% 100.0%
16.2% 34.4% 22.0%
60 代以上
56 18 74
75.7% 24.3% 100.0%
82.4% 56.2% 74.0%
合計
68 32 100
68.0% 32.0% 100.0%
100.0% 100.0% 100.0%
　図表 15 は回答者の職業についてみたもので
ある。何らかの職業を持つ者（フルタイム、パー
ト、自営業）と持たない者（無職、学生）にわ
けてみると、前者は 40 人（36.0％）、後者は 69
人（62.2％）となっていて、無職の割合が多く
なっている。
　図表 16 は回答者の最終学歴についてみたも
のである。高校卒が 15 人（13.5％）、専門学校・
短期大学卒が 10 人（9.0％）、大学・大学院卒
が 85 人（76.6％）となっている。公開講座受
講生よりも高学歴傾向が高い。
　図表 17 は回答者の通学時間についてみたも
のである。16 ～ 30 分と 31 ～ 60 分以内がもっ
とも多く、あわせて 94 人、84.6％となっている。
　図表 18 ～ 20 は過去の公開講座などの受講経
験についてたずねたものである。サテライト公
開講座を過去に受講したことがない者が最も多
く（69 人、62.2％）１～５回受講した者が続く
（27 人、24.3％）。また、公開講座についてみる
と、１～５回が最も多く（55 人、49.5％）、０
回がこれに続く（36 人、32.4％）。
　図表 21 はオープン・クラスの難易度につい
てたずねたものである。「平易」が12人（10.8％）、
「ちょうどよい」が 74 人（66.7％）、「難解」が
25 人（22.5％）となっている。
　図表 23 は、オープン・クラスを受講したこ
とによって得られたメリットについてたずねた
ものである（複数回答可）。「一人より複数で学
んだ方が効果的」（42 人、37.8％）「自分の成長
が実感できた」（39 人、35.1％）「知識を活用す
る機会が増えた」（37 人、33.3％）などが多く
なっている。
図表23
　 度数 パーセント
知り合いが増えた 23 20.7
活動範囲が広がった 12 10.8
知識を活用する機会が増えた 37 33.3
自分の成長が実感できた 39 35.1
一人より複数で学んだ方が効果的 42 37.8
　図表 24 はオープン・クラスを知ったきっか
けについてたずねた結果である。最も多かった
のが大学からの郵便物＝ＤＭ（58 人、52.3％）
であった。
図表24
　 度数 パーセント
新聞記事・折込 12 10.8
ＤＭ 58 52.3
知人を通じて 13 11.7
Web サイト 17 15.3
その他 11 9.9
　以下は、自由記述に記載された内容である。
・40 才以上の年の差がある若い学生さんと一
緒に受講させていただき有難く思います。講
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義をどの様に学んでいらっしゃるのか学生さ
んの考えや意見を聞いてみたいなぁとも思い
ました。
・実例に則った日本企業の実態、プロジェクト
のビデオ等を使った多様な手段により実例な
ど、起業論は示唆に富んだものであった。今
後の方向についても現状からの予測・どう進
んでいくかを一般法則を見出せればなど考え
た。
・昨年後期の金融論Ⅱにおいて、数学の必要性
を痛感したため、本講座を受け、改めて数学
（微分）の基礎から 50 年前の教養課程の復習
をやったものであった。基本的なことは一通
りやって、予習・復習にも注力できたが、経
済理論との橋渡しとなると未だに、の感あり。
更なる研修の必要性を痛感させられた。
・スタイルが決まってから授業の進歩がスムー
ズになった。マクロ経済の入口の入口のみで
あったのは残念だが、今後の勉強にとって良
いきっかけを提供してくれたと思う。
・スクリプトを一から読んだのは初めてであ
り、最終回のレポートまで一気に進められた
という感じでした。いろんな経験をさせても
らい、発言の度に求められるコメントと先生
の解説には、広範囲なものの見方、考え方の
ヒントを教えられ、その都度感心をするばか
りでした。英語を読み込むことの難しさと楽
しさを教えていただきました。
・ＴＯＥＩＣの勉強は文法の知識の基礎からの
積み重ねの重要性を改めて教えていただきま
した。オープン・クラス対象を増やしていた
だければと思います。
・授業料を 5000 円くらいに値下げしてほしい。
難聴なので、何らかの対処をしてほしい。
・オープン・クラス or 公開講座には友人（中
国人）も学びたい人がいます。その催しは連
絡受けたい。学びたいがついてゆけるだろう
か、我々の足の届く所ではないとか、そんな
老人たちもいるのです。早くいえばカタイ。
チラシ /ポスターのイメージを考えたら ?
・１．今回は2回目の公開講座の受講となるが、
前回と同様に学生達の受講態度が真面目な
のに感心する。
　２. 現在森林インストラクターの受験に向け
て勉強中であるが、本講座の受講により、
学問的なアプローチが少し理解できた。
　３．ぜひ下期も受講したいと考えております。
・教授の深遠なる学識にふれることが出来て、
大学で受講するよろこびを味わえた。
・文献史学を学ぶ者の基礎的な姿勢を教えられ
た。
・今後も関心のある講座を積極的に受講させて
いただきたく思っています。
・今回オープンクラスに参加させていただき有
難うございました。20 代前半以来の出来事
でした。当時の参考資料等を開いて復習と新
しいデジタル技術の勉強をさせて戴きまし
た。後期のオープンクラスに参加したいと
思っています。
・現役学生らが、平然と遅刻して入室してくる
姿には驚愕する。加えて、彼らに対して教員
が何の言葉もかけないのはいかがなものか。
就活前の一片のマナー講座で社会人として順
応していけるのだろうか ?
・評価を気にせず、課題を背負うこともなく、
フリーで座っていられるのは、この年代に
なってからことのことと有難いことです。
サークル（部活？）もあるのでしょうが、そ
の活動の姿（実際）がみられないのは残念で
す。文字通り開かれた教室で違和感なく居さ
せてもらいありがとうございました。幅広く、
いろんな形での学びの場の提示があれば、又
参加したいと思っています。
・大学生に活気が感じられなかったし欠席が多
かったのが残念。先生はとても熱心で授業の
内容も良かったです。
・大変すばらしいシステムで、現役の学生さん
と学べるのはとても刺激になり、勉強になり
ます。ただ、7月 7 日（火）が月曜授業に振
り替えられると連絡が事務局よりなかったた
め、前の週に知ることができたことはできた
ので良かったのですが、申し込み時に教えて
いただければ、予定もたちやすく、ありがた
いのですが・・・ご検討ください。
・授業開始後しばらくの時間を前回の復習、と
いう形が多い。私のような高齢者にはありが
たいが、富大の学生にそこまでのサポートが
必要なのでしょうか。自分の学生時代を考え
ると違和感を持つことがあります。次に、他
の方が書かれた本でも、自分流に教科書とし
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て使われる先生は頼もしいと思いました。自
分の著書（授業用にしか使われないと思う）
にこだわらずに、学生に、自分流に説明させ
る。良いと思いました。
・生涯学習の機会、毎年（前・後期のオープン
クラス）楽しく受講しています。今回全 15
回皆出席することが出来ました。毎回「週刊
福祉新聞」のホットな話題を解説していただ
き、現代社会の福祉の問題点や重要性を学ぶ
ことが出来ました。クラスは留学生も含め少
人数 10 名以下で静かに集中した授業でした。
Thank…you…for…everything.
・今回の科目はＰＣの使用許可をもらえたが、
全ての科目でレポート作成・資料調査にＰＣ
は欠かせません。科目がコンピュータ関係で
なくても富大生と同じようにＰＣ使用の許可
が与えられればありがたいと思います。（オー
プンクラスは富大生を同じように学べると書
いてあるので、ＰＣの使用についても配慮し
ていただければと思います。
・感想や質問を書く時間が少なくて残念でし
た。（後日先生のレポートボックスなどに提
出するのもよいのでは。もっともレポート
ボックスの置いていない先生もおられます
が・・・統一されたらいかがでしょうか）ス
クリーンによる勉強は分かりやすく良かっ
た。自分の名前が映しだされ、本当にうれし
かったです。
・もっと活発に感想や意見を述べ合うと良い。
（記述ばかりを重視するのも理解できます
が・・・）10 分程度の読書体験、研究発表
の時間をつくるとよい。（知識が豊富になり、
共有できるからです）一人の著者、著作ある
いはテーマについて学生さんたちと学べる時
間は至福のひとときです。感謝しております。
・老師は学生・社会人のどのレベルにあわせて
講義するか、よく考えています。講義がほと
んど日本語で行われていますが、できれば、
ほとんど中国語で行ってほしい、せっかく中
国人の老師なのですから。
・本来ならば、学生と社会人が同時に受講する
ことで、刺激になったり緊張感が得られる効
果があると思うが、実際はレベル差があり指
導者は苦労しているように見えます。自己主
張の強い社会人もおり、講義の雰囲気をみだ
すことも散見します。基本は、学生の講義に
社会人が参加させていただくという考えが必
要と思います。社会人の参加資格も一つ考え
てはどうですか？
・１、総仕上げが確認できる受験日も含めた受
講期間を設定してほしい。受講期間：～平成
24 年 7 月 26 日まで。試験日：7月 30 日。
　２、受講料をもう少し安くしてほしい。
　３、行動経済学は興味を持って受講できまし
た。
・実例をもって授業を進めていただいたので、
よく理解できました。
・他の語学科目に比べて、英語のオープンクラ
スが少ないと思います。ぜひ、受講できる科
目を増やしてください。お願い致します。
・仕事上専門性が学べるので、オープンクラス
に感謝しています。授業の中で最新情報も分
かりやすく取り入れてあり、大変役立ってい
ます。オープンクラスの講座がもっと増える
よう、また希望を出し担当の先生の許可がお
りたら学べると嬉しいのですが。
・若い学生の皆さんと一緒に受講できることが
とても嬉しく楽しみです。学生の皆さんがと
ても大人しくまじめなのにも感心していま
す。先生もとても丁寧に説明され、知ること
の喜びを感じています。
・未知への体験。鋳物や鍛金などそんなに関心
はなかったが、初歩の事を手掛けてみて、美
術館等に展示してある作品の細かな所まです
こし目が届くようになり、その技法の秀逸さ
に驚くようになりました。手作業の面白さ、
その変化の形、日本の伝統工芸は技法の継続
で今日あることに思いを致しました。富山の
誇りとしてこれからもオープンクラスを継続
して下さい。また参加したいと思います。
・昨年来オープンクラス受講させていただきあ
りがとうございます。出来れば、授業のみな
らず、例えば大学行事とかゼミとか多少でも
関わらせていただければ良いのですが。また、
日頃の恩返しにボランティアなど貢献できれ
ば幸いです。
・２クラス受講したのもあって、レポートや宿
題に追われ、きついなと感じることもありま
したが、何とかのりきったという感じでした。
とても楽しい時間でした。ありがとうござい
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ました。
・平成 23 年度前期より古文書学実習を受講さ
せて頂きました。平成 24 年度後期まで受講
させていただきます。2年間弱の期間ですが、
古文書学の深さが実感出来、又楽しさも実感
出来ました。改めての要望・質問になります
が、更に深く学習致したく、古文書学のみ学
習する方法はないものでしょうか。（富山大
学にて）申し訳ございませんが、以下にご連
絡頂けますようお願いします。
・今回の講義に限定すれば、こちらの理解に問
題はあったと思いますが、もう少し”わかり
やすく”教えてほしかった。興味ある課題だっ
たので残念でした。資料も戴きましたが。参
考文献又はテキストのようなものがあれば良
かったと思います。
・休講の連絡がなく、講義のときに知りました。
先生にそのことを話しすると１週間前からわ
かっていたとのこと・・・睡眠学の休講は携
帯電話に連絡があり、助かったのですが。し
かたなく、図書館によって帰りました。
・１、試聴期間を 2週間にしてほしい。
　２、オープンクラスの生徒は、コロキアム（世
界の映画）は自由に見られるようにしてほ
しい。（興味ある映画のみみたい）
　３、一度オープンクラス生との意見交換会を
開催してほしい。
・バランスのよい講義構成で楽しめた。無理に
タイトルや全体のテーマにしばられず、ホッ
ト・イシューや論点を深めていただいても講
師の各先生にはよかったように思う。次回以
降も、本学部や他学部の開催案内も送っても
らえると有難い。…
・１、理論の学者の先生は理論だけ、実務の北
銀さんは実務だけ。理論と実務のつながり
をもっと聞きたかった。
　２、この程度は知ってて当たり前なんじゃな
いか、という話が多かった。しかし、かつ
て、自分も院生だったころは知らなかった
わけだから、人のことは言えない。
・授業によっては、やや難しい内容のものもあ
りましたが、大学で研究されている先生がた
や、企業経営者の現場の声など様々な切り口
で勉強できたことは大変有意義でした。今後
も時代の変化に対応できる内容の授業が行わ
れることを期待しています。有難うございま
した。
・人口、雇用、労働問題。国際化の進展（これ
までのオープン・クラスの延長戦で幅広く）
例えば、ＴＰＰ問題（農業はもちろんですが、
他の分野からのアプローチ）
・１、延べ７日（17 ～ 18 時間）コースのうち
1/3 程度は下記のような、経済学の基礎的
なものを学びたい。（昔学校で学んだこと
の整理のため）
　　⑴経済各論　⑵経済史　マルクス経済学、
ケインズ、フリードマンなど
　２、講座終了後に、講師の先生を囲んで、茶
話会や懇親会をもうけたら如何。（世代間
の意見交流のため）
・内容充実していた。実業界の方の話をもっと
多くした方が良かった。
・出席率は50％でしたが、仕事上の参考となり、
また、刺激を受けた。
・１、ブラッシュアップの為、いろいろな講座
を探していたところ、今回のクラスを知り、
大変良かったです。
　２、土曜日の午前を利用した本セミナーのよ
うなクラスがあれば今後も出席したいと思
います。（他学部でも開催されているので
あれば参加してみたいと思っています。）
・今回はじめて公開授業をうけました。全部の
講義が面白かったと云う事は出来ませんでし
た。しかしながら、それも当然と云うスタン
スで受講していました。年齢的に、子どもに
手がかからなくなって来て、自分の時間がも
てる様になってきているので、機会があれば
また受講したいと思っています。富山大学で
公開講座をされていることは、なんとなく
知っていましたが、全く講座の情報が得られ
ていませんでした。もっと講座の情報が届く
ようにしていただけたら助かります。
・（感謝しております）知識の向上や人として
の成長を得る機会があれば入会し、気持ちの
上では驕らず異聞を聞くことがあっても中に
入らず自分自身を研ぎ恒心の心でいることだ
と最近思う事がありました。これからも続け
ていきたい。
・質の高い授業を、良い環境（熱心な学生の事
も含めて）で学べることに喜び、又、安心を
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感じています。
　アンケートの選択肢について、[ ２] の職業
についてですが、３の無職という書き方は
ちょっと・・・。富山へ来て以来、以前の職
業からは離れておりますが、ここに印をつけ
るのは、非常に抵抗を覚えました。（提出を
やめようかと思ったくらいです。）他にどの
ような書き方があるかと思うと、なかなか難
しいですが、（あくまで例ですが）たとえば、
「その他 [　　]」という項目でもあれば、書
き易いです。これは、専業主婦や休職中の人
に限らず、定年退職後に学んでいらっしゃる
方々にとっても、ある意味同じことが言える
ように感じます。
・教室について
　出入口が 1か所より使用できない教室は、災
害時の事をどの様に考えてあるのでしょう
か。冷房の管理（暑かった）。
・大変内容の濃い素晴らしい講義を聴講するこ
とが出来てとても良かったです。ありがとう
ございました。
・よい機会に出会って大変有意義に学習させて
もらっています。
・いつも楽しく学んでおります。若い学生さん
から、沢山のエネルギーをいただいています。
先生、生徒さんに心より感謝いたします。こ
のようなオープンクラスシステムは全国的に
広まれば良いと思います。
Ⅲ　オープン・クラス（教員向け）
　　アンケート
　ここでは、2012 年度における富山大学オー
プン・クラス（公開授業）の授業担当教員に対
するアンケート結果を掲載する。
[1] オープン・クラスの授業形態
・学生への講義の中で市民にもサービスを提供
できる。市民がいることで学生にも刺激にな
る。
・別に違和感はないが、毎年のことながらオー
プン・クラスに参加する受講生の方が、在校
生よりレベルが上なので（とりわけ前期は）、
レベルを在校生にあわすのでオープン・クラ
スとしての受講生のニーズを満たしているか
どうか心配である。
・現状でよいと思います。ただし、将来、人数
が増えた場合、別の方法を考えるべきかもし
れません。
・今回参加されたお 2人は非常にモチベーショ
ンが高く、しっかり受講されていました。制
作された作品が、同じ授業を受けている 1年
生に少なからず刺激を与えているように感じ
ています。
・良い試みであると考えます。学生たちが同年
代の仲間意識から幅広い人間層の中で自分た
ちをとらえられると思います。
・よいと思う。本学学生にとっても有意義であ
る。
・年輩の方が多いのですが、熱心な学習態度が
学生の刺激になって良いと思います。いろい
ろな方との出会いも個人的には楽しみにして
います。
・現在の形態に、特に問題があるとは思えませ
ん。
・大勢の授業なので、一般市民の方には十分な
対応を出来なかったのではと思います。
・熱心に受講していただいており、講義する側
としては問題はありません。ただ、講義時間
内に小テストなども行うため、オープンクラ
ス受講者（小テストは課していません）にとっ
ては、小テストなどの時間は無駄に感じられ
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るかもしれません。
・一般市民の方は向上心がつよく、ゼミだと特
に積極的に発言してくれるので学生への刺激
にもなり、良い景況を学生に与えてくれてい
るのではと思う。カルチャーセンター化して
るけど、またいいんでないかと思う。講義の
方は分からない。
・一般市民の生活体験に根差した質問や意見が
学生にとっては学習の上の刺激になってよ
い。
・授業中は静かに勉学に励んでいるが、講師入
室前の騒がしさは、聴講される一般市民に対
して少々恥ずかしい。学生にもう少しマナー
をもたせる必要を感じている。
・オープンクラスの受講者には、受講の条件を
予めよく理解して頂くことが大事だと感じま
した。今回の私の授業の受講者には他の一般
学生と同じ小テスト、レポートを課しました
が、真面目に取り組んでくれました。受講者
の質にもよると思いますが、今回は特に気を
使わずに授業を行えたと考えます。
・向学心の強い一般市民の参加は、本学学生の
刺激になって良い。ただし、近年韓国関係は
向学心よりおしゃべりが目的の場合があり、
その時は逆効果になる。
・特に問題はありませんが、講義内容について
は、学生も合わせて、ある程度のレベルを保
つ必要があると思います。
[2] オープン・クラス全般
・地域の中の大学・開かれた大学としての立場
を明確にするならば、もっと積極的に広報活
動を展開しても良いのではないかと思う。
・クラス受講の動機を書いてある申込書は、担
当教員にもコピーを配布してほしいです。（サ
インだけして戻しました。）
・同じ授業を 2回、3回と受講されている方々
がおり、構わないのですが、前回と同じ内容
などがあると、講師の側がやや恐縮してし
まったりしました。
・オープン・クラスは賛成ですが、やはり気を
遣います。高校生の受講も同様です。
・オープン・クラスの受講生アンケートという
ものはあるのでしょうか？満足度が知りたい
です。
・受講者の方だとおもわれますが、自転車を指
定外の場所にとめる方がいらっしゃるようで
す。パンフレットの文言に加えていただけれ
ば幸いです。
・オープン・クラスを通じて、地域と大学の関
係が強まれば望ましいと思われます。
・少人数のあまり専門的でない授業を受講して
いただく様に考えて頂ければ良いかもしれな
いと思います。
・オープン・クラスについてはひきつづきその
存在を広くアピールして下さい。
・積極的にふやしてほしいと思います。
・聴講者の受講目的や関心事項に関する情報が
あると、もう少し意に沿った内容対象も盛り
込めると思う。
・今学期の受講生は学習歴も長く大変良い印象
を本学学生に与えてくれた。ただし、毎学期
このような受講生が望めるわけではない。
[3] 生涯学習支援授業全般
・今回の受講者の中に、市民講座からフランス
語が消えたため受講したという人がいた。放
送大学ではないにしても、市民講座、オープ
ン・クラスを含めたトータルとしての知を提
供することに努めてほしいと思う。
・単位として認定するような制度にしてはどう
か…数年開講していますが、最後の評価（試
験）は受講されない人が多く、せっかく講義
を受けているのに残念に思います。
・公開講座の展示が毎年ありますが、その時に
オープンクラスの方の作品を展示してあげて
もいいかもしれませんね。
・「～市民大学」の類と差別化を図るために、
もっと大学独自の特色を出すべきではない
か？
・英語 Bは PCや ALC を使用するため余計な
手続きが必要となりお手数をおかけしていま
す。
・大学初学年用の講義は全て対象にして、もっ
とアナウンス・宣伝し、聴講者を増やしても
良いように思う。
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Ⅳ　おわりに
　以上、公開講座とオープン・クラス（公開授
業）のアンケート結果をみてきた。そこであら
われてきたいくつかの特徴・問題について述べ
たい。
①　公開講座への参加は女性が多く、公開授業
は逆に男性の方が多い。この点はどのような
解釈が可能だろうか。公開講座の細かいジャ
ンル分けと参加者の性別を比較検討する必要
性があるように思える。
②　オープン・クラスアンケート回答者の世代
が 60 代以上を中心としている点は、若い層
が職業を持つために参加が難しいということ
が背景にあるものと思われる。
③　講座・講義内容の難易度についてみると、
「難解」とする回答が、公開講座で 24.9％、オー
プン・クラスで 18.0％にのぼっている。ただ、
難解さをある程度持つことが大学での生涯学
習の特徴であるとも言えよう。
④　語学講座で個別の要望があった点だが、「夏
休み・冬休み期間」に学習が途切れてしまう
という問題が指摘されている。「次の講座と
のインターバルが長い」。改善方法について
の模索が必要であろう。
⑤　これと同類の問題点として、講座のレベル
設定ということがあげられる。「レベルの高
い人が参加されて難しくなった」「ステップ
アップの講座を希望します」などという声も
あり、ちょうどよいレベルの講座をどう設定
すればよいのか、課題が残る。
⑥　「大学が開講する講座なので、信頼、安心
感がある」「富山大学の印象を高めることに
なる」などの声があった。公開講座開講の意
義を再確認させられるものである。
⑦　ＰＲの課題がある。公開講座、オープン・
クラスとも、約半数が大学からの郵便物、す
なわちＤＭで講座の情報を得ている。他に
もっと効率のよいＰＲ方法はないかどうか、
検討する必要があるのかも知れない。
⑧　「授業料を 5000 円くらいに値下げしてほし
い」「受講料をもう少し安くしてほしい」な
どの声があった。厳しい財政状況の中ではあ
るが、のぞましい受講料設定のあり方を検討
する必要がある。
⑨　「一度オープン・クラス生との意見交換会
を開催してほしい」「講座終了後に、講師の
先生を囲んで、茶話会や懇親会をもうけたら
如何」という声がある。そのような行事の開
催について検討すべきであろう。
⑩　いくつかの課題はあるものの、オープン・
クラスの担当教員からは多くの好評価をいた
だいている。異なる世代の学びが互いに刺激
を与えている側面もあろう。
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実施概要
・日時：平成２４年７月７日（土）１０：３０～１７：００
・場所：富山県民会館…３Ｆ…３０４号室（富山市新総曲輪４－１８）
・テーマ「災害が起きたらどうする？」
サブテーマ
１．「地域を考える」
　　町内会 ･ＰＴＡ活動や市民 ･行政 ･高等教育機関との協働等について考えます。
２．「支援活動を考える」
　　ボランティア ･ＮＰＯ等による支援活動と高等教育機関との協働等について考えます。
・熟議参加者　８１名、　　スタッフ等関係者　１１名　【合計９２名】
　　以下参加者内訳
ファシリテーター　８名　　　　　　公民館・町内会関係者　　　１６名
行政関係者　　　１４名　　　　　　学生　　　　　　　　　　　１２名
防災関係者　　　　５名　　　　　　ボランティア・ＮＰＯ関係者　２名
その他　　　　　１６名　　　　　　文部科学省職員　　　　　　　４名
富山大学関係者　　４名
　　　　　　　　　　　　　　　
・関係機関
主　　催：文部科学省、富山大学
協力団体：ＮＰＯ法人日本ボランティア活動推進機構
後　　援：富山県、富山市、高岡市、社会福祉法人富山県福祉協議会
　　　　　特定非営利団体法人富山県民ボランティア総合支援センター
・協力機関
富山県、富山市、高岡市、社会福祉法人富山県福祉協議会
特定非営利団体法人　富山県民ボランティア総合支援センター、富山県民生涯学習カレッジ
富山県公民館連合会、富山市社会福祉協議会、富山市立芝園小学校、富山市五福公民館
富山県広域消防防災センター
熟議開催報告
地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議
熟議 2012 in 富山大学　　　　　　
　　　　「災害が起きたらどうする？」
開催主旨
　今回の熟議では、２万人に近い死者・行方不明者を出した３．１１東日本大震災等の教訓から、
災害が起きたらどうするのか、できるだけ具体的なビジョンを描いて対処する必要があり、地
域の知の拠点として富山大学がどのような役割が求められ、日頃から、地域社会と共生・協働
関係を構築させていくのかを災害被災地・被災者支援の現状を踏まえつつ、参加者と共に考え
ます。この成果は富山大学にとどまらず、「災害」をテーマに据えた観点から地域と共生する
大学づくりに示唆を与える住民参加型の協議の場となることを目指しました。
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以下、『地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議「災害が起きたらどうする？」報告書』
より一部抜粋して掲載。
熟議報告書「巻頭言」より
地域連携推進機構生涯学習部門長　竹内　　章
「学ぶ」ことで人間性は豊かになります。郷土の姿と歴史を知り、新しい知識に眼を開き、先人
の知恵に習う。芸術作品に触れ、体を動かすことの心地よさを感じ、自分と世界のつながりを新た
な眼でとらえる。これらのことは真に豊かな生活を創りあげることにつながります。その一方、現
代の科学技術は刻々と進歩しており、どのような職業の人でも知識と技術の不断の吸収が求められ
ています。また、資源の枯渇や環境変化をはじめとする今日の社会問題や災害軽減等の課題を解決
し、より良い社会を創造するうえでも、生涯学習で学んだ知恵の活用は欠かせないものとなってい
ます。
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門は、このような時代のニーズから、「誰でも、いつでも」
学ぶことができるように、公開講座やオープンクラスの開設を中心に大学の持つ知的な資源を地域
に開放する事業を展開しています。
さて、今回は、「災害が起きたらどうする？」と題して、大規模な自然災害についてご一緒にお
考えいただく機会として熟議を開催いたしましたところ、ご多忙のなか、お集りいただきまことに
ありがとうございました。
２０１１年３月１１日に起こった東日本大震災と一連の原子力発電所事故は、きわめて甚大な被
害を広範囲にもたらし、今なお多くの人々が困難にあえいでいます。生涯学習部門では、防災・減
災についての意識変革が汎世界的な水準で拡大し始めているこの期に、地域社会の基盤を支える役
割をもつ総合大学が果たすべき使命として、以下のような流れで地域の防災に関する取組みを行
なってまいりました。
①…芝園小学校防災教育フォーラム（２０１１．８．３０）
②…ワークショップ「災害が起きたらどうなる？」（２０１２．２．２５）
③…熟議「災害が起きたらどうする？」（２０１２．７．７）
一般市民の防災・減災に対する関心は着実に高まりを見せており、大学の保有する知的資源を活
用した取組みが一層強く求められています。そうしたニーズに応える形で 81 名もの参加者を迎え
たこの熟議は、まことに意義深いものでありました。
今回の熟議は文部科学省が主唱する大学リレー熟議の一環でもあり、富山大学とともに熟議を共
催した同省生涯学習政策局をはじめ、県内の自治体、ＮＰＯ、生涯学習関連団体の皆さまには、多
大な力添えをいただきました。心から厚く感謝申し上げます。実際に熟議に参加していただいた方々
からの「反響」については、末尾に掲載したアンケート集計結果の通りです。今後も、全国各地で、
このような取組みが質・量ともに広がり、防災・減災・復興の基礎となる地域力が醸成されていく
ことを願ってやみません。ともに手を携えて前進してまいりましょう。
－ 32 －
当日は、竹内部門長の話題提供を受け、各グループに分かれ協議をスタートしました。今回は、「地
域を考える」、「支援活動を考える」と二つのサブテーマを設け、協議を展開しました。協議内容は、
最後に各テーブルごとに２枚の紙にキーワード（単文も有り）で集約して発表しました。
－ 33 －
●参加者にアンケート調査を実施しました。
アンケート集計結果
参加者数　７３人
アンケート回答者数　５３人　（回答率　７２. ６０％）
【１】年齢と性別についておたずねします。（年齢は平成 24 年 4 月 1 日時点でご回答ください。）
　性別　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　年齢
回答者の性別についてみると、男性が 85％、女性が 15％となっており、男性の参加者が多かっ
た。また、参加者の年代をみると、10 代が８％、20 代が 11％、30 代が 10％、40 代が 13％、50 代
が 11％となっている。世代的にはほぼ均等であったと言える。
【２】本日の熟議の満足度についておたずねします。あてはまる番号に○をつけて下さい。
熟議の満足度についてみてみると、「とても満足」が 49％と最も高く、「やや満足」が 36％、「ど
ちらともいえない」が 5％、「やや不満足」が 6％、「とても不満足」が 2％、無回答が 2％であった。「と
ても満足」と「やや満足」を合計すると 85％に達しており、おおむね良好な評価が得られたと言える。
－ 34 －
【３】本日の熟議を今後の活動で活かしたいと思いますか？あてはまる番号に○をつけて下さい。
熟議を今後の活動に活かしたいかどうかについてたずねたところ、「積極的に」が 41％、「機会
があれば」が 53％となっており、一定の波及効果があったことが認められる。なお、「どう活用す
ればよいかわからない」という意見も 6％あった。
【４】本日の熟議で災害に対する関心は高まりましたか？あてはまる番号に○をつけて下さい。
熟議を体験して、災害に対する意識が高まったと思うかどうかについてたずねたところ、「思う」
が 38％と最も多く、「やや思う」が 47％、「どちらともいえない」が 9％、「あまり思わない」が 4％、
「思わない」が 2％であった。「思う」と「やや思う」を合計すると 85％に達しており、災害に注意
を向ける効果が高かったことが確認できる。
－ 35 －
【５】本日の熟議で参考になるコメントはありましたか？あてはまる番号に○をつけてください。
熟議を体験して、災害に対する理解が深まったと思うかどうかについてたずねたところ、「思う」
が 58％と最も多く、「やや思う」が 28％、「どちらともいえない」が 8％、「あまり思わない」が 2％、
無回答が 4％であった。「思う」と「やや思う」を合計すると 86％に達しており、災害についての
啓蒙効果が高かったことが確認できる。
【６】本日の熟議で災害に対するご自身の意見は変わりましたか？あてはまる番号に○をつけて下
さい。
…
熟議を体験して、災害に対する自身の意見が変わったと思うかどうかについてたずねたとこ
ろ、「思う」が 36％、「やや思う」が 38％、「どちらともいえない」が 11％、「あまり思わない」が
13％、無回答が 2％であった。「思う」と「やや思う」を合計すると 74％に達しており、災害に対
する見方をゆさぶる効果が高かったことが確認できる。
－ 36 －
【７】本日の熟議はどのようにお知りになりましたか。あてはまる番号に○をつけて下さい。
今回の熟議をどのように知ったのか、その知悉方法についてたずねたところ、「新聞記事」が 5％、
「ちらし」が 10％、「知人を通じて」が 23％、「Web サイト」が 10％、「その他」が 52％となっていた。
知人を通じて知った人が最も多く、口コミでの情報伝達に効果があったことがわかる。
●自由記述には多くの意見が寄せられました。
【８】本日の熟議でどんなことに気づきましたか？自由にお書きください。
・本日のように、災害について平常時から話し合う事や考えることが大切であることを、身を
もって感じた。これをやっている人とやっていない人はいざというときに差が出てくると思う。
・いろんな様々な年齢・立場・経験をもった人たちが話し合い、うまれ出てくる知恵の貴重さ、
受け入れる大切さを学びました。
・今（現在）の学生の状況。
・地域の人々が大学・大学生に何をしていいかがよく分かり、災害が起きたときの心構えができ
ました。
・年齢層で考えていることが違っているということが分かりました。
・大人の人は結構災害について考えてはるんだなぁ。
・一人一人の生きる力の大切さ。そこから地域の人々との協力が生まれるということ。
・情報伝達の手段でエリアメールの方法あり。地域にも広めてゆく努力をしたい。
・いろんな意見が出され、参考になった。
・東北弁の「てんでんこ」が大切だと思いました。
・様々な立場の方と対話する中で、いろんな角度からの見方を知ることができた。
・表面に出ていないことを討議してよかった。
・面白かった。
・富山県民の方々の災害意識がものすごく強い。
・いくら年齢幅が広くても、考える対策はほぼ同じ。
・大学と地域の連携が必要であると思った。
・もっと自分の住んでいる地域のことを知り、積極的に関わっていくことが大切だと感じまし
た！
・自分を守り、家族を守ることが基本であることの認識を深めました。地域住民への防災意識を
高めることが大切である。
・出席者の危機意識の高さに感心しました。日々活動で苦労されている事もよくわかりました。
・参加者の方々の防災に対する意識の高さを感じました。
－ 37 －
・付箋での熟議は興味深かった。
・町内会として活発に取り組んでいる所がある。
・町内会活動にも温度差がある。（防災、その他も含めて）
・どの地域も、共通の悩みを持っていると思いました。（危機意識の薄さ、コミュニケーション
不足等）
・活動のメインフィールド、世代での考え方のギャップを改めて自覚。
・防災意識の向上において、教育の必要性、体験学習の重要性。
・大学の地域との連携活動について、認識を新たにした。
・皆さんが高齢化に感じられていることが一緒ということ。
・熟議の重要性に気付きました。
・他の地域での防災に対する取組みの実情がわかった。
【９】本日の熟議で伝えきれなかった活動や考えはありましたら、自由にお書きください。
・災害（非日常的事象）対策のみならず、日常に起こる事象、救急車を呼ぶなど緊急時に対する
備えについても、この活動の延長上で考えたい。
・大学における地域との連携を持たせる。
・50 代位のひとが考えた防災についてのシステム ( 地域がどうこうみたいな ) を強いるのは難し
いと思う。それぞれ個々にあったシステムを考えるべきか？
・射水地域でも津波の意識が低かった。
・8月に起きてもいいように準備をする。
・大学生自身が考えている防災意識を発進（信）
・「否定しない！！強制しない！！丁寧に向き合う！！」という被災地でうまれた言葉を全国民
へ理解していただけるようにする！！
・今日のような熟議が地域（校下単位）で開催できるのか。
・現在の災害復旧活動は町内会の会長がリーダーになることになっているが、消防団団員の現状
と同じで高齢化が進んでいる。若者が参入出来るように小学生からの若い世代に防災と安全教
育を働きかけてゆく必要がある。若者の安全や防災に対する意識が高まらないと今後の災害に
対処できない。
・富山は災害の少ない県。一度中程度の災害が実際に起きれば県民の防災意識は深まる。今は無
関心の人が圧倒的に多い。
【10】熟議を受けて、今後どのようなことをやってみたいと思いましたか。自由にお書きください。
・公民館、民生委員の活動に関心をよせつづける（広報に目を通すなど）→地域を知る。
・被災地へ行く。
・災害に限らず、増税、社会保障他、タイムリーなテーマで熟議を継続したい。
・3日分の食料は備蓄しておこうかなぁ・・・
・避難指示、勧告に備え、もちろん本当にあったときに備える。サバイバル・３日間に向けての
取り組み。
・防災に対する準備を着実にやれる所から進めたいと思った。
・自分、家族の身は、自身で「てんでんこ」に実施したい。
・防災をテーマにした熟議だったが、仕事柄地域活動を行う方々をお話する機会が多いので、学
んだことを伝えていけたらいいと思う。また、個人的にも防災グッズの準備をするなど、サバ
イバルに備えたい。
・もっと医学部からの発信が必要。
・災害ボランティアへの参加と地域との関わりをもつ。
・地域の活動に参加する。
・もっと震災に関する知識を勉強したい。避難訓練に参加したい。
－ 38 －
・富山大学よりの防災関係学習会開催を考える。
・地域に帰って熟議を実施したい。
・個人の災害マニュアルを作りたい。
・自分の町内で防災組織を作る必要がある。
・町内会（校下）で防災訓練を行うよう町内会長に申し入れする。
・町内の一人暮らしの高齢者をどう避難させるかが課題である。
・自分の専門性を日常の継続的な防災に生かしていく。
・町内の防災活動で、大学の先生の講義など危機意識を向上させるようにしていきたい。
・地区に防災意識の向上をめざす。
・地域の防災組織の立上げ。
【11】その他、ご意見・ご感想などありましたら、自由にお書きください。
・「熟議」について知らない人が多いと思うので、もっと広めて継続していってください。
・今の学生には将来性がある。日本の未来をたくすことができると感じました。
・いろいろなことを学べました。
・楽しかったです。
・色んな人の考えが聞けるのは、大変に面白い。
・話し合いが活発で、初対面の人達ばかりとは思えなかったです。自身の職業の面、経験の面か
ら話して下さった方が多くて、学生の身分である私にとっては貴重な話ばかりでした。
・今回は学生と老人との対話の要素もありました。これは、老若の意見交換の視点からして成功
と思う。できれば、もっと幅広い人々との協働作業に広まればと良いと感じた。
・学生よ。大学よ。もっと地域に目を向けて下さい。
・東北で得た経験から災害対応マニュアル（？）を成果物として作ってほしい。
・地域交流がされていない。もっと高度な情報発信が必要。
・今日は誠にありがとうございました。宮城県出身なんてここの場にはほとんどおられないと思
うのですが、ぜひ皆さんへ来ていただきたいです！！そして、「もう１年たった！」ではなく、
「まだ１年しかたってない！」のです！！
・いろんな世代の人と１つのことについて協議できて、とてもいい機会になったと思います。
・小学校、中学校、高校での熟議を実施されると良いと思います。子供の頃から危機意識を持つ
事が必要と思います。
・テーマと結論が結び付いていないので大変やりにくかった。「災害時どうする」の副題がほし
かった。
・富山大学で災害時（地震、水害、風害、原子力発電事故等に分類した上で）の災害復旧支援を
含めて、復旧実行部隊運営のシステム研究をまとめてもらいたい。理論研究に終わらず（ケー
ススタディー研究を積み上げ）、大学内で、それから、中学・高校への出張授業等で実践して
いただきたい。そのことで将来的に防災意識の高い人々を養成出来、結果、本当の災害時には
対応もしっかり出来ると思う。
・大学に対しての期待と公的機関への期待がまざっていた。大学はどのようなことができるのか、
提示していただけると議論は深まったように思う。
・自分の考えにこだわり、議論の余地がない人がいて話がふくらまなかった。
・今回のように短時間の場合、置かれた状況が似た人で議論を深め、他の状況の人の発表を聞い
て気付きの機会としても良いように思う。
・早く呉羽山断層の全容を明らかにしてほしい。
・断層に生きているもの（活断層）と死んでいるものとがあるのですか。
・このような場に出てよかったです。また開いてください。
－ 39 －
熟議を振り返って
今回の熟議では、アンケート結果でもわかるように幅広い世代層、様々な職業を持つ参加者 73
名（事前申込者 82 名）が、8つのテーブルに分かれ協議を進めました。
協議の手法は、ファシリテーターを中心に模造紙、付箋紙に発言を記しながら「災害が起きたら
どうする？」というテーマで、午前から午後に渡り、協議を次の三つの内容に分けて行いました。
①自己紹介で互いを知り、個々人の考えを述べ、②互いに意見交換する場とし、情報共有する、③「富
山大学」というエッセンスを加えて再び今回のテーマを考えてみる、というものでした。最終的に
は 2つのキーワードで報告して、会場全体で協議内容（情報）を共有する企画でした。
協議は和やかに進められたグループ、積極的に意見交換されたグループ等、様々でした。各グルー
プ最終の協議では、大学への積極的な提言に到達していたグループもありました。
協議の時間も長時間でしたが、全体の 85% の参加者がほぼ満足とするアンケート結果でした。
地方国立大学が「地域と共生する大学づくり」を進めていくためには、地域も大学もお互いにコミュ
ニケーションが大切であるということは、今回の参加者の多くが感じたことでもあります。
今回の「熟議 2012…in 富山大学」の開催は、「熟議」形式も含め住民参加型の協議の場をつくるこ
とが、今後も大学開放の方向性の一つとして重要であると示唆されるものです。
おわりに
熟議 2012…in 富山大学を無事開催することができました。
「災害が起きたらどうする？」という問いかけは、日本社会に生きる私たちにとって、とても身
近なテーマになっています。3.11 東日本大震災以後、一年を経過して今なお多くの困難が未解決の
まま残されています。被災地の復興へ向けて、また、身近な地域の防災・減災について、考え続け
ていかなければなりません。今回の熟議の試みがその姿勢を維持していくための力となれば、と願
います。
実施にあたり、富山県内の自治体、生涯学習関連諸団体、いくつかの学校、ＮＰＯ団体の皆さま
からは、実に多くのご助言・ご協力をいただきました。
地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議
「災害が起きたらどうする？」報告書URL
http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/workshop201207report.pdf
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門HP内）
Ⅳ　論　　　　　集
－ 41 －
Ⅰ．はじめに
今日、日本社会は様々な課題に直面している。
「少子高齢化」の進行は、地方・都市でそれぞ
れに問題の現象形態において異なるとはいえ、
産業基盤・生活基盤の変容にともなって一段と
顕著となり、「地域再生」の課題を表面化させ
ている。とりわけ過疎化が進行する地域では「限
界集落」が増加しつつある。
グローバル化の進行は、地域の経済的基盤が
世界経済の動向に規定される傾向を一段と強め
ている。ヨーロッパや中国などの国の景気変動
は、日本の輸出産業の動向を左右している。ま
た、新興国が経済発展を遂げるにしたがい、日
本の多くの企業が海外進出をするようになり、
国内では工場閉鎖が相次ぎ、製造業の労働力市
場は縮小する傾向を強めてきている。
東日本大震災は、東北各地の被災地に多大な
被害をあたえ、今なお十分復興ができていると
は言い難い。原発事故を受け、持続可能なエネ
ルギーの開発への関心も高まってきている。
このような状況にあって、様々な地域課題の
解決を目指す、あるいは地域再生を追求する上
で、大学が重要な役割を果たすべきである、と
考える。勿論、地域課題は、行政や企業、ＮＰ
Ｏなどがそれぞれ取り組むべきものがあり、ま
た、「協同・協働」が不可欠である。とはいえ、
その中でも大学が基軸をなすべきであり、そう
した地域の課題に応えられる大学づくりが必要
とされている、ということである。中でも、「人
材育成」とう意味では、地域課題の克服を目指
「大学開放」事業の可能性を探る
―地域課題の解決を図る住民の学びに注目して―
藤　田　公仁子
( 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門副部門長 )
す人材の育成、ということが重要な課題になっ
てきている。
ところで、昨年文部科学省が打ち出した「大
学改革実行プラン」は、「地域と連携した大学」
を強く志向したものとして注目される。
大学開放に関連づけて考えるならば、被災地
の復興に関わる多様なテーマ・内容での研究・
技術開発が課題として第一に挙げられる。また、
行政や企業・住民組織・住民個人などと連携し
た政策立案・合意形成のための学習の展開、ま
た地域生涯学習ネットワークの組織化、という
ことが課題となっている。
東日本大震災についてみると、これまでの災
害救援・復旧・復興支援の取り組みが、行政は
勿論、企業やＮＰＯ・市民活動として積極的に
展開されてきたことにも注目する必要がある。
この小論では、被災地の復興や「防災・減災」
の課題を含め地域の様々な課題を念頭におきな
がら、地域生涯学習や「大学開放」という視点
を基軸として、実践的に課題を整理したいと考
える。
Ⅱ．多様な地域課題
（１）地域課題と生涯学習
今日、個人のレベルでも地域社会というレベ
ルにおいても、生涯学習が重要なものとなって
いる。社会生活を営む上で、職業に関する知識・
技能の修得や健康、育児、介護等々に関する知
識の習得などが、日常的に必要とされている。
学校教育の段階で修得したものは、急激な社会
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変容の下で陳腐化するのも速い。また、労働力
の流動化も進み、労働に関する資格取得が求め
られることも多くなり、スキルアップ・キャリ
ア形成の必要も高まってきている。
地域社会の変容は地域によって具体的な現象
が異なるものの、「少子高齢化」や「グローバ
ル化」といった全国的動向、さらに国際的な動
向と密接に関わりをもって進行している。そこ
で生じている地域課題に対して、今日では行政
の他にも企業やＮＰＯなども積極的に取り組む
ようになってきている。
こうした状況にあって、地域課題に取り組み
課題解決を図るには「人材育成」が重要な課題
となっている。その「人材育成」においても、
行政やＮＰＯなどが学習機会を提供するように
なっているのではあるが、今後は大学への期待
が高まるものと考えられる。換言すれば、大学
は地域の中でいわばセンターとしての役割をは
たすことが求められている、ということであ
る。ＣＯＣ（Center…of…Community) 機能につ
いては文部科学省においても積極的に推進され
ており、「大学開放」や「大学づくり」が地域
の生涯学習推進と関連づけて捉えられるべきで
ある、と考える。
（２）復興と防災の課題と住民の学習の課
題
東日本大震災にともなう地域の復興という課
題は、被災地の住民はもとより、広く日本の経
済発展・地域再生・生涯学習振興の課題と密接
に関連する課題として位置づけられるべきであ
る、と考える。そうした問題意識から、以下で
は被災地の状況と復興に関連する課題について
触れてみたい。
現在、被災地における復興の課題とともに、
こうした災害について記録して後世へと継承さ
せていこうとする活動が展開されている。巨大
地震・津波の実際の姿と、その地震・津波の被
害の実相について明らかにし、記録し、さらに
後世に継承していくことの重要性について確認
しておきたい。
津波による被害は、海岸付近の建築物にとど
まらず、距離的には海岸部から遠い内陸部にお
いても大きな被害を生じさせている。
高台に避難しようとしても、時間的に間に合
わなかったという人も多く、先に避難した人が、
目の前で知人・友人などが津波に飲み込まれて
いった状況を目撃している。
「防災センター」などに避難した人が、想定
以上の大きな津波に襲われて被害にあった、と
いう事例も多い。東北の太平洋側の地域では、
これまでも「チリ津波」の例などから、大きな
地震のあとには津波がくるということを知識と
して持っていた人は多い。そして、避難訓練も
実施されて、津波から身を守るために避難する
必要性を意識し、所定の避難所に避難した人も
多かった。
「釜石の奇跡」と言われている小学校の生徒
達の防災意識と避難行動についても、十分検証
することが必要である。
津波の後に残った一本松は、結局塩害で枯れ
たが、記念のモニュメントとして保存されるこ
とになった。「残すべきだ」という意見と、被
災者の心情を考えると「残すべきではない」と
いう、二つの対立した意見があった。また、内
陸部まで漁船が打ち上げられたが、そうした「被
災を象徴するもの」を保存するべきかどうかは、
大きな問題である。その意味では、災害を経験
した人々の「心のケア」が重要な課題となって
いることについて確認しておきたい。
東北地域では、地震・津波の影響で工場生産
がストップした事業所も多い。その結果、そこ
で生産された部品をもとにアメリカで生産して
いたスマートフォンが生産ストップした、とい
う事例もある。グローバル化した今日の世界経
済の実体が浮き彫りになった。
被災地域の復興という課題を考える場合、「社
会的排除」の下に捨て置かれる可能性もあるの
だが、被災地の復興を単に被災地だけの問題と
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して捉えるのではなく、全国的な課題、さらに
国際的な課題として捉えるうえでは、上述した
ようなグローバルなとらえ方も必要不可欠であ
る、と考える１）。
被災地の復興という場合、地域課題への取り
組みとして、基本的な姿勢が問われるところで
ある。今後の防災・減災という課題も見据えな
がら、と同時に、今日進行している少子化・超
高齢化、産業空洞化、等々の課題についても改
めて理解を深め、具体的な対策を講じることが
求められている。
ここで改めて復旧・復興支援活動について触
れておきたい。災害地の救援活動や、復興支援
の活動が大規模に展開されてきた。
自ら負傷したり、家族や知人を災害でうし
なったりしながらも、被災者の救援活動や復旧・
復興の活動に獅子奮迅の活躍をした社会教育職
員が多数いたことを先ず確認しておく必要があ
る２）。
公民館の果たした役割も大きいと考える。鈴
木敏正や末本誠等が指摘するように、多くの公
民館が避難施設として被災者に利用されると同
時に、多くの社会教育職員が救援活動・復旧活
動において積極的に活動してきた、ということ
ができる３）。
最近の傾向として、「他者」を思いやること
ができる人格の形成が十分できていない、とい
うことが言えるのではないか。また、「無縁社会」
と呼ばれるような、個人が孤立した状況が広範
に生じているのではないだろうか。
大震災は、一面で地域生涯学習事業の展開を
図る上で、これまでの成果を確認するとともに、
多くの課題があることを示している。
震災直後、多くの生活物資が不足した際に、
人々が整然と列をつくって配給の順番を待った
り、商店で略奪がなかったことが、海外メディ
アで報道され、大きな反響があったことが知ら
れている。これは、これまでコミュニティの中
で、他者との関係を強く意識した価値観・行動
規範が形成され再生産されてきたことを意味す
るのであり、日本の社会教育・生涯学習の特質
として再評価されるという意義をもつもので
あった。
他方で、原発事故をめぐっては、東京電力や
政府においては、これまで事故を想定した訓練
が十分なされておらず、当時の対応も問題の多
いものだった。
また、漸く本格化してきた除染作業をめぐっ
ても、「手抜き」が発覚したり、廃棄物を不法
に投棄する例や、作業員への賃金不払いなども
起きている。一部の悪徳企業の所業だと考えた
いが、公共事業にむらがる企業体質が露見した、
という面も否定できない。
東日本大震災以降、社会教育・生涯学習の課
題をめぐって様々な提言がなされている４）。こ
こで、筆者なりに次の点を指摘しておきたい。
第一に、直接的には防災・減災についての学
習が重要である。後にも触れるが、富山大学で
は「防災・減災」に関するいくつかの事業を展
開してきた。地震や津波、洪水、山崩れ、竜巻
等々の災害について正確に理解することが必要
とされている。
第二に、日常的な生活の場である地域に即し
て、地域課題・生活課題について共通の理解を
深めると同時に、そこで明らかになった課題を
克服しようとする実践を協同・協働で追求する、
ということが重要である。この生活課題・地域
課題の具体的な様相は、地域によって多少異な
るのだが、大局的にみれば、「少子高齢化」や「グ
ローバル化にともなう地域産業の再編」、等々
に起因するものとして現われてくる。
第三に、被災地域に即してみれば、地域の復
興の課題である。「復興」ということは、基盤
となる地域産業（漁業、農業、工業、商業など）
の再生であり、商店街の再生であり、個人の住
宅・住環境の再生であり、「働く場」の創出・
確保、生業の再生ということである。そうした
基盤の構築と同時に、各種のインフラの整備が
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不可欠である。ライフラインが整備されていな
ければ、十分に産業の再生はなされない。さら
に、「コミュニティ」の再生が必要となる。単
に人が物理的に住むだけでは、住民どおしの交
流は生まれてこない。歴史的経過の中で、変容
しながらも再生産されてこそ、「コミュニティ」
が機能するのである。その意味では、「仮設住宅」
で生活を始めた人々が、以前の「地域社会」か
ら切り離されて新たに「強制された環境」にあっ
て新たに「地域社会」を構築できなかったとこ
ろ、十分できていないところと、不都合さを少
しでも克服しようとあらたな条件下で「人間関
係」を構築しているところに分化していること
は興味深い。「仮設住宅」から復興した新たな
生活条件の地域で「人間関係」をいかに構築し
ていくのか、ということが大きな課題となって
いる。
「防災・減災」に関連して、災害時に自立的
な生活を３日間維持することが大事だ、といわ
れている。交通が遮断され、ライフラインが切
断された状況が広範に生じた場合、電気・水・
食糧・燃料などの救援が行き届かない場合が多
い。そうした状況にあっても、３日間耐えるこ
とができれば救援の手が届く可能性が高い、と
いうことである。勿論、地理的条件や通信の回
復状況などで異なってくるのだが。岩手県のあ
る地区では、住民が１ヶ月、住民どおし協力し
あって自立的な生活を行っていた。各人、米や
缶詰などの保存食などを供出しあい、共同炊事
をし、共同生活を営んだのである。結果的には、
空からの救援も陸からの救援も、海からの救援
も一ヶ月受けられなかったのだが、見事危機的
状況を乗り切ったのである。この事例から、地
域の住民どおしの協同が重要なものであるこ
と、そこにまた地域社会教育・生涯学習の課題
と展望があることを改めて気づかされる。
Ⅲ．大学における防災の課題への
取り組み
（１）「東日本大震災」を契機としたネット
ワークの形成
被災者の救援・復旧・復興の活動では、全国
的な災害救援を行うＮＰＯの活動が、東日本大
震災でも積極的に展開された。行政だけでは対
応しきれないため、様々な場面で様々な情報の
発信・共有がなされ、きめ細かな救援・復旧支
援、そして復興支援の活動が展開された。
富山県には、東日本大震災の被災者が多数避
難してきた。それらの人々に対する救援活動と
して、筆者も関わったのだが、「とやま３１１
ネット」という組織が展開した救援活動の事例
を簡単に紹介しておきたい。
周知のように、「東日本大震災」の 2011 年３
月以降、福島県から多くの人々が他県に避難し
た。とりわけ福島県に隣接した新潟県や山形県
に避難した人が多かったが、富山県にも多くの
方が避難してきた。
そうした避難者の生活を支援する活動を行う
ため、富山大学も参加して「とやま３１１ネッ
ト」という、地域ネットワークが形成された。
これは、企業や行政・ＮＰＯなど、60 を越え
る団体・組織が加盟して結成されたものである。
避難者には、住宅の確保から調度類・各種電
器製品、さらに食料品・衣類など、日常の生活
を営むための多くの生活物資を整える必要が
あった。被災者支援の訴えに対して、富山市内
はもとより富山全県から多くの物資・金銭など
が寄せられた。
こうした経験の蓄積もあって、「防災・減災」
について地域の状況に即して具体的に考え、地
域の自然状況（地震や津波、洪水の可能性など）
について正しく理解する必要がある、という認
識が深められた。実際に災害が発生した場合を
想定して、事前に災害による被害を最小限にす
るための努力をすることが必要とされているの
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だが、さらに、災害時に、高齢者や障がい者な
どの社会的弱者の避難をサポートする体制づく
りなど、様々な課題がある。しかし、必ずしも
十分住民や行政・企業・ＮＰＯ等の間で共通の
理解がなされ、対策が練られているとは言い難
い。
こうした課題について住民一人ひとりが「学
習する」ことが重要で、大学としても公開講座
や講演会、フォーラム、といった事業として「学
習機会」を提供することが必要とされている。
同時に、他の行政部門や企業、ＮＰＯ等々と連
携して課題解決に向けて努力していく必要があ
る。
（２）「防災・減災」に向けた取り組み
富山大学では、平成 23 年 8 月 30 日に、富山
市立芝園小学校で「防災教育フォーラム」を開
催した。防災について児童生徒や地域住民の理
解を深めていく上で、学校を拠点とした「防災
教育事業」を行うことが重要である、と考えた
からである。
このフォーラムでは、最初に地震発生のメカ
ニズムに関する講演がなされ、ついで防災マ
ニュアルをすでに用意している学校の例が報告
され、その後会場となった芝園小学校に即した
「防災マニュアル」について討論を行った。
平成 24 年２月 25 日には、一般市民を対象と
したワークショップ「災害が起きたらどうす
る？」を開催した。最初に、被災地で救援活動
を行ってきたＮＰＯ代表による講演がなされ、
その後①災害発生時の対応、②避難所到達まで
のシミュレーション、という２つのテーマで討
論を行った。討論の中で、実際に災害が発生し
た場合、どのような経路で避難すべきか、どこ
に避難所があるのか、行政はどんな対策を講じ
ているのか、といったことが殆ど理解できてい
ない、という状況が明らかになった。
富山大学では、このような「防災」をテーマ
とした事業を「大学開放」の事業の一環として
実施し、その中で学校・行政・ＮＰＯ等との連
携を追求してきた。このような他団体・組織・
個人などとの幅広い「協働・協同」を追求する
ことで、いわば地域ネットワークの基盤を形成
してきた、といえる。
平成 24 年７月７日に、「防災」をテーマとし
て「熟議」が開催された５）。「熟議」では、グルー
プでの討議に先立ち、富山県を走る呉羽山断層
について話題提供がなされた。熟議は、８つの
グループに分かれて行われ、各グループにファ
シリテーター１名を配置し、参加者の討議が活
発に行われた。
Ⅳ．「大学開放」をとりまく最近
の動向
（１）「大学改革実行プラン」６）のめざす
もの
地域社会の中で大学が積極的に様々な役割を
果たすことが期待されている。以下では、文部
科学省が政策的に打ち出している「大学改革実
行プラン」について確認しておきたい。
「大学改革実行プラン」は、２つの柱と、８
つの基本的な方向性から構成されている。
第一の柱は、「激しく変化する社会における
大学の機能の再構築」であり、次の４項目が挙
げられている。
１．大学教育の質的転換、大学入試改革
２．グローバル化に対応した人材育成
３．地域再生の核となる大学づくり（COC…
＝ Center…of…Community）構想の推進
４．研究力強化（世界的な研究成果とイノ
ベーションの創出）
このように、大学の教育や研究機能を重視し
た「改革」が諮られているのであり、同時に「地
域再生の核」となる大学像をしめしている。こ
うした「大学像」は全ての大学において均質の
ものとして設定されているとは思えないが、地
方国立大学の場合、「地域再生の核となる」と
いうことを積極的に捉えることが重要である、
と考える。
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第二の柱は、こうした課題に対処するための
「大学のガバナンスの充実・強化」であり、以
下の４項目が挙げられている。
５．国立大学改革
６．大学改革を促すシステム・基盤整備
７．財政基盤の確立とメリハリある資金配分
の実施
８．大学の質保証の徹底推進
このように、大学の運営のあり方・方向性に
ついて「指針」がしめされていることが注目さ
れる。
ここで、「地域再生」という課題と関わって、
住民の学習活動について考えてみたい。学習者
が学習機会のあり方（学習プログラムの開発や
学習方法の開発など）を追究する上で、学習者
自身が企画段階から積極的に参画することが重
要になってくる、と考える。住民の学習要求が
多様化する中で、それに対応することで多様な
学習機会を提供することが可能となる。
地域課題・生活課題が深刻化するなかで、財
政事情が悪化し人員削減も進み行政が十分対応
しきれない可能性があるが故に、企業やＮＰＯ、
住民諸組織、さらに住民個人が課題解決に参画
する必要性が高まってきている。
高齢化社会における生涯学習の役割と課題に
ついて若干検討しておきたい。住民の高齢者が
次第に高学歴化することで、従来公民館や民間
教育産業が提供する学習機会とは異なる、より
専門性・学術性の高い学習機会への志向が強ま
る傾向が予想される。その場合、学習の機会を
提供する機関として、高等教育機関への期待が
高まるものと考えられる。これまでも、公開講
座への参加や「オープンクラス」に参加する人々
の中で高齢者のしめる割合は比較的高く、さら
に修士課程や博士課程の大学院に進学する高齢
者も増加してきている。こうした状況を考える
と、今後高齢者の中で時間的・経済的余裕のあ
る人の中で大学で学習したいとする人は増加し
ていくものと考えられる。その場合、自己の興
味関心にもとづき、教養を中心に重点を置く場
合から資格取得・キャリア形成を目指すものま
で、多様な学習目標が設定されるものと考えら
れる。
ここで、現在の社会状況で求められる人材像・
目指すべき新しい大学像について触れておきた
い。
社会の変化の激しい今日、個人は生涯にわ
たって学び続ける必要がある。学習活動を積み
重ね、主体的に考え、行動できる人間となる、
ということである。「社会の動きに流される客
体」ではなく、自ら学習活動を追求する「主体」
となる、ということである。
グローバル化が進行している現代社会では、
国際社会で活躍する人間が求められている。あ
るいは、地域において労働・生産・生活するに
しても、世界と地域を密接に関連づけて課題を
捉え、活躍できる人間になる、ということであ
る。また、イノベーションを創出することので
きる人間となることが必要とされている。ま
た、国際社会において活躍できる人間となるた
めには、異なる言語を修得すると同時に、異な
る世代と積極的に交流し、立場の異なる人々と
コミュニケーションできる人間になることが求
められている、ということができよう。
（２）地域課題の解決を図る人材の育成
生涯学習について考える場合、個人の自己実
現という側面から接近するならば、その主要な
学習テーマ・内容は、「自己完結的な自己」に
収斂する傾向が強いものとなる７）。即ち、個人
の興味関心（趣味・教養など）への収斂である。
しかし、多くの個人は、様々な条件の下で社会
と関わりを持っている。企業や行政などで職業
人として労働し、家族という人間関係をもち、
生活を営んでいる。そうした労働・生産・生活
過程に規定されて、職業上必要とされる知識や
技能の修得などが個人の内発的な学習要求の発
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現として、あるいは多分に「社会的な強制力」
の作用を受けた形で学習活動を追求している。
即ち、「社会的存在としての自己」として生活
を営む中で、「他者」や「社会」との関わりを
前提として自己の必要とされる知識・技能の修
得を内面化することで、「主体的に学ぶ」ので
ある。こうした学習活動は、優れて実践的な課
題・内容となった学習活動としての性格が強い。
勿論、基礎・基本を重視した学習内容になった
り、本質的なものに迫る学習として展開される
こともあり得る。
社会教育法では、個人の学習を社会的に推進
する立場から、行政が積極的に条件整備するこ
とが図られている。社会教育施設として、公民
館・図書館・博物館等が整備され、多様な事業
展開をはかることも想定されている。
また、個人の学習ニーズに基づいた学習で
あっても、他者との「共同学習」が重要な意義
をもつものとして位置づけられている。
個人から離れて、教育政策を推進する立場か
ら社会教育・生涯学習について考えてみること
も必要である。その場合、個人の学習活動の内
容を本人の意向を無視して他者・行政が方向づ
けたり、価値観を強制するものであってはなら
ないのだが、客観的に社会の中で必要とされる
学習課題について学習活動を活発化することを
図る、といったことが追求されるべきである。
換言すれば、多くの個人に共通するニーズ（個
人の中で意識化されていない場合もあるのだ
が）に基礎をおいて、学習活動の発展をはかる、
住民の学習活動をサポートする、ということが
必要とされる。さらに、政策的に捉えるならば、
住民に共通した地域課題の解決を志向する人材
を育成する、ということが重要になってくる、
ということである。
地域において、「地域再生」をはかる様々な
課題があり、そうした課題解決に向けた活動を
する人々の育成、とりわけリーダーの育成を行
うことが求められている。介護や健康保持など
の個人的な生活課題を考えても、あるいは防災
や産業の活性化などの地域課題を考えても、個
人の学習を基礎とし地域課題を自己に内面化し
て捉える学習が必要とされてくる。そして、学
習とともに課題解決に向けた実践が必要とされ
てくるのである。
定年退職後、それまで職場での生活に重点を
おいていたため家庭や地域での「居場所」を十
分確保することができない、という人も少なく
ない。その意味では、退職後の生活の営みのあ
り方について、積極的に「自己実現」をはかる
学習機会の提供や学習のサポートをはかること
が、地域生涯学習の課題の一つとなっている。
同時に、「社会参加」を目指すことも不可欠な
視点であるということができる。
さらに、退職後にこだわらず、在職中から定
年後をみすえて現役世代に対する地域での生活
を創造できるように学習をサポートすることも
課題として設定される必要がある。
今後、若年層の労働力人口の減少が予想され
る中で、高齢者の積極的な就労や「社会参加」
をはかることが不可欠になっている。それは個
人にとっても、地域社会にとっても、日本社会
全体にとっても、である。退職後あるいは退職
を控えた世代に対して、キャリア形成をはかる
ことも重要な課題として位置付けられなければ
ならない。その具体的な学習プログラムとして、
職業人として蓄積した知識・技能・経験をいか
して追求し得る有用労働を、行政や企業・ＮＰ
Ｏなどと連携して新たに探究することが求めら
れている。
この間、様々な領域で起業がはかられてきた。
女性の起業家を育成しようとする事業も、積極
的に展開されてきた、ということができる。
このように考えると、地域の中で大学開放へ
の期待、すなわち大学が持つ資源を有効に活用
したいという期待が今後次第に高まるものと考
えられるのであり、資源を活用できる仕組みづ
くりが必要とされている、ということができよ
－ 48 －
う。
（３）防災・減災・復興を図る課題と「大
学開放」
地域の実情に即して、防災・減災の課題が具
体的に設定されなければならない。先に、富山
大学における「熟議」の取り組みを紹介したが、
この「熟議」の中でも防災・減災についての様々
な学習課題があることが明らかになっている。
人間の平均余命は 80 歳以上になってきて、様々
な情報も社会的に共有されるようになってきて
はいるものの、100 年や 1000 年といった長い
タイムスパンで考えた場合、巨大な地震や津波・
大洪水・山崩れといった災害の教訓は、必ずし
も正確に継承されているわけではない。また、
地球温暖化の影響で災害が起きやすい条件が強
まっていることも否定できない。そうした状況
におかれていることをふまえて、日頃から災害
について学習することが必要とされているので
あり、防災・減災の手だてを具体的に措置して
おくことが求められる。
復興という課題は、社会的に排除されようと
している東北地域の住民の支援ということにと
どまるものではない。日本社会全体として直面
している、新しい産業構造の構築、技術開発、
地域づくり等を総合的に追求していく課題とし
て考えられなければならない。それは、持続可
能なエネルギーの開発や地域社会の「持続的な
発展」、「防災・減災」を志向した学校教育や社
会教育・生涯学習プログラムの開発と実践等を
含むものでなければならない８）。また、地域で
の共通認識の形成に基礎づけられた実践を展開
する、ネットワークの組織化を前提としている。
こうした課題に対して、行政や企業・ＮＰＯ
などの果たすべき役割も大きいのだが、大学へ
の期待は非常に大きい、と考える。様々な研究
課題の探求において、また、研究成果の公開＝
学習機会の提供という意味において、さらに
ネットワークの中軸を担うという意味におい
て、である８）。
Ⅴ．結び
これまで「大学開放」の事業は、研究・教育
を含め多様な内容・形態で展開されてきた。「公
開講座」や「オープンクラス」といった住民へ
の「学習機会の提供」や、社会教育専門職員に
対する研修等の事業を実施してきた。さらに、
地域生涯学習の推進を図り、ネットワークの形
成や生涯学習プログラムの開発を探求してき
た。
こうした事業展開の基本には、地域課題や住
民の生活課題の解決を図る住民の「学びを育む」
ということが据えられていた。「少子高齢化」
や「グローバル化」にともなう様々な地域課題・
生活課題の解決をめざそうとする「人材の育成」
が図られてきた、ということである。
東日本大震災の被害を受けた地域では、一定
の復興を達成しつつある地域も存在するが、未
だに十分復興できていない地域も多い。その意
味では、「復興が主要な地域課題となっている」、
ということである。そして、そうした地域にお
いて「地域再生」を図る上で、大学の果たすべ
き役割は非常に大きなものになっている、とい
うことである。
＜注＞
１）「社会的排除」については、多くの著書・論文
がある。「大学開放」を視野に入れたものとして、
藤田昇治「生涯学習と社会参加」（『弘前大学生涯
学習教育研究センター年報』、第 13 号、2010 年）
がある。
２）鈴木敏正「3・11 後の『社会教育としての生涯
学習』」（鈴木敏正『持続可能で包容的な社会教育
のために』、終章、北樹出版、2012 年）を参照。
３）前出鈴木敏正「3・11 後の『社会教育としての
生涯学習』」や、末本誠「３・11 後の学習社会ー
実践と研究の展望」（石井山竜平編『東日本大震
災と社会教育　3・11 にむきあう学習を拓く』.、
国土社、2012 年 ) を参照されたい。
４）同前。
５）富山大学で実施した「熟議」については、富山
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大学地域連携推進機構生涯学習部門としてとりま
とめた報告書『地域と共生する大学づくりのため
の全国縦断熟議　熟議 2012… in 富山大学　災害が
起きたらどうする？』（2012 年）を参照されたい。
６）文部科学省は、大学改革の必要性についてホー
ムページで以下のように述べている。少々長いが、
紹介しておきたい。
　　「現在、日本は少子高齢化の進行や地域コミュ
ニティの衰退、グローバル化によるボーダレス化、
新興国の台頭による競争激化、といった急激な社
会の変化や、東日本大震災という国難に直面して
います。そのような状況において、社会の変革を
担う人材育成、知的基盤の形成やイノベーション
の創出など、『知の拠点』として、大学が、この
国の発展に果たすべき役割は極めて大きく、かつ、
多様です。そして、現下の日本の状況下において
は、大学改革は待ったなしの状況であり、実行が
求められています。
　　そのため、日本が直面する課題や将来想定され
る状況をもとに、目指すべき社会、求められる人
材像・目指すべき新しい大学像を念頭におきなが
ら、大学改革の方向性を『大学改革実行プラン』
としてまとめた。
　　この『大学改革実行プラン』により、大学の
持っている本来の役割を社会全体に認めてもらえ
るよう、精力的に大学改革に取り組んでいきます」
と述べている。このような現状認識は、筆者も基
本的に共有している。問われているのは、「改革」
の内実である。
７）「自己完結的な自己」については、藤田昇治「生
涯学習と社会参加」を参照されたい。また、拙稿「今
日的な大学の役割と地域生涯学習の方向性ー持続
的な発展を目指してー」（『富山大学地域連携推進
機構生涯学習部門　年報』、第 13 巻、2011 年）を
参照のこと。
８）地域の「持続的発展」を目指す課題と「地域生
涯学習」、さらに「大学開放」の在り方について、
筆者は別の機会に触れている。前出の拙稿「今日
的な大学の役割と地域生涯学習の方向性ー持続的
な発展を目指してー」を参照。
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公開講座をめぐっての主な変更内容を列挙すると、次の６点になる。
①…所定の時期に年間全ての公開講座実施計画を把握し、マネジメントを行う。
②…公開講座のジャンルを教養・語学・体験の３つに分ける。
③…各講座ごとにおかれていた実施責任者を本学教員に限定する。
④…無料の公開講座は実施しない。
⑤…原則として本学の教員が公開講座講師を担当し、富山県外在住の学外講師は認めない。
⑥…公開講座で使用する材料・教材費は原則として受講者の負担とする。
ここに示した変更点には、事務処理上の合理化・適正化にとどまらず、実施経費上の問題解決、
すなわち「赤字」への対処が含まれている。本学公開講座は受講生が納める受講料から収入を得て
いる。ところが、その受講料収入を大きく超える支出があることが問題となっている。受講料収入
（Ａ）から講師謝金並びに時間外労働手当、交通費、実施経費、広告・通信費、その他経費の合計額（Ｂ）
を差し引いた額（Ａ－Ｂ）がマイナスになれば赤字ということになる。この計算法によると、2011
年度の公開講座は全体として 1,000 万円を超える赤字を出している。
長期経済不況に陥った日本において、大学公開講座の大幅な「赤字」は無視することのできない
問題となっている。本学では、その対処として⑴県外からの講師採用を控えること、⑵実施経費の
点検と節約、⑶講座で必要となる材料・教材費への受益者負担原則の適用、⑷高額な実施経費が必
要な一部講座の休止、⑸広告・通信費の削減、⑹受講料の増額、などが考案され、一部を除き変更・
改善がなされているところである。
１．大学改革の中の公開講座
そもそも公開講座とはどのような意義をもつものなのか。大学は「象牙の塔」などといわれ、長
い間その敷居の高さ、近よりがたさを特徴としてきた。ただ、「象牙の塔」からの脱皮については、
すでに明治期からの自覚的な拡張運動の展開もあり、今日にあってはすでにそれが当たり前の姿に
なってきている。現代におけるその多種多様な「脱皮」の試み全体はここで詳論することはできな
い。それらのなかでも公開講座は、有力な大学改革の方法の一つと目され、多くの大学で実施され
るようになってきたものである。
地域社会に開かれた、生涯学習基盤の豊かな大学とはどのような姿をとるのか、それはいかにし
公開講座―変更された諸点について
仲　嶺　政　光
（地域連携推進機構生涯学習部門准教授）
　富山大学では、公開講座をめぐり、いくつかの変更がなされることになった。その変更内容を確
認するとともに、公開講座の今後の展望について考えてみたい。
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て可能なのだろうか。これらはまさに現在模索の途上にある理念的課題である。しかし、財政的な
課題が明らかとなった今、あらためて「開かれた大学」における公開講座の意義を明解化する必要
があるだろう。
１）高等教育をすべての人々へ
言うまでもなく、公開講座は市民一般の生涯学習需要にこたえようとする事業である。現在の若
者は年令人口の半数以上が大学・短大に進学する時代を迎えているが、諸事情により高等教育への
進学を断念せざるをえなかった人々を含む世代も分厚く存在する。地域に根ざした大学は、こうし
た人々の学習要求にできるだけひろくこたえていく必要がある。
このような、いわば学習履歴の世代的不平等の解消という点に加えて、生涯学習が現代社会に生
きるあらゆる世代にとって重要な営みとなっている点も忘れてはならない。「自己アイデンティティ
は、一人の人間の行為システムが継続している結果として与えられるものではなく、むしろ、人間
の再帰的な活動のなかでつねに作られ
0 0 0 0 0 0
、維持されなくてはならないものなの
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
である」（傍点引用
者）1）。
すなわち高等教育は、若い世代を育てるとともに、広く公開講座を通じ一般市民に知の開放を展
開していくことがより一層求められているのである。
２）多様な世代の「学生」を擁する大学の可能性
このことを少し別の観点から考えてみよう。日本の大学の課題の一つに、学生世代の壁をどう打
ち破るのか、ということがある。本来、学問研究は若い世代のみのものではないはずである。すな
わち、20 歳前後に限定されない、幅広い世代からなる学生集団というものが想定され、社会人の
往来せわしい日常が「当たり前」の大学になるということが一つの課題となっている。
少子高齢化という慢性的教育人口問題はすでに多くの大学経営の危機として露呈しつつある。
ターゲットとなる学生が世代的に広がりをみせることで経営上の利点を獲得するだけでなく、社会
経験を積んだ学生が大学カリキュラムに積極的に参加することの学風形成上のメリットは計り知れ
ないものだろう（これは本学オープン・クラス（公開授業）を実施する中で確認された事実でもある）。
おおむね、社会人受講生は大学教育にきわめて前向きであり、より高次のステップを追究する勤勉
な存在である。大学が開かれることによる活性化は大いに期待されるところである。
もっとも、開かれた大学を目指すにあたっては、入念な長期的戦略と展望が不可欠である。「社
会人」はそれぞれに多様な背景があり、現存の入試制度やカリキュラムにそのまま適合するわけで
はない。なかでも日本の高額すぎる学費の個人負担 2）や学卒メリットの不透明さは最大のネックと
いってよいだろう。社会人の大学参加は、単に空席に人を配置すれば実現できるという類のもので
はないのである。
そのようなことから、開かれた大学への過渡期におかれた現代においては、大学教育の一部を社
会人に向けて開放する諸事業を展開し、一定の往来を実現させ続けることにひとまず意義があるこ
とを認めなければならない。もちろん、その方法は、誰にでも参加しやすい公開講座・公開授業の
取り組みによってこそ可能であると考える。
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２．「幅広い大学開放」と「赤字」のはざまにあって
１）「赤字」の意味
上述のような大学開放の理念的価値は大いに尊重されるべきだと考える。とはいうものの、公開
講座のほとんどは「赤字」であり、「黒字」講座はほんの少数に限られる。そのため、開かれた大
学を目指し公開講座を数多く開設することが求められながらも、それを追究すると「赤字」が増える、
という矛盾した状況に陥ってしまう。いま、経費上の「赤字」をどう考え、どう対処すればよいの
だろうか。ここで、文部科学省の調査（『公開講座の実施が大学経営に及ぼす効果に関する調査研究』
2011 年、p.72）を参考にして考えてみたい。
表１　大学の公開講座の利益創出段階
レベル 概　　　　　　　要
4 ・ 収入と総経費を比較して黒字
3 ・ 収入と「変動経費＋人件費」を比較して黒字・ 上記経費に、教室使用料、水道光熱費、保守・修繕、減価償却費、施設費等を含めると赤字
2 ・ 収入と変動経費を比較して黒字・ 上記に人件費を含めると赤字
1 ・ 収入と変動経費を比較して赤字
※一般的に、広告費等は、変動費ではなく固定費として扱われるが、ここでは講師謝金等の各講座運営費と
広告費や外部委託費など公開講座運営全般にかかる経費を含めて「変動経費」とする。
表１中「変動経費」は「講師謝金等の講座運営費と広告費や外部委託費など」をさしている。既
に述べたように、この観点からは本学はレベル１に該当する。
変動経費を収入が上回ればレベル２に到達する。この基準に対し、調査報告書は「レベル２を目
指した公開講座の運営ポイント」（p.74）「レベル３を目指した運営方法」（p.96）を提唱している。
しかし次のようにも述べている点に注意したい。
「多くの大学は、１レベルに留まっていることが多い。［調査対象 10 校は］各校ともレベ
ル２以上に達している……公開講座の収支が、大学全体に占める割合を見ておく。公開講座
の収入・支出が、大学全体の収入・支出に占める割合はとても低く、活発な活動を行ってい
る今回のケーススタディー事例をみても１％に満たない。逆に考えれば、公開講座は、大学
全体の支出の１％にも満たない投資で、千人単位の地域の多くの人に直接大学を知ってもら
うことができるといえる。財務面からみても、地域への広報効果、ネットワーク創出効果に
対する費用対効果は大きいといえる。」（pp.72-73）
ここで重要なのは、⑴公開講座の「赤字」が一般的であるという判断がなされるとともに、⑵大
学全体の収支に占める割合が「とても低く」、その割に「大学を知ってもらう」「ネットワーク創出
効果」などの付加価値を達成している事実が指摘されている点である。
先に述べた社会人入学の拡大を見込んだ長期的戦略・展望という観点からすれば、公開講座は、
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大学という存在を将来において維持するために不可欠の事業である。様々な対応策を講じることで
経費上の赤字を極力おさえつつも、公開講座への支出が将来に向けての投資的性格を持っているこ
とに留意すべきである。
２）公開講座はサービスなのか？
ところで、文科省がここまで徹底的に「赤字」解消・黒字路線を目指した収支決算法とレベル分
けをするのは公開講座をサービスとして理解する立場から導かれるものであり、従って支出の範囲
解釈も人件費や光熱水費・施設設備費にまで及んでくる。だが、その発想は大学開放の理念にとっ
て正しいものなのだろうか。牧野篤は次のように述べている。
「知的なものの探求や教育・学習という営みは、知識を提供するにとどまらず、その知識
を得ることにおける自分の変化を組み込んでおり、そうであるが故に、事前に評価できるも
のではなく、プライス・レスであるべき営みであったはずである。それは、つまり、大学と
いう場においては、知的な探求を行う研究者にはその探求の自由を保障する高度な自治と物
質的基盤が提供されるべきであり、かつその成果の還元においては、教育権・学習権という
基本的な人権からの要請だけではなく、人間の本質的な存在のあり方からの要請として、無
限に無償に近い形の場が保障されなければならないということである。」3）
３．できるだけ受講しやすい条件を 　　 大学知識の特性
公開講座の赤字問題を単純化して考えると、かかる経費に見合った受講料設定を施せばすぐにで
も解決するものである。だが、そのような対応策には限界がある。表２に示したのは、2013 年 3 月
時点での富山大学の公開講座受講料の料金表である。
表２　公開講座受講料
時　　　間 受　講　料
5 時間以下 5,300 円
5 時間超え～ 10 時間以下 6,300 円
10 時間超え～ 15 時間以下 7,300 円
15 時間超え～ 20 時間以下 8,300 円
20 時間超え～ 25 時間以下 9,300 円
25 時間超え～ 30 時間以下 10,300 円
30 時間超え～ 35 時間以下 11,300 円
35 時間超え～ 40 時間以下 12,300 円
40 時間超え～ 45 時間以下 13,300 円
45 時間超え～ 50 時間以下 14,300 円
50 時間超え～ 55 時間以下 15,300 円
55 時間超え～ 60 時間以下 16,300 円
60 時間超え～ 65 時間以下 17,300 円
以下５時間ごとに 1,000 円を加えた額とする。
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この料金表は大学の知を開放するのにふさわしい金額を示しているのかどうか、ここでは明確に
できない。ただ、これだけの金額を公開講座に支払うことができる人々に受講者が限定されている
現実があることは否めない。赤字解消を目的とした受講料の「値上げ」は極力避けるべきであろう
し、まず先に現行の受講料設定が正しいものかどうかの再検討をおこなっていくことが優先される
べきことだろう。
もともと、学習行為というものは、娯楽・遊興的行為とは違って長時間の知的な模索や訓練をお
こなう中で「苦痛」すら伴うものであり、誰もが好んで参加する性格のものではない。とりわけ高
等教育段階においては、⑴カリキュラムの制約が初等・中等教育と比較して少なく、その系統性の
維持に自由度があること、⑵知識の習得過程よりも知識創造の過程が重視される点に、それぞれ固
有の特性がある。学卒後においてなお「教育・研究」の世界に臨む人々の中には、それ相当の理由
があるものとみることができる。
高等教育段階における教育・研究過程に難解なイメージが強くあることは否めない。ただ、それ
が大学の持つ本質であることも現実である。したがって、大学知識の開放にあたっては、ときには
身近さや親しみのあるフレーズを用いた広報戦略をとるとともに、場合によっては実学的側面を前
面に押し出すという工夫が必要になることもあろう。
特に大学にしか存在しない（他の学習機関で代替できない）ような、最も大学らしい知識領域を
公開するにあたっては、より一層参加のための負担を軽減する努力が求められる。ところが、現行
の受講料設定はかなり高額の部類に入る。他大学では法人化にあわせて無料化・減額化する動きも
少なからず存在したと言われる。公開講座に容易にアクセスできるような受講料設定が求められて
いる。
注記
１）Ａ．ギデンズ［秋吉美都・安藤太郎・筒井淳也訳］『モダニティと自己アイデンティティ』ハーベスト社、
2005 年、p.57。
２）なくそう！子どもの貧困全国ネットワーク編『大震災と子どもの貧困白書』かもがわ出版、2012 年、
pp.316-317。
３）牧野篤『シニア世代の学びと社会』勁草書房、2009 年、pp.182-183。
Ⅴ　生涯学習推進懇話会報告
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平成 24 年度富山大学生涯学習推進懇話会
日時　平成 25 年 2 月 14 日（木）10:30 ～ 12:00
場所　富山大学事務局 5F大会議室
主催　富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
趣旨　富山大学生涯学習推進懇話会要項に基づき、学外有識者から意見を聴き、多様
化・高度化する学習状況や地域のニーズに対応した効果的な学習事業を提供し、
生涯学習事業をより円滑に推進するとともに、その実施状況について評価を受
けるため開催する。
出席者
委　員
　平野　富佐　（富山県教育委員会　生涯学習・文化財室長）
　加藤　敏久　（富山県民生涯学習カレッジ学長）
　荻原　宗一　（日本放送協会富山放送局　副局長）
　島田　芳一　（富山市市民学習センター所長）
　和田　　悟　（北日本放送株式会社　常務取締役・放送本部長）
　蒲地　　誠　（株式会社北日本新聞社　編集局次長）
　松井　　均　（富山県立小杉高等学校　教頭）
富山大学
　遠藤　俊郎　（富山大学長）
　丹羽　　昇　（理事・副学長　地域連携推進機構長）
　竹内　　章　（地域連携推進機構　生涯学習部門長）
　藤田公仁子　（地域連携推進機構　生涯学習部門　副部門長）
　仲嶺　政光　（地域連携推進機構　生涯学習部門　准教授）
　渡邊　弘樹　（研究振興部長）
　近藤　達也　（研究振興部　社会貢献グループ長）
　新木　裕一　（研究振興部　社会貢献グループ地域連携チーム　主査）
　藤井　秀春　（研究振興部　社会貢献グループ地域連携チーム　主任）
　平野美沙希　（研究振興部　社会貢献グループ地域連携チーム）
　坊田　康平　（研究振興部　社会貢献グループ地域連携チーム）
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１．開会の辞
　富山大学地域連携推進機構竹内生涯学習部門長より、以下のあいさつがあった。
　厳しい経済状況が続く中、世の中全般に安全・安心が求められている。大学もその変化に合わせ
て変わらざるを得ない。そのような中、富山大学の生涯学習部門の活動を報告し、皆さまから忌た
んのないご意見をいただくために、この会を設けている。
　地域連携推進機構全体の運営については、2012 年 10 月に運営委員会ができるなど、運営の仕方
が変わってきている。生涯学習部門のうち公開講座については、大学の監査グループの方から赤字
が指摘され、見直しを行った結果、来年度から受益者負担の原則の徹底、広報にかかる経費の縮減
など、少し改善する形で事業を進めていくことになっている。本懇話会の名称もこれまでの富山大
学大学開放推進懇話会から、富山大学生涯学習推進懇話会と改称した。
　生涯学習の活動を今後もより一層発展させていく方向で、委員の皆さんのご助言をいただければ
と思う。
２．学長あいさつ
　遠藤学長より、以下のあいさつがあった。
　生涯学習の在り方、求められているものが今変わってきている。今までのように、公開講座とし
て広く県民に学習の場を提供していけばいいという時代ではなくなってきている。生涯教育と一言
で言っても、熟年以上の方々への学びの機会を提供するとともに、より若い方が職業転換を実現す
るための知識の提供、あるいは高大連携として高校生へ学びの場を提供していく役割もある。
　文部科学省からも今、地域再生の核となる大学のCOC（Center…of…Community）としての役割が
求められ、大学の存在意義はどこにあるのか、地域と連携して何を生み出すのかが問われている。
　本日は委員の皆さま方から、大学が持つ知の財源をどのように社会に出していくのかについてご
意見を頂戴し、真の意味で充実した生涯学習を実現するために、多様な意見を交換したいと思って
いる。
３．出席者の紹介・資料確認
４．座長選出
　富山県民生涯学習カレッジ学長の加藤委員が座長に選出され、あいさつがあった。
５．議題
(1) 平成 24 年度生涯学習部門事業・活動報告について
(2) 富山大学生涯学習の在り方についての平成 24 年度評価と提言について
(3) その他
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　竹内生涯学習部門長より、平成 24 年度の生涯学習部門の活動報告があり、公開講座やオープン・
クラスの講座数、受講者数、講座科目の説明と、受講生を対象に交流の場として設けられた「オー
プンサロン」の説明があった。
　また仲嶺准教授より、公開講座、オープン・クラスの受講生アンケートの結果と自由記述につい
て報告があった。
　続いて、松井小杉高校教頭から「高大連携講座」の報告があった後、再び竹内生涯学習部門長よ
り、富山大学が実施した「富山駅前サテライト公開講座」、富山大学・金沢大学・福井大学・北陸
先端科学技術大学院大学が開催した「北陸 4大学連携まちなかセミナー」の報告があり、藤田生涯
学習副部門長より「高志の国文学館文学講座」「熟議 2012…in…富山大学　災害が起きたらどうする？」
と銘打って行われた事業、「経営者大学」「男女共同参画講演会」の報告、仲嶺准教授より「富山大
学コラボフェスタ 2012」「いきいき長寿大学」の報告があった。
６．閉会の辞
　丹羽地域連携推進機構長より、以下の謝辞があった。
　日本全体が少子高齢化の時代に入っているが、老人と言っても、まだまだ元気な老人がたくさん
いる。そういった方は受講する意欲をお持ちなので、このような部分をどうするかという問題があ
る。それとともに、さらにスキルアップしたい人たちをどうするかという問題もある。
　富山大学は生涯学習部門だけでなく、産学連携部門でも、地域づくり・文化支援部門でも、地域
医療・保健支援部門でもこのような事業を実施している。全体を含めて、どのような在り方が一番
望ましいのか、本日いただいたさまざまなご意見を参考としながら、地域連携推進機構として、広
い意味での生涯学習事業を展開していきたいと思う。本日は大変貴重なご意見をいただいたことに
感謝申し上げる。
意見交換
（1）平成 24 年度生涯学習部門事業・活動報告について
（島田委員）公開講座の講座数、募集人員も延べ受講者数も増加傾向にある。平成 24 年に関しては、
延べ人数が 120 人ほど増えているが、実は市民大学も同じような傾向があり、延べ人数も実人
数も大体 100 を超えている。市民大学の場合は女性の 50 ～ 60 代が増えているが、富山大学の
実人数の推移が分かれば教えていただきたい。団塊世代の関係なのだろうか。
　　　また、資料によると修了率が90％近くと高いが、市民大学の場合では受講料を取るようになっ
てから 70％前半程度に高くなったが、その前は 50 ～ 60％の修了率だった。先ほども受講料の
説明があったが、中核都市のいろいろなところへ受講料をどのように設定するのかを聞いても
ばらばらなので、受講料算定の根拠を聞かせていただきたい。
　　　もう一つは、受講内容が満足度に影響していることについて、特に受講者が期待する内容と、
実際の内容が合致していることが基盤になっていると思うが、指導方法も関係があるのではな
いだろうか。特に体験的な活動、作業的な活動、現地学習、適度な課題・宿題が工夫されていると、
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先生との関係がつながりやすく、満足度が高くなるのではないかと思う。これだけ修了率が高
いことも、大学内で指導方法について共通理解があるからなのか、ぜひ聞かせていただきたい。
（大学側：藤田）　人数の増加については、講座の内容によって増えてきているのではないかと思う。
講座の内容はアンケートを基に設定する取り組みを始めているが、これについては公開講座専
門委員会があり、各学部の方からこういった講座を設定したいと手を挙げていただく仕組みを
つくっている。従って、各学部と部門から働き掛けた講座の両輪で動いている形である。ただ、
残念ながら募集人数に満たない講座もあり、そのバランスは難しい。
　　　受講料の設定は、国立大学時代に公開講座受講料の設定が当時の文部科学省から来ており、
その流れが今でも生きているとお考えいただきたい。他の大学の場合、もっと安い講座、無料
の講座も設定しているが、本学の場合、今年度は無料の講座もあるが、次年度からは全部有料
という形で設定する。講座の種類にもよるが、語学については他大学より少し安めかと思う。
ただし、教養講座については有料とすると、なかなかハードルが高くなっている。
　　　指導方法については、担当講師にゆだねている。私ども部門側で講師や受講生となるべくコ
ミュニケーションを取るようにして、アンケートに書いてないことでも、口頭で講師にお伝え
するようにしている。実技の講座についても、できるだけ生涯学習部門の専任教員の方でも中
に入りリサーチをかけているが、全講座ということは難しい。
　　　また、講師に大学の教員が関係するものが多いので、指導方法については独自のノウハウを
持っているのではないかと思うが、「学生とは違う」という声を聞いている。つまり、お金を
取りながらも自由参加というところが多々あるため、講座がつまらなくなってしまうと受講生
が来なくなってしまうのである。「なるべく受講者と意思疎通ができる形で講座を進めたい」
とおっしゃっている先生の講座は人気が高く、リピーターが多くなっている。
　　　その一方で、語学講座については、難しくてついていけなくなったという受講者もいる。ま
た、通信教育で学んだ方で中途半端ではなくきちんと習いたいというご希望もあったため、断
念してしまった方たちを集め、「中国語　つぎへの一歩」という形で講義をした。受講者のレ
ベルにばらつきがあって大変だったが、先生の方で個別指導もしながら最後まで楽しく受講を
修了されたと聞いている。そこは先生のお力によるものと見ている。
（島田委員）　市民大学の方は、130 人などの大人数で講座を開催している。富山大学は少人数の中
でされているので、その強みは大切だと思う。
（加藤座長）　講座受講料について、富山県民生涯学習カレッジの方で行っている自遊塾では、受益
者負担という考えを採っている。必要な教材が受講者の手元に残って、その人の持ち物になっ
ていくものについては負担いただくと、事前に周知している。受講料は時間で決められている
わけだが、内部の費用の部分で大学の方で持ち出しておられるものがあれば、その部分は別途
頂くという形を採られてもいいのではないかと思う。
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（大学側：藤田）　次年度からは受益者負担を徹底する方針である。ただ大変なのは芸術文化学部の
講座で、ものづくりの方に関しては受講料にプラスして高めの実習費を負担いただく形を取ら
ざるを得なくなっている。
（荻原委員）　私は去年の 6月に東京から転勤してきた。東京にいたときは、仕事をしながら早稲田
大学の講座に通っていた。早稲田大学には約 1300 の講座があり、私の場合、起業はどうすれ
ばできるかという講座に、毎週土曜日、月 4回通っていた。今説明いただいて、富山大学でも
いろいろなことをされていることが分かったが、私はこのようなことをされていることをこれ
まで知らなかった。卒業した方や大学院生以外も参加できるように、広報の仕方を考えられた
らいいのではないか。具体的には県政の記者クラブに投げ込みをするとか、商工会議所とかい
ろいろあると思うが、メディアに取り上げてもらうようにすればどうか。また内容的なもので
は、83 講座のうち 3分の 1程度と語学の割合が多いが、職や環境、新幹線、地域活性化など、
今が見えるような講座も幾つか臨機応変に入ると人気が出てくると感じる。
（蒲地委員）　受講生がどういったことからこの講座を知ったかというと、大学からの郵便物が多い
ということだが、これは継続の方だろう。新規の方は郵便物が来ないわけだから、どこで知っ
ているのかを知りたい。
　　　もう一つは、大学の役割には、教育と研究、地域貢献があるが、その比率をどう考えておら
れるのか。地域連携の中に研究の成果、知の財産を地域に還元していく姿勢があってもいいの
ではないかと思う。
　　　また、私も富山大学がこれだけ多くの公開講座をやっておられるのを知らなかったので少し
驚いたのだが、せっかくやっておられるのだから、「富カレ」など、富大が関わっているとす
ぐ分かるような統一したタイトルがあれば、一種のブランドのようなイメージになって、「行
こうかな」と参加者が出てくると思う。
（大学側：仲嶺）　新規の受講者がどのように情報を仕入れるかまでは分かっていない。
　　　何で講座を知ったかのアンケートの選択項目として、郵便物以外では新聞記事や新聞折り込
みが割と多くなっている。また意外と多いのが知人を通じてや口コミというものだ。それから、
Web サイトも最近は増えて、14.6％になっている。これらが新規受講者への広報となっている
のではないかと予想している。
（平野委員）　富山大学では昨年も今年も非常に多くの公開講座、オープン・クラスを実施されてい
る。富山県民生涯学習カレッジとしてもいろいろなデータを取っているが、富山大学は本当に
きちんとデータを取っていらっしゃるというのが最初の印象である。
　　　また、県の生涯学習は、カレッジ本部とともに、地区センターが 2013 年 4 月に発足するが、
カレッジ受講者より、受講者の年齢層が若いという印象がある。カレッジの場合は 60 ～ 70 代
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が主力で、30 代や 40 代の方はなかなか県の講座の方に足を運んでいない実態がある。今後増
えてくる団塊の世代のニーズを、富山大学では上手につかんでいらっしゃると思う。
　　　富山大学の公開講座はカレッジとの連携講座となっているので、カレッジからの受講生への
案内冊子に掲載しており、カレッジでも広く周知している。これが大学のアンケート項目の「そ
の他」に当たるのではないかと思う。県としては、カレッジを通して富山大学の公開講座の情
報を提供しているつもりなので、その辺りをもう少し考えていただければと感じた。
　　　また、私は高校の教員でもあるが、高校では今、小杉高校が生涯学習という点で連携されて
いる。実は高大連携ではもっと多くの大学の先生方に、このルート以外で講演に来ていただい
たり、いろいろな形での連携が深まっている。そういう意味では、富山大学の知の財産が生涯
学習以外にも、地域に開かれていることをもっと胸を張って打ち出されてもいいのではないか
という気もしている。将来、教師になりたいという人たちが、学生として学んでいるときから
学校教育に貢献して、相互に学生も学んでいくということもある。また、生涯学習は学校だけ
でなく、社会教育の中でも大きなウエートを占めるので、富山大学として人材育成や地域貢献
をしている部分が、資料に書かれている以上にもっとあるのにというのが、説明を聞いた率直
な印象である。
（大学側：丹羽）　この懇話会は、地域連携のうち生涯学習部門の事業の説明であるとご理解いただ
きたい。
　　　富山大学は、地域に対して地域連携推進機構をとおして、様々な貢献をしていきたいと思っ
ており、産学連携部門、生涯学習部門、地域づくり・文化支援部門、地域医療・保健支援部門、
さらに今年度ライフサイエンス部門を加えた５部門で活動している。大学のシーズは様々にあ
る。特に理系の方では、地域の産業人、社会人、技術者養成の講座を展開したり、地域づくり
においては、人づくりの事業もいろいろ行っている。それぞれの部門で事業を行っているが、
今日、皆さんにご意見を伺っているのは、生涯学習部門についてである。
　　　地域連携推進機構は富山大学の外へ向けてのワンストップ・ステーションとしているので、
こちらへいろいろなご意見をお寄せいただければと思う。
（2）富山大学生涯学習の在り方についての平成 24 年度評価と提言について
（和田委員）　私自身がよく分かってないからかもしれないが、生涯学習部門では知的な欲求を満た
し、人生を充実していただく場を提供することをまずされているのだと思う。それは大事なこ
とだと思うが、大学全体としてそのような分野を集中的に推進していくものなのか。冒頭のあ
いさつで学長もおっしゃったが、もう少し実際の社会の企業活動などに大学の知的な財産や教
育を生かしていけないものかと思う。
　　　例えば、実際に働いている方が自分のレベルを上げるために勉強したいと思ったときに、大
学はそれを受け入れられる形があるのか。もしくは転職したいという人に役立つような部分は
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ないのか。現在実施している公開講座等では割と一般教養的な分野を中心に選んでいる気がす
る。需要は少ないかもしれないが、自分の仕事としてやりたいとか、自分のレベルを上げて新
しい立場になりたいという人を救う形があるといいのではないかと思うが、いかがだろうか。
（大学側：丹羽）　先ほど早稲田大の話があったが、都会等においては、自分自身のスキルアップと
いうことで、積極的に夜の大学院に入学したり、特定の講座を受講される方がたくさんおられ
ると聞いている。富山県においてそのような需要がどれくらいあるのか正確には把握していな
いが、制度的には夜間の大学院に入ることや特定の科目を受講することは可能である。しかし、
あまり PRされてないのでそのようなご質問があったのだと思う。大学はそういう意味ではい
ろいろなところに開かれているが、PRが下手で行き渡っていないのだと思う。
　　　そのような需要があると大学にお話しいただければ、幾らでも対応はできると思うが、大学
は今まで敷居が高い、取っ付きにくいイメージがあるようだ。今後、機構としてはこちらの方
から踏み込んで、できるだけアクセスを容易にしたいと思っている。
（加藤座長）　今後の大学の方向性についてご提言があればいただきたい。
（大学側：藤田）　大学は基本的に生涯学習機関という位置付けだと私どもは思っている。夜間にし
ても、この他にも科目等履修生など、いろいろな形での受け入れ体制を取っている。生涯学習
という分野では、継続教育、リカレント教育など地域連携推進機構以外でも対応している面も
多々あると思う。大学院経済学研究科でも、オープン・クラスという形で開講している授業が
あり、とても人気がある。経済学研究科に限らず、他の学部の方にもこういう形で開放してい
くことを試みていただき、その窓口を機構で担当させていただく形で調整したいと考えている。
また人間発達科学部の方でも、現職の先生が継続的に学ぶということで社会人学生の形で受け
入れているところもある。いろいろな形で展開していきたい。
　　　もう一つ、次年度から変わるところでは、多くの公開講座があるので冊子を作っていたが、
経費も掛かるため、今後は冊子ではなくペーパーで広報し、ご要望のあるところには講座の詳
細を郵便等でお知らせする形で広報していきたいと思っている。財源の問題で広報の形も変わ
りつつあり、今その点についても取り組んでいるところだ。
（大学側：遠藤）　生涯学習の意味合いが幅広くなり、今の時代、非常に求められている感じを受ける。
広報についてご指摘があったが、生涯学習はある年齢以上の方が学ぶ場だという狭い意味でと
らえたとしても、県や市や大学でそれぞれ取り組まれている。互いにもう少し連携を取りなが
ら、何を目的に、どこがどのような仕事を分担するかを考える必要もあるのではないか。もち
ろん、経費のことや受講料の問題など、考えなければいけない点は多いが、同じ講座を大学で
も県・市でもやっていることがある。その辺の連携と整理をもう少しできないかと思う。
　　　それから、若手を対象とした職業学習に関して、もう少しシステマティックにできないだろ
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うか。東京などでは自然に、どこかが主催してその分野の専門家を多方面から集めたセミナー
がかなりの数、恒常的に開かれている。大学でもこのようなことをやっているが、限られた対
象にどうしても絞り込まれているので、気楽にのぞいてみることができない。それは地方故に
できないのかもしれないが、そこで都市部と地方のギャップができてはいけない問題だ。その
辺も全体としてどうやって動いていくのか、考えていかねばならない時期だと思う。そのつな
ぎ役を誰がやるのかが一番の問題である。どのような形に持っていけばいいのかについて、ぜ
ひ皆さまのご意見を伺いたい。一歩前に、二歩前に進まなければいけないと思うので、今後と
もよろしくお願いする。
（加藤座長）　最後に私から一言申し上げたい。
　　　冒頭、学長がおっしゃった地域づくり、COCというテーマに絡んで、カレッジでも公民館
のネットワークを構築し、県下の公民館すべてにホームページを開いていただいた。しかし、
各公民館によって温度差が激しい。公民館は地域づくりの一つの核になり得るとにらんでいる
が、なかなか道は険しいようだ。
　　　しかし、非常に大きなヒントを富山大学で今年度開催した熟議からいただいたと思っている。
というのは、テーマが具体的で非常に身近であり、そこに専門家が入ることによって、非常に
議論が充実して、参加者も楽しく充実感を味わうことができ、学ぶところが多くなる。こうい
う形は、今後の公民館活動に大きな一つの方向性を示している気がして、大変大事なところだ
と思う。専門家が入ることによって、一般の方々の集まりが盛り上がる。そういう点で富山大
学のお力は大きいのではないかと、痛切に感じている。
Ⅵ　資　　　　　料
－ 63 －
公 開 講 座 関 係 資 料
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平成 24年度公開講座 【五福キャンパス】 〔教養講座〕 講 座 名  マリ・クリスティーヌと異文化の旅 PartⅡ －小泉八雲をテーマにして－ 期   間  平成２４年４月１０日（火）～５月２２日（火） 会   場  富山大学黒田講堂 会議室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ３０名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ４月１０日（火） ラフカディオ・ハーンのひとり言Ⅰ 
２ ４月２４日（火） ラフカディオ・ハーンのひとり言Ⅱ～ｽﾍﾟｼｬﾙｹﾞｽﾄとともに～ 
マリ・クリスティーヌ 異文化コミュニケーター、富山大学・客員教授 比較文化 都市工学 
３ ５月 ７日（月） 小泉八雲と夏目漱石Ⅰ 
４ ５月 ８日（火） 小泉八雲と夏目漱石Ⅱ 
５ ５月 ９日（水） 小泉八雲と夏目漱石Ⅲ 
平川 祐弘   マリ・クリスティーヌ
比較文化史家 東京大学・名誉教授  異文化コミュニケーター、富山大学・客員教授
比較文化   比較文化 都市工学 
６ ５月１５日（火） ピエール・ロチとラフカディオ・ハーン 
中島 淑恵   マリ・クリスティーヌ 
人文学部・准教授   異文化コミュニケーター、富山大学・客員教授
フ ラ ン ス文学・比較文学 比較文化 都市工学 
７ ５月２２日（火） ラフカディオ・ハーンのひとり言Ⅲ マリ・クリスティーヌ 異文化コミュニケーター、富山大学・客員教授 比較文化 都市工学  講 座 名  簡単な英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ ＃３（日中クラス） 期   間  平成２４年４月１２日（木）～７月２６日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  中級レベル以上の市民一般 募 集 人数  ６名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野１ ４月１２日（木） ２ ４月２６日（木） ３ ５月１０日（木） ４ ５月２４日（木） ５ ６月 ７日（木） ６ ６月２１日（木） ７ ７月１２日（木） ８ ７月２６日（木） 
毎回違うテーマについて意見や考えを述べあいます。受講生相互の理解とテーマの深まりを目指します。 キタノ・アスカ 
富山大学・ 非常勤講師 英語教育 
 講 座 名  レベルアップしよう！英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ ＃３（夜のクラス） 期   間  平成２４年４月１２日（木）～７月２６日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞・雑誌・ＴＶのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 募 集 人数  ６名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野１ ４月１２日（木） ２ ４月２６日（木） ３ ５月１０日（木） ４ ５月２４日（木） ５ ６月 ７日（木） ６ ６月２１日（木） ７ ７月１２日（木） ８ ７月２６日（木） 
毎回違うテーマについて意見や考えを述べあいます。受講生相互の理解とテーマの深まりを目指します。 キタノ・アスカ 
富山大学・ 非常勤講師 英語教育 
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講 座 名  県認定「とやま食の匠・伝承の匠」に学ぶ「富山伝承料理の会」  期   間  平成２４年４月１４日（土）～１１月１７日（土） 会   場  富山大学人間発達科学部 ２棟２階 調理室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ２０名 回数 日 時 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ４月１４日(土) 春到来、富山湾の宝石 「ほたるいかの辛子酢物」と地元の料理数品 
倉本 禮子  澤井 保子 
富山県認定「伝承の匠」 (滑川漁業協同組合女性部部長) 「食育研究会いただきます」代表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
２ ５月１９日（土） 富山の昆布街道の代表料理 「昆布巻き」と地元の料理数品 松野 勢津子 澤井 保子 
富山県認定「伝承の匠」 （くろべ漁業協同組合女性部部長） 「食育研究会いただきます」代表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
３ ７月２８日（土） 
夏は薬味で爽快に 「みょうが寿し」と地元の料理数品 
山尾 悦子   澤井 保子 
農事組合法人 味彩おおやま 理事  「食育研究会いただきます」代表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
４ ９月２９日（土） 富山の信仰心を支える報恩講料理の一品「にざい」と地元の料理数品 
東  秋子  澤井 保子 
富山県認定「伝承の匠」 （郷土料理研究家） 「食育研究会いただきます」代表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
５ １０月２０日（土） 秋は南砺のホクホク 「さといも田楽」と地元の料理数品 
樋爪 数子  澤井 保子 
富山県認定「伝承の匠」 (里芋生産農家、郷土料理研究家) 「食育研究会いただきます」代表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
６ １１月１７日（土） 
冬は富山湾の王様「ぶりのあんじゃなます」と「ゲンゲのすまし汁」と地元の料理数品 総括 
大黒 富子  澤井 保子 藤田 公仁子
富山県認定「伝承の匠」 （魚津漁業協同組合女性部部長） 「食育研究会いただきます」代表 生涯学習部門・教授 
伝承料理  栄養学 薬膳 食生活・食文化論  講 座 名  『古今和歌集』を読みながら、変体仮名に親しもう 期   間  平成２４年４月２０日（金）～８月３日（金） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月２０日（金） 入門；変体仮名のしくみ 
２ ５月１１日（金） 『古今和歌集(春歌)』を読もう 「年の内に／袖ひぢて／…」 
３ ６月 １日（金） 『古今和歌集(夏歌)』を読もう 「わがやどの／あはれてふ／…」 
４ ６月２２日（金） 『古今和歌集(物名)』を読もう 「心から花の／来べきほど／…」 
５ ７月１３日（金） 『古今和歌集(恋歌)』を読もう 「郭公なくや／おとにのみ／…」 ６ ８月 ３日（金） 片仮名で書かれた『古今和歌集』 
樋野 幸男 人文学部・教授 日本語学 
 講 座 名  心理学への招待（前篇） 期   間  平成２４年４月２１日（土）～７月１４日（土） 会   場  富山大学共通教育棟 B21 番教室 受講対象者  高校生以上の市民一般 募 集 人数  ５０名 回数 期 日 題    目 講師氏名 所属・職名 専攻分野１ ４月２１日（土） 心理学とは何か？ ２ ４月２８日（土） 行動の形成（学習） ３ ５月１２日（土） 学習の諸相 ４ ５月２６日（土） 環境の認知 ５ ６月 ９日（土） 無意識の認知過程 ６ ６月２３日（土） 右脳と左脳のはたらき ７ ７月 ７日（土） 記憶の性質 ８ ７月１４日（土） 記憶のメカニズム 
海老原 直邦 放送大学富山学習センター 客員教員 心理学 
講 座 名  県認定「とやま食の匠・伝承の匠」に学ぶ「富山伝承料理の会」  期 間  平成２４年４月１４日（土）～１１月１７日（土） 会 場  富山大学人間発達科学部 棟２階 調理室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ２０名 回数 日 時 題   目 講師氏名 専攻分野 
１ 月１４日(土) 春到来、富山湾の宝石 「ほたるいかの辛子酢物」と地元の料理数品 
倉本 禮子  澤井 保子 
富山県認定「(滑川漁業協 ) 「食育研究会 表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
２ ５月１９日（土） 富山の昆布街道の代表料理 「昆布巻き」と地元の料理数品 松野 勢津子 澤井 保子 
富山県認定「（くろべ漁業 長） 「食育研究会 表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
３ ７月２８日（土） 
夏は薬味で爽快に 「みょうが寿し」と地元の料理数品 
山尾 悦子   澤井 保子 
農事組合法人  理事  「食育研究会 表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
４ 月２９日（土） 富山の信仰心を支える報恩講料理の一品「にざい」と地元の料理数品 
東  秋子  澤井 保子 
富山県認定「（郷土料理研「食育研究会 表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
５ １ 月２０日（土） 秋は南砺の ホク 「さといも田楽」と地元の料理数品 
樋爪 数子  澤井 保子 
富山県認定「(里芋生産農 ) 「食育研究会 表 
伝承料理  栄養学 薬膳 
６ １月１７日（土） 
冬は富山湾の王様「ぶりのあんじゃなます」と「 ンゲのすまし汁」と地元の料理数品 総括 
大黒 富子  澤井 保子 藤田 公仁子
富山県認定「（魚津漁業協 ） 「食育研究会 表 生涯学習部門
伝承料理  栄養学 薬膳 食生活・食文化論  講 座 名  『古今和歌集』を読みながら、変体仮名に親しもう 期 間  平成２４年４月２０日（金）～８月３日（金） 会 場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名  専攻分野 １ ４月２０日（金） 入門；変体仮名のしくみ 
２ ５月１１日（金） 『古今和歌集(春歌)』を読もう 「年の内に／袖ひぢて／…」 
３ ６月 １日（金） 『古今和歌集(夏歌)』を読もう 「わがやどの／あはれてふ／…」 
４ ６月２２日（金） 『古今和歌集(物名)』を読もう 「心から花の／来べきほど／…」 
５ ７月１３日（金） 『古今和歌集(恋歌)』を読もう 「郭公なくや／おとにのみ／…」 ６ ８月 ３日（金） 片仮名で書かれた『古今和歌集』 
樋野 幸男  日本語学 
 講 座 名  心理学への招待（前篇） 期 間  平成２４年４月２１日（土）～７月１４日（土） 会 場  富山大学共通教育棟 B21 番教室 受講対象者  高校生以上の市民一般 募 集 人数  ５０名 回数 期 日 題    目 講師氏名 所 専攻分野１ ４月２１日（土） 心理学とは何か？ ２ ４月２８日（土） 行動の形成（学習） ３ ５月１２日（土） 学習の諸相 ４ ５月２６日（土） 環境の認知 ５ ６月 ９日（土） 無意識の認知過程  ６月２３日（土） 右脳と左脳のはたらき  月 ７日（土） 記憶の性質 ８ ７月１４日（土） 記憶のメカニズム 
海老原 直邦 放送大学  客員教員 心理学 
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講 座 名  原発震災を二度と繰り返さない道 期   間  平成２４年４月２１日（土）～７月１４日（土） 会   場  富山大学黒田講堂 会議室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ４０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ４月２１日（土） 福島第1原発震災の教訓〜電気がほしいのか、放射能がほしいのか 椚座 圭太郎 人間発達科学部・教授 都市減災論 
２ ５月１２日（土） 柏崎刈羽原発 直下地震直撃から冷温停止までの困難 小林 昭三 新潟大学・ 名誉教授 物理学 
３ ５月２６日（土） 原発の地震リスク認定のむずかしさ・あやうさ 立石 雅昭 新潟大学・ 名誉教授 地質学 
４ ６月 ９日（土） 小水力発電と地域を育む 上坂 博亨 富山国際大学子ども育成学部・教授 
環境情報学、 地域エネルギー学 ５ ６月１６日（土） 地熱発電の技術とコスト 上田 晃 理学部・教授 環境科学 
６ ６月３０日（土） 「大本営発表」報道に負けなかった市民科学リテラシー 林  衛 人間発達科学部・准教授 科学ジャーナリズム論 ７ ７月１４日（土） 総合ディスカッション 各回講師他    講 座 名  実技でひろげる数理の世界 期   間  平成２４年４月２４日（火）～６月２６日（火） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ４月２４日（火） 折り鶴の数理と KAWASAKI ROSE 川崎 英文 九州大学数理学研究院・教授 数学 
２ ５月１５日（火） 単純パターンの繰り返し折りからできる多様な形と活用 川部 達哉 理学部・准教授 数学 
３ ５月２９日（火） 電卓ガールの日本一の技 重原 佐千子 フリー・TV キャスター 2008，2011年電卓競技日本一 
４ ６月１２日（火） 電卓で学ぶファイナンス 横山 一憲 経済学部・教授 数学 
５ ６月２６日（火） 3D グラフ・ムービーとゴールシークでエクセルのネ申 白石 俊輔 経済学部・教授 数学  講 座 名  ドイツ歌曲を歌おう！－ロマン派を中心に(その１) 期   間  平成２４年４月２８日（土）～８月４日（土） 会   場  富山大学共通教育棟 Ｃ２２番教室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題     目 講師氏名（所属職名・専攻分野） １ ４月２８日（土） 
２ ５月１２日（土） 
３ ５月２６日（土） 
４ ６月 ９日（土） 
５ ６月２３日（土） 
６ ７月 ７日（土） 
７ ７月２１日（土） 
８ ８月 ４日（土） 
歌う姿勢・発声法・ドイツ語の発音など、歌曲を歌うための基礎、および音楽を美しく演奏する表現法などについて、段階を踏んで学んでいきますので，初心者でも大丈夫です。詳細は講座の初回にお話ししますが、以下の曲を取り上げて学習する予定です。 １．セレナード（シューベルト） ２．ます（シューベルト） ３．くるみの木（シューマン） ４．愛の夢（リスト） ５．その他 
大前 さち子（声楽家・ソプラノ）   海老原 あゆみ（ピアニスト・声楽伴奏） 
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講 座 名  愛を語るフランス文学３(フランス映画を楽しむ) 期   間  平成２４年５月２日（水）～７月１８日（水） 会   場  富山大学共通教育棟 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  フランス文学に限らず文学・文化一般に興味のある方。テキストを講読いたしますのでフランス語の初級文法を修了された方が望ましいですが、単に講読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に関心のある方なら歓迎いたします。 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月 ２日（水） ２ ５月 ９日（水） ３ ５月１６日（水） ４ ５月２３日（水） ５ ５月３０日（水） ６ ６月 ６日（水） ７ ６月１３日（水） ８ ６月２０日（水） ９ ６月２７日（水） １０ ７月 ４日（水） １１ ７月１１日（水） １２ ７月１８日（水） 
受講者との話し合いで、鑑賞する映画を決めます。過去の名作、現在の作品を問わず選びたいと思います。まず映画を鑑賞し、内容を話し合い、そしてせりふの一部をフランス語で理解できるようになる。 
清水 まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
 講 座 名  古注釈で読む『猿蓑』の俳句 期   間  平成２４年５月７日（月）～６月１１日（月） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月 ７日(月） 「時雨」を詠んだ１３句 ２ ５月１４日(月) 冬の句を味わう ３ ５月２１日(月) 夏の句を味わう ４ ５月２８日(月) 秋の句を味わう ５ ６月 ４日(月) 春の句を味わう ６ ６月１１日(月) 『猿蓑』の新しさ 
二村 文人 人文学部・教授 日本文学 
 講 座 名  中国語 つぎへの一歩 期   間  平成２４年５月７日（月）～８月６日（月） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般で、中国語の入門をひととおり終えられた方 募 集 人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月 ７日（月） 自己紹介 ２ ５月１４日（月） 中国に行こう ３ ５月２１日（月） ジャスミン茶を飲もう ４ ５月２８日（月） 友達をつくろう ５ ６月 ４日（月） 長城に登ろう ６ ６月１１日（月） 卓球を楽しもう ７ ６月１８日（月） 漢字を覚えよう ８ ６月２５日（月） 街を歩こう ９ ７月 ２日（月） 中国映画を見よう １０ ７月 ９日（月） チャイナドレスを買おう １１ ７月２３日（月） 中華を食べよう １２ ７月３０日（月） 西遊記を読もう １３ ８月 ６日（月） 春節を祝おう 
楊 峰 富山大学・ 非常勤講師 教育工学 
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講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語初級１ 期   間  平成２４年５月７日（月）～８月６日（月） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ ５月 ７日（月） ２ ５月１４日（月） ３ ５月２１日（月） 
予定、可能、形容詞 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り 
４ ５月２８日（月） ５ ６月 ４日（月） ６ ６月１１日（月） 
連体形、否定文 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り 
７ ６月１８日（月） ８ ６月２５日（月） ９ ７月 ２日（月） 
尊敬過去形、身体名詞 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り 
１０ ７月 ９日（月） １１ ７月２３日（月） １２ ７月３０日（月） １３ ８月 ６日（月） 
運動と楽器 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・ 韓国語講師 
 講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語中級１ 期   間  平成２４年５月８日（火）～８月７日（火） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募集人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ ５月 ８日（火） ２ ５月１５日（火） 尊敬語 ３ ５月２２日（火） ４ ５月２９日（火） 現在進行形  ５ ６月 ５日（火） ６ ６月１２日（火） 動作の先行 ７ ６月１９日（火） 条件 ８ ６月２６日（火） 動詞の名詞化 ９ ７月 ３日（火） 許可 １０ ７月１０日（火） 提案 １１ ７月２４日（火） 依頼、間接話法① １２ ７月３１日（火） 間接話法② １３ ８月 ７日（火） 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・韓国語講師 
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講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語中級ステップアップ１ 期   間  平成２４年５月９日（水）～８月８日（水）  会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ ５月 ９日（水） ２ ５月１６日（水） ３ ５月２３日（水） 
時間の経過 聞取りと表現 自由会話 ４ ５月３０日（水） ５ ６月 ６日（水） ６ ６月１３日（水） 
間接話法(縮約形) 読みと表現 自由会話 ７ ６月２０日（水） ８ ６月２７日（水） ９ ７月 ４日（水） 
傾向 読みと表現 自由会話 １０ ７月１１日（水） １１ ７月１８日（水） １２ ７月２５日（水） １３ ８月 ８日（水） 
意思表現の理由 読みと表現 自由会話 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・韓国語講師 
 講 座 名  中国語入門 期   間  平成２４年５月９日（水）～８月１日（水） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ５月 ９日(水) 発音１ 声調・単母音・複合母音 あいさつ用語 
２ ５月１６日(水) 発音２ 子音・鼻母音 教室用語 
３ ５月２３日(水） 発音３ 発音の規則  日常挨拶用語 ４ ５月３０日(水) 私たちは王府井へ行きます。 ５ ６月 ６日(水) 鳥の巣はどこにあるんですか？  ６ ６月１３日(水) 万里の長城は世界文化遺産ですか？ ７ ６月２０日(水) 天壇公園はここから遠いんですか？ ８ ６月２７日(水) おなかがすいた。 ９ ７月 ４日(水) 北京ダックを知っていますか？ １０ ７月１１日(水) 泰山に登りに行くんです。 １１ ７月１８日(水) 兵馬俑は見ましたか？ １２ ７月２５日(水) 四川は風景がとても綺麗ですよ。 １３ ８月 １日(水） ここで一緒に写真を取りましょう？ 
陶 琳 富山大学・非常勤講師 
英米言語文化 対照言語学 異文化コミュニケーション 
 講 座 名  人を惹きつける驚異のプレゼンテーション技法 期   間  平成２４年５月１０日（木）～５月１８日（金） 会   場  富山大学総合情報基盤センター 第３端末室 受講対象者  実務でプレゼンテーションを使い，改善したいと考えている教員・専門職の方 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名、所属・職名、専攻分野１ ５月１０日（木） 驚異のプレゼン（１）とにかく聴講し，技法を学ぶ ２ ５月１１日（金） 驚異のプレゼン（２）ストーリーを作る ３ ５月１４日（月） 驚異のプレゼン（３）体験を提供する ４ ５月１５日（火） 驚異のプレゼン（４）仕上げと練習を行う ５ ５月１６日（水） 驚異のプレゼン（５）PowerPoint 2010の機能を使いこなす６ ５月１７日（木） 驚異のプレゼン（６）自己作品のリハーサルと改善 
７ ５月１８日（金） 驚異のプレゼン（７）制作発表と，互いの作品の評価・討論・改善 
高井 正三  総合情報基盤センター・教授 ソフトウェア工学 
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講 座 名  中国語初級会話 期   間  平成２４年５月１０日（木）～８月２日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月１０日（木） スキー ２ ５月１７日（木） あなたはテニスがうまいの？ ３ ５月２４日（木） 動物園 ４ ５月３１日（木） 中国語になった日本語 ５ ６月 7日（木） 春休み ６ ６月１４日（木） 空港で ７ ６月２１日（木） 空港の外 ８ ６月２８日（木） 街には ９ ７月 ５日（木） ホテル １０ ７月１２日（木） 部屋の中 １１ ７月１９日（木） インターネット １２ ７月２６日（木） 診察を受ける １３ ８月 ２日（木） 不満を言う 
陶 琳 富山大学・ 非常勤講師 
中英米言語文化 対照言語学 異文化コミュニケーション 
  講 座 名  学ぶって楽しい！ ぼくらの課外授業（３） 期   間  平成２４年５月１１日（金）～７月２０日（金）  会   場  富山大学五福キャンパス人間発達科学部 1 棟 1階講義室 受講対象者  富山県在住の知的障害者（１８歳以上）で以下のすべての条件を満たす受講生を対象にします。 ・療育手帳所持者 ・特別支援学校（養護学校）高等部卒業者 ・自分自身で公共交通機関などを利用して富山大学まで来ることが可能な者 ・携帯電話を所持し、自分で操作して家族に電話をかけることができる者 ・家族（主として保護者）も申込者がこの講座を受講することに賛同するとともに、受講者の個人調書（申 し込み完了後に配布）へ記入ならびに講義内容に関する無記名のアンケート調査を実施いたします。 ・本人以外の付き添い者の講義への参加は認めません 募 集 人数  ８名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月１１日（金） ステキなオトナ・社会人（1） ２ ５月２５日（金） ステキなオトナ・社会人（2） ３ ６月 １日（金） ステキなオトナ・社会人（3） ４ ６月 ８日（金） ステキなオトナ・社会人（4） ５ ６月１５日（金） ステキなオトナ・社会人（5） ６ ７月１３日（金） ステキなオトナ・社会人（6） ７ ７月２０日（金） ステキなオトナ・社会人（7） 
 水内 豊和（人間発達科学部・准教授）特別支援教育、生涯発達臨床、情報教育  芝木 智美（医学薬学研究部・特命助教）特別支援教育、障害者福祉 加えて、特別支援教育・障害者福祉を専攻する水内ゼミの学生もサポートに入ります  
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講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語入門１ 期   間  平成２４年５月１２日（土）～８月１１日（土） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ ５月１２日（土） ２ ５月１９日（土） ３ ５月２６日（土） ４ ６月 ２日（土） 
韓国、ハングル文字 自己紹介 挨拶 基本文型 ５ ６月 ９日（土） ６ ６月１６日（土） ７ ６月２３日（土） 
数字 会話練習・聞取り・読書き 
８ ６月３０日（土） ９ ７月 ７日（土） １０ ７月２１日（土） 
数字（単位） 会話練習・聞取り・読書き 
１１ ７月２８日（土） １２ ８月 ４日（土） １３ ８月１１日（土） 
文体 会話練習・聞取り・読書き 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・韓国語講師 
 講 座 名  中国語講座（会話中心の中級クラス） 期   間  平成２４年５月１２日（土）～９月１日（土） ※変更あり 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １５名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月１２日（土） 大学のキャンパス ２ ５月１９日（土） 南京路歩行者天国 ３ ５月２６日（土） 晨练 ４ ６月 ２日（土） 豫園 ５ ６月１６日（土） 国宝大熊猫 ６ ６月２３日（土） 世界遺産九塞 ７ ６月３０日（土） 大学的社団活動 ８ ７月  ７日（土） 故宮博物館 ９ ７月１４日（土） 北京７９８芸術区 １０ ７月２１日（土） 秦始皇兵馬俑 １１ ７月２８日（土） 少数民族 １２ ８月２５日（土） 麗江古城 １３ ９月 １日（土） 総復習・まとめ 
任 建宏    
富山大学・ 非常勤講師      
中日比較文化      
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講 座 名  中級フランス語３（「イニシアル」クラス） 期   間  平成２４年５月１２日（土）～７月２８日（土） 会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  前年度中級フランス語２を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月１２日（土） ２ ５月１９日（土） ３ ５月２６日（土） ４ ６月 ９日（土） ５ ６月１６日（土） ６ ６月２３日（土） ７ ６月３０日（土） ８ ７月 ７日（土） ９ ７月１４日（土） １０ ７月２１日（土） １１ ７月２８日（土） 
教科書にそってフランス語の基礎文法と会話表現を習得する。テキストは前年度中級フランス語２の終了時点から始める。講座内で試験のたぐいは一切ありませんが、実用フランス語検定試験の受検を希望する方のサポートはいたします。 
清水 まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
 講 座 名  中級フランス語１（「コンヴェルサシヨン エ グランメール」クラス） 期   間  平成２４年５月１２日（土）～７月２８日（土） 会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  前年度中級フランス語２を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月１２日（土） ２ ５月１９日（土） ３ ５月２６日（土） ４ ６月 ９日（土） ５ ６月１６日（土） ６ ６月２３日（土） ７ ６月３０日（土） ８ ７月 ７日（土） ９ ７月１４日（土） １０ ７月２１日（土） １１ ７月２８日（土） 
教科書にそってフランス語の基礎文法と会話表現を習得する。テキストは前年度初級フランス語４の終了時点から始める。講座内で試験のたぐいは一切ありませんが、実用フランス語検定試験の受検を希望する方のサポートはいたします。 
清水 まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
 講 座 名  初級フランス語１ 期   間  平成２４年５月１２日（土）～７月２８日（土） 会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  前年度入門フランス語フランス文化２を修了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月１２日（土） ２ ５月１９日（土） ３ ５月２６日（土） ４ ６月 ９日（土） ５ ６月１６日（土） ６ ６月２３日（土） ７ ６月３０日（土） ８ ７月 ７日（土） ９ ７月１４日（土） １０ ７月２１日（土） １１ ７月２８日（土） 
教科書にそってフランス語の最初歩から始め、基礎文法と簡単な会話表現を習得する。テキストは前年度入門フランス語フランス文化２の終了時点から始める。講座内で試験のたぐいは一切ありませんが、実用フランス語検定試験の受検を希望する方のサポートはいたします。 
清水 まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
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講 座 名  スローフードから学ぶ ～伝えたい母の味・先人の知恵～ 期   間  平成２４年５月１３日（日）～７月２２日（日） 会   場  富山大学人間発達科学部 ２棟２階 調理室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ２０名 回数 期 日    題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ５月１３日（日） 季節の食材を使って「我が家の味」をつくる「東山家の山菜料理」 東山 潤子 元雄峰高校専攻科  調理師養成課程・教諭 調理全般・食育 
２ ６月 ３日（日） 梅雨時の「我が家の知恵」をつかった「東山家のスタミナ料理」 東山 潤子 元雄峰高校専攻科  調理師養成課程・教諭 調理全般・食育 
３ ６月２４日（日） 夏の食材を使って「我が家の味」をつくる「東山家の野菜の料理」 東山 潤子 元雄峰高校専攻科  調理師養成課程・教諭 調理全般・食育 
４ ７月２２日（日） 
我が家の味で「おもてなし」「東山家のおもてなし料理」、器使い、テーブルコーディネートにチャレンジします。  総括 
東山 潤子     藤田 公仁子 
元雄峰高校専攻科  調理師養成課程・教諭   地域連携推進機構 生涯学習部門・教授 
調理全般・食育    食生活・食文化論
 講 座 名  はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7で Word&Excel2010を利用してみよう－（前期） 期   間  平成２４年５月１４日（月）～６月１２日（火） 会   場  富山大学共通教育棟Ａ棟 ４階 教養教育端末室 受講対象者  これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ５月１４日（月） Windowsの基礎， Word 基本操作，文字の入力 
２ ５月１５日（火） Excel 基本操作， データの入力・計算，表の作成 
３ ５月２１日（月） Word 基本操作， 新しい文書の作成，文書の編集 ４ ５月２２日（火） Excel 数式と関数，グラフの作成 
５ ５月２８日（月） Word 表の作成と編集 
６ ５月２９日（火） Excel 表の編集 
７ ６月 ４日（月） Word イラスト・写真・図形の追加と調整 ８ ６月 ５日（火） Excelの活用 
９ ６月１１日（月） Word 確認問題，まとめ 
１０ ６月１２日（火） Excel 確認問題，まとめ 
   上木 佐季子 （Word 担当）    木原  寛 （Excel 担当）  
   総合情報基盤センター・講師    総合情報基盤センター・教授 
   教育工学     情報教育， 物理有機化学 
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講 座 名  新聞報道で読む東アジア 期   間  平成２４年５月１４日（月）～７月２日（月） 会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 ３階 Ｂ３５番教室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ５月１４日（月） 新聞記事の作られ方、読み方 
２ ５月２１日（月） 東アジアとは？：基礎知識①世界の変化とアジア 
３ ５月２８日（月） 東アジアとは？：基礎知識②第二次世界大戦後の日本とアジア 
４ ６月 ４日（月） 「広がる，つながる 東アジア：統合にむかうアジアの現状 
５ ６月１１日（月） 東アジア共同体とは何か：ヨーロッパの地域統合や大東亜共栄圏との違い 
６ ６月１８日（月） 巨大化する中国とアジア 
７ ６月２５日（月） 日本海から見たアジアの国際関係 
８ ７月 ２日（月） まとめ：新聞からみたアジア情勢 
森川 裕二 極東地域研究センター・助教 国際政治学 
 講 座 名  東日本大震災緊急サポートから－今、必要な発達支援を考える 期   間  平成２４年６月２日（土）～６月９日（土） 会   場  富山大学黒田講堂 会議室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ５０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ６月２日（土） 震災後の緊急サポートチームの取り組み（発足からこれまでの支援内容） 佐藤 秀明 
NPO 宮城ここねっと発達支援センター・理事長 
発達障害児・者支援 
２ ６月２日（土） 震災後の緊急サポートチームの取り組み（七ヶ浜地区） 別所 英恵 みやぎ少年未来塾教師 発達障害児教育 
３ ６月２日（土） 震災後の緊急サポートチームの取り組み（福地地区） 長谷川 浩一 
みやぎ少年未来塾教師 発達障害児教育 
４ ６月２日（土） 緊急サポートに必要な メンタルサポート 西村 優紀美 富山大学保健管理センター・准教授 発達障害者支援 
５ ６月９日（土） 震災後のメンタルケアと 発達障害児・者支援 佐藤 秀明 
NPO 宮城ここねっと発達支援センター・理事長 
発達障害児・者支援 
６ ６月９日（土） 震災による喪失体験と家族支援 徳水 利枝 塾講師 教育 
７ ６月９日（土） 震災直後の子ども達の教育 ～学校現場から～ 徳水 博志 小学校教員 教育 
８ ６月９日（土） 震災時の緊急サポートとは ～ディスカッション～ 佐藤 秀明、 徳水 利枝 徳水 博志、 西村 優紀美 
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講 座 名  ゼロから始める楽しいプログラミング入門～JavaScript編～ 期   間  平成２４年６月１４日（木）～６月２２日（金） 会   場  富山大学共通教育棟Ａ棟 ４Ｆ 教養教育端末室 受講対象者  市民一般の方で，初めてプログラミングを経験して，楽しみたい方 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ６月１４日（木） JavaScript でビジュアル Webプログラミング 
２ ６月１５日（金） JavaScript でプログラムを作る（１） 
３ ６月１８日（月） JavaScript でプログラムを作る（２） 
４ ６月１９日（火） イベント処理とオブジェクト操作 
５ ６月２０日（水） JavaScript の標準オブジェクト Math, Date, String,･･･ 
６ ６月２１日（木） ダイナミック HTML の基礎とプログラム・テクニック 
７ ６月２２日（金） データ構造とアルゴリズム，効果的プログラミング技法 
 高井 正三 総合情報基盤センター・教授     ソフトウェア工学 
  講 座 名  平成２４年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 期   間  平成２４年６月１７日（日）～１１月１８日（日） 会   場  上市町つるぎふれあい館 受講対象者  年長～小学校２年生までの子どもと保護者 募 集 人数  １２組 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ６月１７日（日） 元気に返事しよう・自己紹介をしよう（情報交換タイム） 
２ ７月２９日（日） 友達とやりとりして遊ぼう （子育て勉強タイム①） 
３ ８月１９日（日） 自分の気持ちを伝える練習をしよう（子育て勉強タイム②） 
４ ９月２３日（日） 友達と協力して遊ぼう （子育て勉強タイム③） 
５ １０月１４日（日） 友達と相談して遊ぼう （子育て勉強タイム④） 
６ １１月１８日（日） チームで遊ぼう （子育てスキルのまとめ） 
阿部 美穂子        藤原 佳子  
人間発達科学部・准教授       JAMET 認定ムーブメント教育・療法士  
特別支援教育 ムーブメント教育 ペアレント・トレーニング    特別支援教育 ムーブメント教育 
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講 座 名  ジョイジョイクラブで遊ぼう、話そう。 障害のあるお子さんのきょうだいの育ちをサポートする家族セミナー 期   間  平成２４年６月３０日（土）～１２月１日（土） 実 施 場 所  富山大学人間発達科学部１１２教室、２１１教室、第１体育館、調理・小児栄養実験室（８月２５日のみ） 受講対象者  障害のあるお子さん（年齢不問）と、そのきょうだい（小・中学生のみ）と保護者 募 集 人数  ２０組 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ６月３０日（土） 
 阿部 美穂子   藤原 佳子   石井 郁子 
 人間発達科学部・准教授    JAMET 認定ムーブメント教育・療法士  星槎国際高等学校富山学習センター指導員 
特別支援教育 ペアレント・トレーニング ムーブメント教育  特別支援教育 ムーブメント教育  特別支援教育 
２ ８月２５日（土） （拡大バージョン） 
（同上）  諏方 智広 
（同上）  横浜きょうだいの会 代表 
（同上）  特別支援教育 
３ １０月１３日（土） 
４ １２月 １日（土） 
① 家族でムーブメント遊びを楽しみ、親子のふれあい体験をします。 ② きょうだいチーム「ジョイピョン」、障害のある子どもチーム「ジョイケロ」、保護者チーム「ジョイワン」に分かれ、毎回テーマを決めて、講義や話し合いをします。また子育てスキルアップ演習を行います。③ ８月は時間を拡大し、きょうだい支援会代表の諏方先生の体験に基づく講演会と、おやつ作りをします。  
 阿部 美穂子   藤原 佳子   石井 郁子 
 人間発達科学部・准教授    JAMET 認定ムーブメント教育・療法士  星槎国際高等学校富山学習センター指導員 
特別支援教育 ペアレント・トレーニング ムーブメント教育  特別支援教育 ムーブメント教育  特別支援教育 
 講 座 名  eBook（電子書籍）端末を活用した ICT 社会の楽しみ方 期   間  平成２４年７月５日（木）～７月１３日（金） 会   場  富山大学総合情報基盤センター 会議室 受講対象者  e-Book（電子書籍）の作りを目指したい教員または専門職の方 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野１ ７月 ５日（木） eBookとは何か、eBookを作るための準備 ２ ７月 ６日（金） InDesignで EPUBを作る（１） ３ ７月 ９日（月） InDesignで EPUBを作る（２） ４ ７月１０日（火） InDesignで EPUBを作る（３） ５ ７月１１日（水） InDesignでインテラクティブ PDFを作る（１） ６ ７月１２日（木） InDesignでインテラクティブ PDFを作る（２） ７ ７月１３日（金） eBookの出版、配信の方法、eBookの未来像と課題 
高井 正三  総合情報基盤センター・教授 ソフトウェア工学 
 講 座 名  レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ ＃３〜「食」について〜（夜のクラス） 期   間  平成２４年８月２３日（木）～９月２７日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者  中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、ＴＶのニュース、本、DVD、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 募 集 人数  ６名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ８月２３日（木） ２ ８月３０日（木） ３ ９月 ６日（木） ４ ９月１３日（木） ５ ９月２０日（木） ６ ９月２７日（木） 
「食」に関連するテーマについて意見や考えを述べあいます。受講生相互の理解とテーマの深まりを目指します。 
キタノ・アスカ 富山大学・ 非常勤講師 英語教育 
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講 座 名  とやま学－近世富山の史料を読む（前期） ※変更あり 期   間  平成２４年４月１６日（月）～７月３０日（月） 会   場  富山大学人間発達科学部２棟３階ワークスペース 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月１６日（月） 「町吟味所触留」１ ２ ４月２３日（月） 「町吟味所触留」２ ３ ５月 ７日（月） 「町吟味所触留」３ ４ ５月２１日（月） 「町吟味所触留」４ 
加藤 達行 富山市郷土博物館長 近世史 
５ ６月 ４日（月） 富山町の発掘 古川知明 富山市埋蔵文化財センター 歴史考古学 ６ ６月１８日（月） 「町吟味所触留」５ ７ ６月２５日（月） 「町吟味所触留」６ ８ ７月 ２日（月） 「町吟味所触留」７ ９ ７月３０日（月） 「町吟味所触留」８ 
加藤 達行 富山市郷土博物館長 近世史 
 講 座 名  中級フランス語４（「イニシアル」クラス） 期   間  平成２４年９月２９日（土）～１月１２日（土） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 ３階 B35番教室 受講対象者  前期中級フランス語３を修了された方。 またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ９月２９日（土） ２ １０月１３日（土） ３ １０月２０日（土） ４ １０月２７日（土） ５ １１月１０日（土） ６ １１月１７日（土） ７ １１月２４日（土） ８ １２月 １日（土） ９ １２月 ８日（土） １０ １２月２２日（土） １１ １月１２日（土） 
教科書にそってフランス語の基礎文法と会話表現を習得する。テキストは前期中級フランス語３の終了時点から始める。講座内で試験のたぐいは一切ありませんが、実用フランス語検定試験の受検を希望する方のサポートはいたします。１１月１７日はボジョレー・ヌーボーパーティーを行う。 
清水まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
 講 座 名  中級フランス語２（「コンヴェルサシヨン エ グランメール」クラス）  期   間  平成２４年９月２９日（土）～１月１２日（土）  会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  前期中級フランス語１を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 募集人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ９月２９日（土） ２ １０月１３日（土） ３ １０月２０日（土） ４ １０月２７日（土） ５ １１月１０日（土） ６ １１月１７日（土） ７ １１月２４日（土） ８ １２月 １日（土） ９ １２月 ８日（土） １０ １２月２２日（土） １１ １月１２日（土） 
教科書にそってフランス語の基礎文法と会話表現を習得する。テキストは前期中級フランス語１の終了時点から始める。講座内で試験のたぐいは一切ありませんが、実用フランス語検定試験の受検を希望する方のサポートはいたします。１１月１７日はボジョレー・ヌーボーパーティーを行う。 
清水まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化
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講 座 名  初級フランス語２    期   間  平成２４年９月２９日（土）～１月１２日（土）  会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  前期初級フランス語１を修了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ９月２９日（土） ２ １０月１３日（土） ３ １０月２０日（土） ４ １０月２７日（土） ５ １１月１０日（土） ６ １１月１７日（土） ７ １１月２４日（土） ８ １２月 １日（土） ９ １２月 ８日（土） １０ １２月２２日（土） １１ １月１２日（土） 
教科書にそってフランス語の最初歩から始め、基礎文法と簡単な会話表現を習得する。テキストは前期初級フランス語 1の終了時点から始める。講座内で試験のたぐいは一切ありませんが、実用フランス語検定試験の受検を希望する方のサポートはいたします。１１月１７日はボジョレー・ヌーボーパーティーを行う。 
清水まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化
 講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語初級２    期   間  平成２４年１０月１日（月）～平成２５年１月２８日（月）  会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第１学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ １０月 １日（月） ２ １０月１５日（月） ３ １０月２２日（月） ４ １０月２９日（月） 
前期復習 勧誘 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り 
５ １１月 ５日（月） ６ １１月１２日（月） ７ １１月１９日（月） 
不可能、理由、予定 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り ８ １１月２６日（月） ９ １２月 ３日（月） １０ １２月１０日（月） 
経験、希望、お願い 会話練習・聞取り・読書き 会話文作り 
１１ １月 ７日（月） １２ １月２１日（月） １３ １月２８日（月） 
比較、会話練習・聞取り・読書き会話文作り 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・ 韓国語講師 
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講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語中級２ 期   間  平成２４年１０月２日（火）～平成２５年１月２９日（火） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第１学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ １０月 ２日（火） ２ １０月 ９日（火） 助詞 ３ １０月１６日（火） ４ １０月２３日（火） 推測（現在） ５ １０月３０日（火） ６ １１月 ６日（火） 推測（未来） 間接話法③ ７ １１月１３日（火） 家族呼称 ８ １１月２０日（火） 変化 ９ １２月 ４日（火） 経験 間接話法④ １０ １２月１１日（火） 祝賀 １１ １月 ８日（火） 間接話法⑤ １２ １月２２日（火） 予定、決心 １３ １月２９日（火） 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・韓国語講師 
 講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語中級ステップアップ２ 期   間  平成２４年１０月３日（水）～平成２５年１月３０日（水） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第１学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ １０月 ３日（水） ２ １０月１０日（水） ３ １０月１７日（水） 
経験の結果 聞取りと表現 自由会話 ４ １０月２４日（水） ５ １０月３１日（水） ６ １１月 ７日（水） 
理由、希望 読みと表現 自由会話 ７ １１月１４日（水） ８ １１月２８日（水） ９ １２月 ５日（水） 
確認、未来推測 読みと表現 自由会話 １０ １２月１２日（水） １１ １月 ９日（水） １２ １月２３日（水） １３ １月３０日（水） 
言いきらない表現 読みと表現 自由会話 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・韓国語講師 
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講 座 名  愛を語るフランス文学４（フランスオペラを楽しむ） 期   間  平成２４年１０月３日（水）～１２月１９日（水） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 ３階Ｂ３５番教室 受講対象者  フランス文学に限らず文学・文化一般に興味のある方。テキストを講読いたしますのでフランス語の初級文法を修了された方が望ましいですが、単に講読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に関心のある方なら歓迎いたします。 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 ３日（水） ２ １０月１０日（水） ３ １０月１７日（水） ４ １０月２４日（水） ５ １０月３１日（水） ６ １１月 ７日（水） ７ １１月１４日（水） ８ １１月２１日（水） ９ １１月２８日（水） １０ １２月 ５日（水） １１ １２月１２日（水） １２ １２月１９日（水） 
受講者との話し合いで講読テキストを選びますが、フランスオペラを鑑賞しながら、オペラの台本の一部を読む予定。 
清水 まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化
 講 座 名  中国語入門      期   間  平成２４年１０月３日（水）～平成２５年１月１６日（水）  会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第２学習室 受講対象者  市民一般 募集人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ １０月 ３日（水） 
お腹が空いた。 発音１ 声調・単母音・複合母音 あいさつ用語 
２ １０月１０日（水） 本当においしい。 発音２ 子音・鼻母音 
３ １０月１７日（水） いくらですか？ 発音３声調の変化と声調の組み合わせ あいさつ用語４ １０月２４日（水） 私達は皆、学生です。 ５ １０月３１日（水） どこへ行きますか？ ６ １１月 ７日（水） 今年おいくつですか？ ７ １１月２１日（水） とてもおいしいです。 ８ １１月２８日（水） あなたの家はどこですか？９ １２月 ５日（水） ご家族は何人ですか？ １０ １２月１２日（水） どこで食事しますか？ １１ １２月１９日（水） 値段は安いです。 １２ １月 ９日（水） 良くなっていますか？ １３ １月１６日（水） 今すでに直りました。 
陶 琳 富山大学・ 非常勤講師 
英米言語文化 対照言語学 異文化コミュニケーション 
－ 81 －
講 座 名  中国語初級会話     期   間  平成２４年１０月４日（木）～平成２５年１月１７日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第２学習室 受講対象者  市民一般 募集人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 ４日（木） あそこには少数民族が沢山住んでいます。 ２ １０月１１日（木） 明日にはもう麗江を離れるんですね。 ３ １０月１８日（木） タクシーで来ました。 ４ １０月２５日（木） では明日は私がついてまわりましょう。 ５ １１月 １日（木） ぜひ見ていってください。 ６ １１月１５日（木） 新天地にはどう行ったらいいですか？ ７ １１月２２日（木） ここから歩いて行きましょう。 ８ １１月２９日（木） 食べる人もきっとすごく多いでしょう。 
９ １２月 ６日（木） 西湖一帯の風景がこんなに綺麗だとは思いませんでした。 １０ １２月１３日（木） 自分の荷物を忘れないように。 １１ １２月２０日（木） 大体一年に一度ですよ。 １２ １月１０日（木） 今晩は送別会をやりましょう。 １３ １月１７日（木） 旅コラム 
陶 琳 富山大学・ 非常勤講師 
英米言語文化 対照言語学 異文化コミュニケーション 
 講 座 名  シニアの ICT 社会の楽しみ方 期   間  平成２４年１０月４日（木）～１１月２日（金） 会   場  富山大学共通教育棟Ａ棟 ４階 教養教育端末室  受講対象者  ６０歳以上７０歳未満のシニアの方で，ICTに興味のある方 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 ４日（木） 動画共有サイトの USTREAM, YouTubeなどの楽しみ方(1)２ １０月 ５日（金） 動画共有サイトの USTREAM, YouTubeなどの楽しみ方(2)３ １０月１１日（木） 画像共有サイトのフォト蔵やPICASAなどの楽しみ方(1)４ １０月１２日（金） 画像共有サイトのフォト蔵やPICASAなどの楽しみ方(2)５ １０月１８日（木） 情報共有サイトの Facebook，Google+などの楽しみ方(1)６ １０月１９日（金） 情報共有サイトの Facebook，Google+などの楽しみ方(2)
７ １０月２５日（木） デジタル画像，映像を動画にする MovieMaker の楽しみ方(1) 
８ １０月２６日（金） デジタル画像，映像を動画にする MovieMaker の楽しみ方(2) ９ １１月 １日（木） 情報共有サイトの Facebook，Google+などの楽しみ方(3)１０ １１月 ２日（金） 制作作品の発表会と ICT 社会の楽しみ方 
高井  正三  総合情報基盤センター・教授 ソフトウェア工学  上木 佐季子  総合情報基盤センター・講師 教育工学 
 講 座 名  ヨーロッパの食文化を“味わう” part.2     期   間  平成２４年１０月１１日（木）～１１月１５日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第２学習室(第５・６回は人間発達科学部 ２棟２階 調理室) 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １２名 
 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１１日（木） ヨーロッパの食を知る：歴史と現在 1２ １０月１８日（木） ヨーロッパの食を知る：歴史と現在 2 徳橋  曜 人間発達科学部・ 教授 ヨーロッパ社会史 ３ １０月２５日（木） ワインを知る 1 
４ １１月 １日（木） ワインを知る 2： ボルドーワイン・セミナー 武田 眞知子 ル・ポワソニエ オーナーソムリエール
５ １１月 ８日（木） 食文化体験１  ―北陸とヨーロッパの食の融合― 
徳橋  曜  武田 眞知子 
人間発達科学部・教授  ル・ポワソニエ オーナーソムリエール
６ １１月１５日（木） 食文化体験 2  ―フランスとイタリアの食卓から― 武田 眞知子・加藤 千明・徳橋 曜  
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講 座 名  心理学への招待（後篇）     期   間  平成２４年１０月１３日（土）～平成２５年１月１２日（土） 会   場  富山大学人間発達科学部 １棟１階 １１２講義室 受講対象者  高校生以上の市民一般 募 集 人数  ５０名 回数 期 日 題   目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１３日（土） 認知と感情の関係 ２ １０月２０日（土） 感情の制御 ３ １０月２７日（土） 個人差の問題 ４ １２月 １日（土） 知能とは何か ５ １２月 ８日（土） 性格を測定する ６ １２月１５日（土） 人間関係の心理 ７ １２月２２日（土） 音楽と心とからだ ８  １月１２日（土） 心理学を生かすには？ 
海老原 直邦 富山大学・名誉教授 心理学 
 講 座 名  ドイツ歌曲を歌おう！－ロマン派を中心に(その２) 期   間  平成２４年１０月１３日（土）～平成２５年１月２６日（土） 会   場  富山大学共通教育棟 Ｃ２２番教室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題     目 講師氏名（所属職名・専攻分野） １ １０月１３日（土） 
２ １０月２０日（土） 
３ １１月２４日（土） 
４ １２月 １日（土） 
５ １２月 ８日（土） 
６ １２月２２日（土） 
７  １月１２日（土） 
８  １月２６日（土） 
歌う姿勢・発声法・ドイツ語の発音など、歌曲を歌うための基礎、および音楽を美しく演奏する表現法などについて、段階を踏んで学んでいきますので，初心者でも大丈夫です。詳細は講座の初回にお話ししますが、以下の曲を取り上げて学習する予定です。 １．アヴェマリア（シューベルト） ２．冬の旅より（シューベルト） ３．詩人の恋より（シューマン） ４．日曜日（ブラームス） ５．その他 
大前 さち子（声楽家・ソプラノ）   海老原あゆみ（ピアニスト・声楽伴奏） 
 講 座 名  アンニョンハセヨ 韓国語入門２     期   間  平成２４年１０月１３日（土）～平成２５年２月２日（土）  会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第１学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 １ １０月１３日（土） ２ １０月２０日（土） ３ １０月２７日（土） ４ １１月１０日（土） 
前期復習 ハングル文字 基本文型 文体②、助詞 会話練習・聞取り・読書き ５ １１月１７日（土） ６ １１月２４日（土） ７ １２月 １日（土） 
過去、否定、時間 会話練習・聞取り・読書き 
８ １２月 ８日（土） ９  １月 ５日（土） １０ １月１２日（土） 
位置 会話練習・聞取り・読書き 
１１ １月２６日（土） 
１２ ２月 ２日（土） 
手段、禁止、希望 会話練習・聞取り・読書き 総まとめ 
天坂 仁美 （財）とやま国際センター・韓国語講師 
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講 座 名  中国語講座（会話中心の中級クラス）     期   間  平成２４年１０月１３日（土）～平成２５年２月１６日（土）  会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第２学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １５名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１３日（土） 紹介 ２ １０月２０日（土） 人口 ３ １０月２７日（土） 食卓 ４ １１月１７日（土） 服飾 ５ １１月２４日（土） 住房 ６ １２月 １日（土） 消費 ７ １２月 ８日（土） 長安街 ８ １２月１５日（土） 農民 ９ １２月２２日（土） 少数民族 １０ １月１２日（土） 独生子女 １１ １月２６日（土） 教育 １２ ２月 ２日（土） 春節 １３ ２月１６日（土） 総復習・まとめ 
任 建宏    
富山大学・ 非常勤講師      
中日比較文化      
 講 座 名  はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7で Word&Excel2010を利用してみよう－（後期） 期   間  平成２４年１０月１５日（月）～１１月１３日（火） 会   場  富山大学共通教育棟Ａ棟 ４階 教養教育端末室 受講対象者  これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ １０月１５日（月） Windowsの基礎， Word 基本操作，文字の入力 
２ １０月１６日（火） Excel 基本操作， データの入力・計算，表の作成 
３ １０月２２日（月） Word 基本操作， 新しい文書の作成，文書の編集 ４ １０月２３日（火） Excel 数式と関数，グラフの作成 ５ １０月２９日（月） Word 表の作成と編集 ６ １０月３０日（火） Excel 表の編集 
７ １１月 ５日（月） Word イラスト・写真・図形の追加と調整 ８ １１月 ６日（火） Excelの活用 ９ １１月１２日（月） Word 確認問題，まとめ １０ １１月１３日（火） Excel 確認問題，まとめ 
      上木 佐季子 （Word 担当）   木原 寛 （Excel 担当） 
      総合情報基盤センター・講師    総合情報基盤センター・教授 
      教育工学     情報教育， 物理有機化学 
 講 座 名  ホームページをつくろう！ 期   間  平成２４年１０月１５日（月）～１０月１９日（金） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第３学習室 受講対象者  これからホームページをつくってみようという方 募 集 人数  ３名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１５日（月） ２ １０月１７日（水） ３ １０月１９日（金） 
新規サイトの作成、文字入力と装飾、画像の挿入、リンク作成、フレームページ作成をおこないます。あわせて、ＦＴＰ転送の仕方も練習します
仲嶺 政光 生涯学習部門・准教授 教育の社会史 
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講 座 名  ドイツ語講座中級Ⅰ 期   間  平成２４年１０月１８日（木）～１２月６日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第３学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ １０月１８日（木） 個人的な意見や好みをいう Bayern: Vorwort & Kapitel 1 
２ １０月２５日（木） 分離動詞と非分離動詞 Bayern: Kapitel 2&3 
３ １１月 １日（木） 過去分詞と現在完了形 Bayern: Kapitel 4&5 
４ １１月 ８日（木） 過去の出来事をいう Bayern: Kapitel 6&7 
５ １１月１５日（木） 命令と要求の表現 Bayern: Kapitel 8&9 
６ １１月２２日（木） 定冠詞と前置詞 Bayern: Kapitel 10 
７ １１月２９日（木） 目的について話す Bayern: Kapitel 11 
８ １２月 ６日（木） 個人的な狙いを言う Bayern: Kapitel 12 
ウォルフガング・ツォウベク 人文学部・教授 文化人類学 民衆演劇学 
 講 座 名  豊かな生活を支える現代化学 期   間  平成２４年１０月２０日（土）～１０月２７日（土） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 第３学習室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １６名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １０月２０日（土） 13：00～15：30 周期表と元素の発見 柘植 清志 理学部・教授 無機化学 １ １０月２０日（土） 15：30～17：00 私たちの生活と触媒 大澤 力 理学部・准教授 触媒化学 １０月２７日（土） 13：00～14：00 現代ライフスタイルを支える新しい電池 １０月２７日（土） 14：00～15：30 暮らしに彩りを与える発光材料 
野崎 浩一 理学部・教授 物理化学・ 光化学 ２ 
１０月２７日（土） 15：30～17：00 シリコンに代わる有機化合物  林 直人 理学部・准教授 有機化学  講 座 名  日本の文化・和菓子の魅力を探る 期   間  平成２４年１０月２１日（日）～１２月２日（日） 会   場  富山大学人間発達科学部 ２棟２階 調理室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ １０月２１日（日） 身近な素材で作る健康的な和菓子 
２ １０月２８日（日） 素材、製法、分類、技法など 
３ １１月１８日（日） 家庭で作る茶席菓子 
引網 康博 和菓子職人 和菓子作り 
４ １２月 ２日（日） 四季の和菓子、図案と菓銘 総括 
引網 康博  藤田 公仁子 
和菓子職人  地域連携推進機構 生涯学習部門・教授 
和菓子作り  食生活・ 食文化     
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講 座 名  発達障害児・者とその家族を地域で支える   期   間  平成２４年１１月１０日（土）～１１月１７日（土） 会   場  富山大学共通教育棟Ｂ棟 Ｂ２１番教室 受講対象者  富山県内在住の市民 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
発達障害児と遊び 早川 隆志 NPO 法人子ども遊ばせ隊・理事長 子どもサポート 
幼児期・児童期の発達障害児 西村 優紀美 保健管理センター・ 准教授 発達障害児・者支援 
発達障害児・者の家族サポート 末村 裕美 とやま発達障害親の会・会長 発達障害児支援 
１ １１月１０日（土） 
発達障害児・者への学習支援 水野 薫 学生支援センター・ コーディネーター 発達障害学生支援 富山型デイサービスふらっとの取り組みと発達障害者支援 
成人の発達障害者支援の特徴 宮袋 季美 NPO法人ふらっと理事長 福祉 
コミュニティカフェにおける発達障害児・者の支援 加藤 愛理子 
富山 YMCA フリースクール講師・さくらカフェ担当 地域支援 
地域支援のあり方 水野 薫 学生支援センター・ コーディネーター 発達障害学生支援 
２ １１月１７日（土） 
地域の中の居場所 宮田 準 ひとのま学園代表 地域支援 
 講 座 名  iPadで広がるあなたの ITライフ 期   間  平成２４年１１月１５日（木）～１２月８日（土） 会   場  人間発達科学部 第３棟５階 図工・メディア室 受講対象者  市民一般（パソコン初級者） 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ １１月１５日（木） iPad とは／接続環境や必要なもの／設定方法／基本的な操作方法と標準アプリ 上山 輝 人間発達科学部・准教授 マルチメディア 
２ １１月２２日（木） iPad でのメディアデータの扱い方 高信 行秀 上山 輝 ターミガンデザインズ 人間発達科学部・准教授 メディア環境 マルチメディア 
３ １１月２９日（木） 紙から iPadへ、iPadから紙へ 高信 行秀 ターミガンデザインズ メディア環境 
４ １２月 ７日（金） 人とつながる iPad 渥美 聡子  メディアコミュニケーション 
５ １２月 ８日（土） ネットショッピングについて／ネット社会の注意点 
渥美 聡子  高信 行秀 上山 輝 
  ターミガンデザインズ 人間発達科学部・准教授 
メディアコミュニケーション メディア環境 マルチメディア  
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〔健康・スポーツ講座〕 
 講 座 名  ゴルフ(初級者)コース 期   間  平成 24年 8月 6日（月）～8月 31日（金） 会   場  呉羽カントリークラブ練習場およびコース，古沢ゴルフクラブ 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 時  間 講師氏名 所属・職名 １ ８月 ６日（月） １８：３０～２０：３０ ２ ８月 ７日（火） １８：３０～２０：３０ ３ ８月２７日（月） ６：００～ ８：００ ４ ８月２８日（火） ６：００～ ８：００ ５ ８月２９日（水） ６：００～ ８：００ ６ ８月３０日（木） １３：００～１６：００ ７ ８月３１日（金） ６：００～ ８：００ 
西川 友之 大川 信行 佐伯 聡史 鑑田  茂 
人間発達科学部・教授 人間発達科学部・教授 人間発達科学部・准教授 呉羽カントリークラブ所属プロ 
 講 座 名  山歩きの楽しみ 期   間  平成２４年８月９日（木）～８月１１日（土） 会   場  立山— 五色ヶ原— 鳶岳 受講対象者  市民一般（但し、岩場や雪渓があり、１日８〜９時間歩くので、健脚の方） 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ８月 ９日（木） １日目、富山駅前発、天狗平、室堂、奥大日岳方面往復、室堂山荘宿泊 
２ ８月１０日（金） ２日目、一の越。東一の越往復、浄土山、ザラ峠、五色ヶ原山荘泊 
３ ８月１１日（土） ３日目、鳶岳往復、五色ヶ原散策、ザラ峠、浄土山、室堂、富山駅前着 
増田 恭次郎  唐原 一郎 
理学部・客員教授  理学部・准教授 
植物形態学  植物形態学 
 講 座 名  親子スキー教室       期   間  平成２５年１月２６日（土）～１月２７日（日） 会   場  牛岳温泉スキー場 受講対象者  親子ただし、子どものスキーレベルが未経験者から初心者 募 集 人数  ２０組 講 師  人間発達科学部・教 授     堀田 朋基 人間発達科学部・教 授     鳥海 清司        人間発達科学部・准教授     佐伯 聡史 月 日 １／２６(土) １／２７(日)  時 間 9：00～17：00 (7時間) 9：00～17：00 (7時間) 計 (14時間)  
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〔体験講座〕  講 座 名  家庭菜園を楽しもう 期   間  平成２４年４月５日（木）～ １０月２５日（木） 会   場  富山大学人間発達科学部附属農場（富山市花園町４丁目４番１８号） 受講対象者  家庭菜園初心者（もしくは基本的な栽培技術を習得したいと考えている方） 募 集 人数  15名 回数 期 日 題     目 講師氏名（所属職名・専攻分野） １ ４月 ５日（木） オリエンテーション，畑作り ２ ４月１９日（木） ３ ５月１０日（木） 夏野菜の栽培 ４ ５月２４日（木） ５ ６月 ７日（木） ６ ６月２１日（木） ７ ７月１２日（木） 
作物の管理技術 植物の知識 環境・農業問題 等 
８ ８月１６日（木） 秋冬野菜の栽培 ９ ９月 ６日（木） 環境と栽培技術 １０ １０月２５日（木） 野菜の収穫・収穫祭 
穴山 彊（本学名誉教授・技術教育） 田中 晋（本学名誉教授・生物） 田中 美弥（野菜ソムリエ） 外山 浩子（JASオーガニック検査員） 山口 晴司（本学名誉教授・生物化学） 結城 善之（本学元講師・農業） 高橋 満彦（人間発達科学部・准教授・環境） 増山 照夫（人間発達科学部・技術職員・栽培管理）山本 将之（理学部生物学科・講師・植物遺伝学）
 講 座 名  入門ピラティス ＃３(日中クラス) 期   間  平成２４年４月５日（木）～８月２日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者   健康に関心と興味を持っている市民一般。平成 22～23年度前期に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。日中のクラスか夜のクラスのいずれか一方をお選びください。（ただし、妊婦の方はご遠慮下さい。体に都合がある方は、前もって医師に相談してください。） 募 集 人数  ６名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月 ５日（木） ２ ４月１９日（木） ３ ５月１７日（木） ４ ５月３１日（木） ５ ６月１４日（木） ６ ６月２８日（木） ７ ７月 ５日（木） ８ ７月１９日（木） ９ ８月 ２日（木） 
レクチャーと数種類のエクササイズを行います。 キタノ・アスカ 
富山大学・ 非常勤講師 FTP 認定ピラティスインストラクター 
英語教育 
 講 座 名  入門ピラティス ＃３(夜のクラス) 期   間  平成２４年４月５日（木）～８月２日（木） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者   健康に関心と興味を持っている市民一般。平成 22～23年度前期に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。日中のクラスか夜のクラスのいずれか一方をお選びください。（ただし、妊婦の方はご遠慮下さい。体に都合がある方は、前もって医師に相談してください。） 募 集 人数  ６名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月 ５日（木） ２ ４月１９日（木） ３ ５月１７日（木） ４ ５月３１日（木） ５ ６月１４日（木） ６ ６月２８日（木） ７ ７月 ５日（木） ８ ７月１９日（木） ９ ８月 ２日（木） 
レクチャーと数種類のエクササイズを行います。 キタノ・アスカ 
富山大学・ 非常勤講師 FTP 認定ピラティスインストラクター 
英語教育 
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講 座 名  勾玉について知り、勾玉を作ってみよう 期   間  平成２４年４月９日（月）～４月２３日（月） 会   場  富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 学習室 受講対象者   市民一般（小・中学生も可） 募 集 人数  １５名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月 ９日（月） 勾玉の起源と変遷 ２ ４月１６日（月） ヒスイ勾玉の謎 ３ ４月２３日（月） 勾玉を作ってみよう 髙橋 浩二 人文学部・准教授 日本考古学  講 座 名  大人のための小学校のものづくり 期   間  平成２４年１０月２３日（火）～１２月１８日（火）  実 施 場 所  油絵や彫刻までは自信が持てないけれど、絵を描いたり、ものをつくったりすることに興味をもっていらっしゃる社会人の方。小学生の子どもさんのいらっしゃる父母や祖父母の方も含む。 受講対象者  富山大学人間発達科学部３棟５階（図工・メディア室） 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月２３日（火） １年ふくらむおもちゃ ２ １０月３０日（火） ２年ストローを使ったおもちゃ ３ １１月 ６日（火） ３年合成粘土を使って生まれる形 
４ １１月１３日（火） ４年空き箱や段ボールを用いたころがるおもちゃ 
５ １１月２０日（火） ５年簡単アニメーション デジタルカメラを使って ６ １２月 ４日（火） ６年板材を使ったパズル（１） ７ １２月１１日（火） ６年板材を使ったパズル（２） 
８ １２月１８日（火） 完成作品鑑賞会と講義「子どもの造形とものづくりの未来」 
隅  敦 人間発達科学部・ 准教授 美術科教育 
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【高岡キャンパス】 〔教養講座〕  講 座 名  塑造人体ヌード制作 期   間  平成２４年４月１１日（水）～７月２５日（水） 会   場  富山大学高岡キャンパス  彫塑室 受講対象者  市民一般及び学生 募 集 人数  ８名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月１１日(水) デッサン（ヌードモデル） 
２ ４月１８日(水) デッサン（ヌードモデル） 固定ポーズ決定 ３ ４月２５日(水) 心棒造り（ヌードモデル） ４ ５月 ９日(水) モデリング（ヌードモデル） ５ ５月１６日(水) モデリング（ヌードモデル） ６ ５月２３日(水) モデリング（ヌードモデル） 
７ ５月３０日(水) モデリング（ヌードモデル） 中間講評 ８ ６月 ６日(水) モデリング（ヌードモデル） ９ ６月１３日(水) モデリング（ヌードモデル） １０ ６月２０日(水) モデリング（ヌードモデル） １１ ６月２７日(水) モデリング（ヌードモデル） １２ ７月 ４日(水) モデリング（ヌードモデル） １３ ７月１１日(水) 石膏取り １４ ７月１８日(水) 石膏取り 
１５ ７月２５日(水) 着色技法 講評 
  後藤 敏伸    斎藤 晴之    米納 宗宏  
 芸術文化学部・教授   芸術文化学部・准教授   彫刻家  
 彫刻・環境造形  立体造形・漆造形   彫刻・型取り  
 講 座 名  医療従事者のための入門中国語 期   間  平成２４年４月１２日（木）～７月２６日（木） 会   場  富山大学高岡キャンパス  H－281室 受講対象者  医療従事者 市民一般 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月１２日（木） 中国語とは・中国語の発音１ ２ ４月１９日（木） 中国語の発音２ ３ ４月２６日（木） 中国語の発音３ ４ ５月１０日（木） 挨拶ができる ５ ５月１７日（木） 身分・職業をたずねる ６ ５月２４日（木） 所有の有無をたずねる ７ ５月３１日（木） 家族構成をたずねる ８ ６月 ７日（木） 何ができるかをたずねる ９ ６月１４日（木） 体調をたずねる １０ ６月２１日（木） 行動をうながす（１） １１ ６月２８日（木） 行動をうながす（２） １２ ７月 ５日（木） 動作を指示する（１） １３ ７月１２日（木） 動作を指示する（２） １３ ７月１９日（木） 処方を説明する １５ ７月２６日（木） 病状を説明する 
山田 眞一 芸術文化学部・教授 中国語学・中国語教育学 
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講 座 名  漆と親しむ －気軽に使える片口の制作－ 期   間  平成２４年４月１７日（火）～６月８日（金） 会   場  富山大学高岡キャンパス  演習室 H-182 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月１７日（火） 木地調整、注ぎ口の制作 ２ ４月２０日（金） 木固め ３ ４月２４日（火） コクソ彫り、コクソ付け ４ ４月２７日（金） 布着せ ５ ５月 ８日（火） 布目揃え、布目すり、 ６ ５月１１日（金） 錆び付け（表） ７ ５月１５日（火） サビ研ぎ、錆び付け（裏） ８ ５月１８日（金） サビ研ぎ、捨て塗り（表） ９ ５月２２日（火） サビ研ぎ、捨て塗り（裏） １０ ５月２５日（金） 研ぎ、中塗り（表） １１ ５月２９日（火） 研ぎ、中塗り（裏） １２ ６月 １日（金） 中塗り研ぎ、仕上げ塗り（表） １３ ６月 ５日（火） 中塗り研ぎ、仕上げ塗り（裏） １４ ６月 ８日（金） 講評会 
林   曉   齋藤 晴之   高橋 誠一   小川 太郎  
芸術文化学部・ 教授  芸術文化学部・ 准教授  芸術文化学部・ 准教授  芸術文化学部・ 助教 
漆工   漆工   漆工   漆工  
 講 座 名  楽しい初級英会話 期   間  平成２４年４月２４日（火）～７月３日（火） 会   場  富山大学高岡キャンパス  演習室 H-283 受講対象者  中学３年生以上 募 集 人数  ８名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ４月２４日(火) ２ ５月 ８日(火) ３ ５月２２日(火) ４ ６月 ５日(火) ５ ６月１９日(火) ６ ７月 ３日(火) 
・やさしい英語を使ったフリートーキング。毎回テーマを決めて英語で話します。  ・「こうすれば伝わる」英語表現の練習  
渡辺 康洋 芸術文化学部・教授 観光英語 
 講 座 名  ボンジュール初級フランス語１ 期   間  平成２４年５月７日（月）～７月３０日（月） 会   場  富山大学高岡キャンパス 受講対象者  前年度入門フランス語フランス文化２を終了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ５月 ７日（月） ２ ５月１４日（月） ３ ５月２１日（月） ４ ５月２８日（月） ５ ６月 ４日（月） ６ ６月１１日（月） ７ ６月１８日（月） ８ ６月２５日（月） ９ ７月 ２日（月） １０ ７月 ９日（月） １１ ７月２３日（月） １２ ７月３０日（月） 
教科書にそってフランス語の最初歩から始め、基礎文法と簡単な会話表現を習得する。テキストは前年度入門フランス語フランス文化２の終了時点から始めますが、まったくの初心者にも対応いたします。 
清水 まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
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講 座 名  精密鋳造技法で作る小物 期   間  平成２４年８月５日（日）～９月９日（日） 会   場  富山大学高岡キャンパス  演習室 182，精密鋳造室，鋳造研究室 受講対象者  中学生以上 募 集 人数  ７名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ ８月 ５日(日) 講座内容の説明．蝋原型制作 ２ ８月１９日(日) 蝋原型制作 ３ ９月 ２日(日) 湯道づくり、鋳型づくり ４ ９月 ９日(日) 鋳込み．仕上げ 
清水 克朗 芸術文化学部・准教授 美術鋳造 
 講 座 名  ボンジュール初級フランス語２ 期   間  平成２４年１０月１日（月）～１２月１７日（月） 会   場  富山大学高岡キャンパス 受講対象者  前期初期フランス語１を終了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 １日（月） ２ １０月１５日（月） ３ １０月２２日（月） ４ １０月２９日（月） ５ １１月 ５日（月） ６ １１月１２日（月） ７ １１月１９日（月） ８ １１月２６日（月） ９ １２月 ３日（月） １０ １２月１０日（月） １１ １２月１７日（月） 
教科書にそってフランス語の最初歩から始め、基礎文法と簡単な会話表現を習得する。テキストは前期初級フランス語 1 の終了時点から始める。 
清水まさ志 富山大学・ 非常勤講師 フランス言語文化 
 講 座 名  テラコッタ頭像制作 期   間  平成２４年１０月４日（木）～１１月２９日（木） 会   場  富山大学高岡キャンパス  塑像室 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １２名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 ４日（木） デッサン、テラコッタ頭像制作 ２ １０月１１日（木） テラコッタ頭像制作 ３ １０月１８日（木） テラコッタ頭像制作 ４ １０月２５日（木） テラコッタ頭像制作 
５ １１月 １日（木） テラコッタ頭像制作 中間講評 ６ １１月 ８日（木） テラコッタ頭像制作 ７ １１月１５日（木） テラコッタ頭像制作 ８ １１月２２日（木） 石膏型取り ９ １１月２９日（木） 講評 
後藤 敏伸  米納 宗宏 
芸術文化学部・ 教授 彫刻家 
彫刻・環境造形 彫刻・型取り 
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講 座 名  テンペラ画 期   間  平成２４年１０月４日（木）～１２月１７日（月） 会   場  富山大学高岡キャンパス 工芸演習室他 受講対象者  市民一般 募 集 人数  １５名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野
１ １０月 ４日(木) テンペラ画技法と基底材について パネルへの下地拵え 
２ １０月１１日(木) 
パネルへの下地拵え キャンバスへの下地拵え メディウム作り 制作準備（イーゼル） ３ １０月１５日(月) 下塗り エスキース制作・素描 ４ １０月１８日(木) ５ １０月２２日(月) ６ １０月２５日(木) ７ １０月２９日(月) ８ １１月 １日(木) 
彩色（キャンバス） 
９ １１月 ５日(月) 彩色（キャンバス）完成 １０ １１月 ８日(木) 講評 １１ １１月１２日(月) エスキース制作・素描（パネル） １２ １１月１５日(木) １３ １１月２２日(木) １４ １１月２６日(月) １５ １１月２９日(木) １６ １２月 ３日(月) １７ １２月 ６日(木) １８ １２月１０日(月) 
彩色（パネル） 
１９ １２月１３日(木) 彩色（パネル）完成 
２０ １２月１７日(月) 講評 片付け 
安達 博文   藤井  武 
芸術文化学部・ 教授  春陽会員 
絵画   絵画 
 講 座 名  やさしい英会話～入門・海外旅行で使える英語～ 期   間  平成２４年１０月９日（火）～１２月１８日（火） 会   場  富山大学高岡キャンパス  演習室 Ｈ-283 受講対象者  中学３年生以上 募 集 人数  １５名 回数 期  日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 ９日(火) ２ １０月２３日(火) ３ １１月 ６日(火) ４ １１月２０日(火) ５ １２月 ４日(火) ６ １２月１８日(火) 
・やさしい英語を使ったフリートーキング ・世界の観光地を紹介した英文テキストのリーディング練習とＱ＆Ａ ・旅行中に使う簡単な表現の練習 
渡辺 康洋 芸術文化学部・教授 観光英語 
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【杉谷キャンパス】 〔教養講座〕 
 講 座 名  薬用植物の育て方・殖やし方 中級編 期   間  平成２４年４月２１日（土）～１０月２７日（土） 会   場  富山大学杉谷キャンパス 薬学部附属薬用植物園 受講対象者  植物の栽培に興味があるが、あまり経験の無い方でこれから試して見たい方 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ４月２１日（土） オリエンテーション 播種 
黒崎文也 辰尾良秋 高尾泰昌 藤野廣春 
植物機能科学・教授 薬用植物園 薬用植物園 薬用植物園 
薬用植物学   
２ ５月２６日（土） 挿し木、 接ぎ木の実演（予定） 植付け 
３ ６月３０日（土） 取り木、植え替え ４ ７月２８日（土） 園内見学、植え替え ５ ８月２５日（土） 植え替え、鉢上げ 
辰尾良秋 高尾泰昌 藤野廣春 
薬用植物園 薬用植物園 薬用植物園  
６ １０月２７日（土） 鉢上げ、結果確認 総評、修了証書授与 
黒崎文也 辰尾良秋 高尾泰昌 藤野廣春 
植物機能科学・教授 薬用植物園 薬用植物園 薬用植物園 
薬用植物学    講 座 名  最新の心肺蘇生法を学ぼう     期   間  平成２４年７月２１日（土）  会   場  富山駅前ＣｉＣ３階 学習室４ 受講対象者  心肺蘇生に関心のある市民一般 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ ７月２１日（土） 最新の心肺蘇生法を学ぼう 
奥寺  敬（医学部・教授・救急・災害医学） 有嶋 拓郎（医学部・教授・地域医療支援学） 若杉 雅浩（医学部・講師・救急・災害医学） 濱田 浄司（附属病院・診療助手・救急部）  講 座 名  退職後の自分らしい生き方のためのケアウィル講座 期   間  平成２４年１０月５日（金）～１１月 ３０日（金） 会   場  富山大学共通教育棟Ａ棟 ３階 Ａ３３番教室 受講対象者  ５５歳以上で退職を境にした前後５年以内の男性 募 集 人数  ２０名 回数 期 日 題     目 講師氏名、所属・職名、専攻分野 
１ １０月 ５日（金）
２ １０月１２日（金）
３ １０月１９日（金）
４ １０月２６日（金）
５ １１月 ２日（金）
６ １１月３０日（金）
・現代社会の豊かさと健康  ・家庭経営－男と女の競争・協奏曲 ・退職後における日々の暮らし  ・地域で作るケアの意味―家族と 介護を考える― ・高齢者を支援する社会の窓口  ・ポジティブ行動モニタリング ・ポジティブエイジングに向けて  ・ケアウィルプランニングに向けて ・Let’sケアウィルプランニング  ・Let’sケアウィル表明 
鏡森 定信（富山大学名誉教授・医師）  神川 康子（人間発達科学部人間環境システム学科・教授） 須永 恭子（医学部看護学科地域看護学講座・准教授） 立瀬 剛志（医学部医学科保健医学講座・地域医療･保健支援部門副部門長） 新鞍 真理子（医学部看護学科老年看護学講座・准教授） 藤森 純子（地域医療･保健支援部門・コーディネーター） 本田  徹 （ほんだクリニック・院長）  宮地 正典（健康保養地医学研究機構・理事）  
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講 座 名  富山のやくぜん 基礎から学んで日常に採り入れよう！理論から施膳まで 期   間  平成２４年１０月９日（火）～１１月６日（火） 会   場  富山大学杉谷キャンパス 民族薬物資料館３階 （第５回のみ五福キャンパス 人間発達科学部２棟２階 調理室） 受講対象者  市民一般 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月 ９日（火） 健康と食 鏡森 定信 富山大学・名誉教授 保健医学 ２ １０月１６日（火） 身近な薬草 伏見 裕利 富山大学・特命准教授 生薬学・薬用植物学３ １０月２３日（火） 漢方医学の基礎 柴原 直利 富山大学・教授 臨床医学・漢方医学４ １０月３０日（火） 薬膳に利用できる生薬と食材 小松かつ子 富山大学・教授 生薬学・薬用植物学５ １１月 ６日（火） 薬膳施膳理論と調理実習 大島 政文 料亭「川柳」料理長 調理師  講 座 名  再生医学について考えてみよう。 期   間  平成２４年１０月１３日（土） 会   場  富山大学杉谷キャンパス 研究棟４階 再生医学講座 受講対象者  中学生、高校生および再生医学に興味をお持ちの一般市民 募 集 人数  ３０名 回数 期 日 題 目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 
１ １０月１３日（土） 再生医学について考えてみよう 
二階堂 敏雄  吉田 淑子  岡部 素典  小池 千加 
大学院医学薬学研究部・教授 大学院医学薬学研究部・准教授 大学院医学薬学研究部・助教 大学院医学薬学研究部・助教 
再生医学・分子細胞生物学 再生医学・組織学  再生医学・細胞工学  再生医学・生化学 
 講 座 名  未来の薬剤師大集合!!!（小学生低学年編） 期   間  平成２４年１０月１３日（土）～１０月２０日（土） 会   場  富山大学薬学部 ＴＤＭ室・調剤実習室 受講対象者  小学生低学年（１年生から２年生）保護者同伴可 募 集 人数  １０組 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１３日（土） 調剤をしよう!! 
２ １０月２０日（土） クスリのリスクを考えよう!! 
藤 秀人 （薬学部・教授・医療薬学） 辻 泰弘 （薬学部・准教授・医療薬学） 岡崎 史泰（薬学部・助教・医療薬学）  講 座 名  未来の薬剤師大集合!!!（小学生中学年編） 期   間  平成２４年１０月１４日（日）～１０月２１日（日） 会   場  富山大学薬学部 ＴＤＭ室・調剤実習室 受講対象者  小学生低学年（３年生から４年生）保護者同伴可 募 集 人数  １０組 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１４日（日） 調剤をしよう!! 
２ １０月２０日（日） クスリのリスクを考えよう!! 
藤 秀人 （薬学部・教授・医療薬学） 辻 泰弘 （薬学部・准教授・医療薬学） 岡崎 史泰（薬学部・助教・医療薬学）  講 座 名  未来の薬剤師大集合!!!（小学生高学年編） 期   間  平成２４年１０月１３日（土）～１０月２０日（土） 会   場  富山大学薬学部 ＴＤＭ室・調剤実習室 受講対象者  小学生低学年（５年生から６年生）保護者同伴可 募 集 人数  １０組 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１３日（土） 調剤をしよう!! 
２ １０月２０日（土） クスリのリスクを考えよう!! 
藤 秀人 （薬学部・教授・医療薬学） 辻 泰弘 （薬学部・准教授・医療薬学） 岡崎 史泰（薬学部・助教・医療薬学） 
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講 座 名  未来の薬剤師大集合!!!（中学生編） 期   間  平成２４年１０月１４日（日）～１０月２１日（日） 会   場  富山大学薬学部 ＴＤＭ室・調剤実習室 受講対象者  中学生 保護者同伴可 募 集 人数  １５名 回数 期 日 題     目 講師氏名 所属・職名 専攻分野 １ １０月１４日（日） 調剤をしよう!! 
２ １０月２０日（日） クスリのリスクを考えよう!! 
藤 秀人 （薬学部・教授・医療薬学） 辻 泰弘 （薬学部・准教授・医療薬学） 岡崎 史泰（薬学部・助教・医療薬学）  
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生涯学習推進懇話会資料（抜粋）
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富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 24年度事業 
  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に、多様なテーマと形態で数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに、体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより、地域社会の教育文化の向上に資することを目的としている。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開し、生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、生涯学習の機会を広く地域住民に提供し、本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき、富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト公開講座   一般市民を対象に富山駅前 CiC にて、８学部の教員がそれぞれ講師を担当し、年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行う。自大学の教員をコーディネーターとし、他大学の教員を講師に迎え、一般市民を対象としてセミナーを開催している。  ⑥ その他 ・コラボフェスタ 2012 2012 年 9月 24 日（水）、富山大学五福キャンパス内においてコラボフェスタ 2012 を開催した。 文部科学省高等教育局長 板東久美子氏による「地域再生の核となる大学づくり」というテーマで、COC（Center of Community）構想の推進について基調講演を行った。これに続き，公開シンポジウム「地域活性化の拠点となる大学の在り方」をテーマにパネラーを招き，活発な意見交換が行われた。 ポスター展示で生涯学習部門は、「高等教育を地域に広く開放するために 」をテーマに取り組み事例を紹介し、参加者との意見交換を行った。  ・ 講師等紹介   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに、企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。 
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富山大学公開講座規則 
平成17年10月１日制定 
平成20年４月１日改正 
平成20年７月22日改正 
平成24年11月13日改正 
 
（趣旨） 
第１条 この規則は，国立大学法人富山大学学則第92条第２項の規定に基づき，富山大学
（以下「本学」という。）が開設する公開講座に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（目的） 
第２条 公開講座は，本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに，体系性の
ある独自のカリキュラムを開発・提供することにより，地域社会の教育文化の向上に資
することを目的とする。 
（開設） 
第３条 公開講座は，国立大学法人富山大学地域連携推進機構生涯学習部門（以下「生涯
学習部門」という。）が企画及び立案し，その実施にあたる。 
（講師） 
第４条 公開講座の講師は，本学の教員とし，学長が命ずる。ただし，必要がある場合は，
学外の学識経験者を講師として委嘱することができる。 
（修了） 
第５条 公開講座において，所定の課程を修了した者には，修了証書を授与する。 
（講習料） 
第６条 公開講座の講習料は，受講申請を受理するときに徴収し，既納の講習料は，還付
しない。ただし，本学側の事由により講座を中止した場合は，その限りでない。 
２ 講習料の額は，富山大学における授業料その他の費用に関する規則に定める額とする。 
（事務） 
第７条 公開講座に関する事務は，研究振興部社会貢献グループ，医薬系事務部研究協力
グループ及び芸術文化系支援グループにおいて処理する。 
附 則 
この規則は，平成17年 10月 1日から施行する。 
附 則 
この規則は，平成20年４月 1日から施行する。 
   附 則 
この規則は，平成20年７月 22日から施行する。 
   附 則 
この規則は，平成24年 12月１日から施行する。 
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時　　　間 受　講　料
　　　　　　　　　　　   5時間以下 　　５，３００円
　5時間超え～10時間以下 　　６，３００
10時間超え～15時間以下 　　７，３００
15時間超え～20時間以下 　　８，３００
20時間超え～25時間以下 　　９，３００
25時間超え～30時間以下 　１０，３００
30時間超え～35時間以下 　１１，３００
35時間超え～40時間以下 　１２，３００
40時間超え～45時間以下 　１３，３００
45時間超え～50時間以下 　１４，３００
　　　（以下略）
　公　開　講　座　受　講　料　
富山大学における授業料その他の費用に関する規則(抜粋)
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めやす
入　門 これから会話をはじめる方。語学から長い間離れており，話すことも聴くことも自信がない方。
初　級 ゆっくり話せば簡単な会話が理解できる方。基本的な文法や，簡単な作文ができる方。
中　級 通常会話であれば要点を理解し，応答にもそれほど不自由しない方。表現力の不足があっても自己の意見を伝える語彙を備えている方。
上　級 聴くことも話すこともナチュラルスピードで対応でき，ディスカッションに参加できる力がある方。
外国語の公開講座 コースレベル選択の目安
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富山大学公開授業規則 
平成17年10月 1日制定 
平成20年４月 1日改正 
平成20年７月22日改正 
平成24年10月１日改正 
 
（趣旨） 
第１条 この規則は，富山大学（以下「本学」という。）が開講する公開授業（以下「オー
プン・クラス」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（目的） 
第２条 オープン・クラスは，生涯学習に対する社会的要請に応えるという観点から，本
学が開講する授業を公開し，生涯学習の機会を広く地域住民に提供するとともに，本学
と地域社会との連携を深めることを目的とする。 
（実施形態） 
第３条 オープン・クラスは，本学が教育上の目的を達成するため体系的に編成した教育
課程を構成する授業科目を公開して実施する。 
（受講生及び受講資格） 
第４条 オープン・クラスの受講生は，富山大学オープン・クラス受講生募集要項（以下
「募集要項」という。）により受講届を提出し受講を登録した者とする。 
２ オープン・クラスの受講資格は，高等学校卒業若しくはこれと同等の学力があると認
められる者とする。 
（公開授業科目等） 
第５条 本学が開講する授業科目のうち，本学学生に対する教育上の目的を達成する必要
性から，公開することがふさわしくないとみなされるものは，公開の対象としない。 
２ オープン・クラスの受講生には，単位の認定は行わない。 
（受講料等） 
第６条 オープン・クラスの受講料は，受講届を受理するときに徴収し，既納の受講料は
還付しない。ただし，本学側の事由により開講を中止した場合は，その限りでない。 
２ オープン・クラスの受講料の額は，富山大学における授業料その他の費用に関する規
則に定める額とする。 
（受講生の義務） 
第７条 オープン・クラスの受講生は，受講に当たり本学が行う教育及び研究に支障を来
たさないよう努めるとともに，本学関係者の指示に従わなければならない。 
（受講の停止） 
第８条 オープン・クラスの受講生が，前条の義務に違反し，本学の秩序を乱し，又は受
講生としてふさわしくない言動等があった場合は，受講を停止することができる。 
２ 前項による受講停止の場合であっても，既納の受講料は還付しない。 
（オープン・クラスの実施企画等） 
第９条 オープン・クラスの実施計画等は，国立大学法人富山大学地域連携推進機構生涯
学習部門（以下「生涯学習部門」という。）が行う。 
 （事務） 
第 10条 オープン・クラスに関する事務は，研究振興部社会貢献グループ，医薬系事務部
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研究協力グループ及び芸術文化系支援グループにおいて処理する。 
（雑則） 
第 11条 生涯学習部門は，各キャンパス関係委員会と密接に連携するものとする。 
２ この規則に定めるもののほか，オープン・クラスの実施に関し必要な事項は，別に定
める。 
 
附 則 
この規則は，平成17年10月1日から施行する。 
附 則 
この規則は，平成20年４月1日から施行する。 
  附 則 
この規則は，平成20年７月22日から施行する。 
  附 則 
この規則は，平成24年10月１日から施行する。 
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平成25年2月4日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1425.5（37.5） 1434（58） 1,003 885（ ）内は、中止講座の講座数、時間数、募集人員数
富山大学公開講座実施状況一覧
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平成24年度公開講座一覧 平成25年2月4日現在◆五福キャンパス
計 男 女
1 勾玉について知り、勾玉を作ってみよう 高橋　浩二 4/9～4/23 4.5 市民一般（小・中学生も可） 15 5 1 4 5
2 『古今和歌集』を読みながら、変体仮名に親しもう 樋野　幸男 4/20～8/3 10 市民一般 10 14 5 9 10
3 心理学への招待（前篇） 黒川　光流 4/21～7/14 16 高校生以上の市民一般 50 30 9 21 23
4 ドイツ歌曲を歌おう！－ロマン派を中心に(その１) 海老原　直邦 4/28～8/4 16 市民一般 30 30 4 26 26
5 古注釈で読む『猿蓑』の俳句 二村　文人 5/7～6/11 9 市民一般 25 2 0 2 2
6 中国語　つぎへの一歩 楊　峰 5/7～8/6 26 市民一般で、中国語の入門をひととおり終えられた方 16 9 7 2 9
7 心理学への招待（後篇） 黒川　光流 10/13～1/12 16 高校生以上の市民一般 50 19 8 11 14
8 ドイツ歌曲を歌おう！－ロマン派を中心に(その２) 海老原　直邦 10/6～12/22 16 市民一般 30 27 4 23 23
9 ドイツ語講座中級Ⅰ ウォルフガング・ツォウベク 10/18～12/6 12 市民一般 10 7 3 4 7
10 家庭菜園を楽しもう 高橋　満彦 4/5～10/25 30 家庭菜園初心者（もしくは基本的な栽培技術を習得したいと考えている方） 15 16 8 8 16 受講希望者42名
11 とやま学－近世富山の史料を読む(前期) 深井　甚三 4/16～7/30 13.5 市民一般 15 12 9 3 12
12 原発震災を二度と繰り返さない道 林　衛 4/21～7/14 10.5 市民一般 40 20 9 11 16
13 学ぶって楽しい！ぼくらの課外授業(３) 水内　豊和 5/11～7/20 8 富山県在住の知的障害者(18歳以上)で６つすべての条件を満たす者 8名 5 3 2 5
14 平成２４年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 阿部　美穂子 6/17～11/18 10 年長～小学2年生までの子ども保護者 12組 16 6 10 16
15 ジョイジョイクラブで遊ぼう、話そう。障害のあるお子さんのきょうだいの育ちをサポートする家族セミナー 阿部　美穂子 6/30～12/1 11.5 障害のあるお子さん（年齢不問）と、そのきょうだい（小・中学生のみ）と保護者 20組 7 2 5 7
16 ゴルフ（初級者）コース 西川　友之 8/6～8/31 15 市民一般 20 6 4 2 6
17 近世ヨーロッパ社会と音楽文化 石井　哲夫 9/1～10/6 10 市民一般 40 中止
18 ヨーロッパの食文化を“味わう”part.2 徳橋　曜 10/11～11/15 14 市民一般 12 11 2 9 8
19 とやま学－近世富山の史料を読む(後期) 深井　甚三 10/15～1/28 13.5 市民一般 13 中止
20 大人のための小学校のものづくり 隅　敦 10/23～12/18 16
油絵や彫刻までは自信が持てないけれど、絵を描いたり、ものをつくったりすることに興味をもっていらっしゃる社会人の方。小学生の子どもさんのいらっしゃる父母や祖父母の方も含む
20 2 1 1 2
21 iPadで広がるあなたのITライフ 上山　輝 11/15～12/8 9 市民一般（パソコン初級者） 15 16 8 8 15
22 親子スキー教室 堀田　朋基 1/26～1/27 15 親子ただし、子どものスキーレベルが未経験者から初心者 20組 6 4 2 6
経済学部 1講座 23 実技でひろげる数理の世界 横山　一憲 4/24～6/26 7.5 市民一般 15 6 3 3 6
24 山歩きの楽しみ 増田　恭次郎 8/9～8/11 15 市民一般（但し、岩場や雪渓のある８〜９時間の行程なので、体力に地自信のある方） 15 10 5 5 10
25 豊かな生活を支える現代化学 野崎　浩一 10/20～10/27 7.5 市民一般 16 7 6 1 7
極東地域研究
センター 1講座 26 新聞報道で読む東アジア 森川　裕二 5/14～7/2 12 市民一般 20 6 4 2 6
27 人を惹きつける驚異のプレゼンテーション技法 高井　正三 5/10～5/18 14 実務でプレゼンテーションを使い，改善したいと考えている教員・専門職の方 10 5 2 3 2
修了者数 備考
9講座
人　文　学　部
人　間　発　達　科　学　部
理学部 2講座
部局 実施責任者 受講者数
13講座
開設期間 開設時間 受講対象 募集人数講座数 講　　座　　名
平成 24 講座一覧
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28 はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7でWord&Excel2010を利用してみよう－（前期） 上木　佐季子 5/14～6/12 15 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 15 14 5 9 12
29 ゼロから始める楽しいプログラミング入門～JavaScript編～ 高井　正三 6/14～6/22 14 市民一般の方で、初めてプログラミングを経験して、楽しみたい方 10 9 5 4 7
30 eBook（電子書籍）の作り方・出版の仕方 高井　正三 7/5～7/13 14 e-Book（電子書籍）に作りを目指したい教員または専門職の方 10 4 2 2 4
31 シニアからのICT社会の楽しみ方 高井　正三 10/4～11/2 15 60歳以上70歳未満のシニアの方で、ICTに興味のある方 10 8 4 4 7
32 はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7でWord&Excel2010を利用してみよう－（後期） 上木　佐季子 10/15～11/13 15 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 15 13 4 9 12
33 東日本大震災緊急サポートから－今、必要な発達支援を考える 西村　優紀美 6/2～6/9 10 富山市民 20 16 7 9 16
34 発達障害児・者とその家族を地域で支える 西村　優紀美 11/10～11/17 11 富山県内在住の市民 30 14 2 12 14
35 入門ピラティス　＃3　（日中クラス） キタノ　アスカ 4/5～8/2 13.5
健康に関心と興味を持っている市民一般。平成２２〜２３年度前期に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。日中のクラスか夜のクラスのいずれか一方をお選びください。（ただし、妊婦の方はご遠慮下さい。体に都合がある方は、前もって医師に相談してください。）
6 6 0 6 5
36 入門ピラティス　＃3　（夜のクラス） キタノ　アスカ 4/5～8/2 13.5
健康に関心と興味を持っている市民一般。平成２２〜２３年度前期に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。日中のクラスか夜のクラスのいずれか一方をお選びください。（ただし、妊婦の方はご遠慮下さい。体に都合がある方は、前もって医師に相談してください。）
6 6 0 6 6
37 マリ・クリスティーヌと異文化の旅　PartⅡ　－小泉八雲をテーマにして－ マリ・クリスティーヌ 4/10～5/22 10.5 市民一般 30 22 7 15 19
38 簡単な英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃３　（日中クラス） キタノ　アスカ 4/12～7/26 12 中級レベル以上の市民一般 6 8 2 6 8
39 レベルアップしよう！英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃３（夜のクラス） キタノ　アスカ 4/12～7/26 12
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、TVのニュース、本、DVD、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）
6 5 3 2 5
40 県認定「とやま食の匠・伝承の匠」に学ぶ「富山伝承料理の会」 藤田　公仁子 4/14～11/17 15 市民一般 20 24 1 23 19
41 愛を語るフランス文学３（フランス映画を楽しむ） 清水　まさ志 5/2～7/18 18
フランス文学に限らず文学・文化一般に興味のある方。テキストを購読しますのでフランス語の初級文法を修了された方が望ましいですが、単に購読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に関心のある方なら歓迎いたします。
15 8 2 6 5
42 アンニョンハセヨ　韓国語初級１ 天坂　仁美 5/7～8/6 26 市民一般 10 16 4 12 11
43 アンニョンハセヨ　韓国語中級１ 天坂　仁美 5/8～8/7 26 市民一般 10 12 2 10 12
44 中国語入門(前期) 陶　琳 5/9～8/1 26 市民一般 16 15 7 8 11
45 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ１ 天坂　仁美 5/9～8/8 26 市民一般 10 10 2 8 9
46 中国語初級会話(前期) 陶　琳 5/10～8/2 26 市民一般 16 16 10 6 12
47 初級フランス語１ 清水　まさ志 5/12～7/28 22
前年度入門フランス語フランス文化２を修了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。
20 14 2 12 13
48 中級フランス語１（「コンヴェルサシヨンエ　グランメール」クラス） 清水　まさ志 5/12～7/28 22 前年度初級フランス語４を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 20 12 1 11 9
49 中級フランス語３（「イニシアル」クラス） 清水　まさ志 5/12～7/28 22 前年度中級フランス語２を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方 20 12 3 9 12
50 アンニョンハセヨ　韓国語入門１ 天坂　仁美 5/12～8/11 26 市民一般 10 16 4 12 13
51 中国語講座（会話中心の中級クラス）（前期） 任　建宏 5/12～9/1 26 市民一般 15 12 7 5 9
総合情報基盤センター
6講座
保健管理
センター 2講座
生　涯
学
習
部
門
32講座
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52 スローフードから学ぶ　～伝えたい母の味・先人の知恵～ 藤田　公仁子 5/13～7/22 16 市民一般 20 13 1 12 12
53 レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ　＃３　〜「食」について〜（夜のクラス） キタノ　アスカ 8/23～9/27 9
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、TVのニュース、本、DVD、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）
6 4 2 2 4
54 初級フランス語２ 清水　まさ志 9/29～1/12 22 前期初級フランス語１を修了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 20 16 4 12 14
55 中級フランス語２（「コンヴェルサシヨンエ　グランメール」クラス） 清水　まさ志 9/29～1/12 22 前期中級フランス語１を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 20 12 3 9 9
56 中級フランス語４（「イニシアル」クラス） 清水　まさ志 9/29～1/12 22 前期中級フランス語３を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 20 12 3 9 12
57 アンニョンハセヨ　韓国語初級２ 仲嶺　政光 10/1～1/28 26 市民一般 10 8 1 7 6
58 アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 仲嶺　政光 10/2～1/29 26 市民一般 10 12 2 10 12
59 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ２ 仲嶺　政光 10/3～1/30 26 市民一般 10 8 2 6 5
60 愛を語るフランス文学４（フランスオペラを楽しむ） 清水　まさ志 10/3～12/19 18
フランス文学に限らず文学・文化一般に興味のある方。テキストを購読しますのでフランス語の初級文法を修了された方が望ましいですが、単に購読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に関心のある方なら歓迎いたします。
15 6 0 6 5
61 中国語入門(後期) 陶　琳 10/3～1/16 26 市民一般 16 4 3 1 3
62 中国語初級会話(後期) 陶　琳 10/4～1/17 26 市民一般 16 14 7 7 11
63 アンニョンハセヨ　韓国語入門２ 仲嶺　政光 10/13～2/2 26 市民一般 10 9 2 7 9
64 中国語講座（会話中心の中級クラス）（後期） 任　建宏 10/13～2/16 26 市民一般 15 12 7 5 実施中
65 ホームページをつくろう！ 仲嶺　政光 10/16～10/30 7.5 これからホームページをつくってみようという方 3 3 2 1 3 受講希望者20名
66 日本の文化・和菓子の魅力を探る 藤田　公仁子 10/21～12/2 14 市民一般 30 19 3 16 19
計 66講座 1106.5 1129 738 245 493 633
生　涯
学
習
部
門
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◆高岡キャンパス
計 男 女
67 塑造人体ヌード制作 後藤　敏伸 4/11～7/25 30 市民一般及び学生 8 12 5 7 12
68 医療従事者のための入門中国語 山田　眞一 4/12～7/26 22.5 医療従事者　市民一般 20 2 2 2
69 漆と親しむ–気軽に使える片口の制作 小川　太郎 4/17～6/8 21 市民一般 10 15 5 10 15
70 楽しい初級英会話 渡辺　康洋 4/24～7/3 12 中学３年生以上 8 12 3 9 11
71 精密鋳造技法で作る小物 清水　克郎 8/5～9/9 28 中学生以上 7 8 4 4 7
72 テラコッタ頭像制作 後藤　敏伸 10/4～11/22 16 市民一般及び学生 12 17 6 11 17
73 テンペラ画 安達　博文 10/4～12/17 60 市民一般 15 11 4 7 10
74 やさしい英会話　～入門・海外旅行で使える英語～ 渡辺　康洋 10/9～12/18 12 中学３年生以上 10 13 5 8 12
75 ボンジュール初級フランス語１ 清水　まさ志 5/7～7/30 18
前年度入門フランス語フランス文化２を終了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。
20 13 1 12 10
76 ボンジュール初級フランス語２ 清水　まさ志 10/1～12/17 16.5 前期初期フランス語１を終了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 20 7 7 6
計 10講座 236 130 110 33 77 102
◆杉谷キャンパス
計 男 女
77 最新の心肺蘇生法を学ぼう 奥寺　敬 7/21 6 心肺蘇生に関心のある市民一般 30 6 3 3 6
78 保健師・訪問看護師のためのケーススタディ～あなたの看護実践を“ことば”にしよう！～ 田村　須賀子 9/8～2/18 14 保健師、訪問看護師 5 中止
79 退職後も自分らしい生活をするために今から始めるケアウィル講座 藤森　潤子 10/5～11/30 15 ５５歳以上で退職を境にした前後５年以内の男性 20 17 17 0 15
80 再生医学について考えてみよう 二階堂　敏雄 10/13～10/13 4 中学生、高校生および再生医学に興味をお持ちの市民一般 30 38 8 30 35
81 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 4/21～10/27 12 植物の栽培に興味のある方 15 18 12 6 18
82 未来の薬剤師大集合!!!（小学生低学年編） 藤　秀人 10/13～10/20 6 小学生低学年（１年生から２年生）保護者同伴可 10 16 4 12 16
83 未来の薬剤師大集合!!!（小学生高学年編） 藤　秀人 10/13～10/20 6 小学生高学年（５年生から６年生）保護者同伴可 10 12 4 8 12
84 未来の薬剤師大集合!!!（小学生中学年編） 藤　秀人 10/14～10/21 6 小学生中学年（３年生から４年生）保護者同伴可 10 10 2 8 10
85 未来の薬剤師大集合!!!（中学生編） 藤　秀人 10/14～10/21 6 中学生　保護者同伴可 15 9 1 8 9
和漢医薬学総合
研究所 1講座 86 富山のやくぜん　基礎から学んで日常に採り入れよう！理論から施膳まで 小松　かつ子 10/9～11/6 8 市民一般 30 29 8 21 29
計 10講座 83 175 155 59 96 150
◆３キャンパス合計
計 1425.5 1434 1,003 337 666 885
修了者数講座数 備考開設期間
生涯学習部門
開設時間 受講対象 募集人数部局
備考部局 講座数 開設期間 開設時間 受講対象講　　座　　名 実施責任者
芸　術　文　化　学　部
8講座
募集人数 修了者数
薬学部
4講座医学部
2講座
受講者数
受講者数
86講座
5講座
実施責任者講　　座　　名
－ 109 －
－ 110 －
－ 111 －
オープン・クラス受講状況（学部別受講者数の年度別推移）
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計41 27 68 58 33 91 49 38 87 47 31 7868 64 132 54 64 118 42 55 97 47 62 1096 5 11 7 7 14 18 10 28 19 17 3612 7 19 7 6 13 11 13 24 11 7 1814 12 26 14 7 21 8 13 21 6 6 122 2 3 4 7 5 6 11 4 2 626 26 35 35 25 13 38 35 3523 23 67 67 0 017 14 31 8 27 35 13 6 19 4 8 121 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 01 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0211 129 340 254 148 402 171 155 326 173 133 306
人間発達科学部（教育）
＊2 企業技術者を対象とした修士課程の専門教育科目（スーパーエンジニア養成コース）。
大学院経済学研究科　*1大学院理工学教育部　*2芸術文化学部教養教育(杉谷)
理学部工学部
薬学部 合　　計
経済学部
＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。
期 H21 H22 H23 H24
医学部
教養教育(五福)人文学部
オープン・クラス受講状況(学部別受講者数の年度別推移)
0
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300
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前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計H21 H22 H23 H24
薬学部医学部教養教育(杉谷)芸術文化学部大学院理工学教育部　*2大学院経済学研究科　*1工学部理学部経済学部人間発達科学部（教育）人文学部教養教育(五福)
－ 112 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者計 受入可能人数教養 5 日本国憲法 伊藤 嘉規 1 5教養 7 経営資源のとらえ方 内田 康郎 2 5教養 8 西洋の歴史と社会 漆間　真由美 1 5教養 11 音楽 大谷　多賀子 1 5教養 12 地域の経済と社会・文化 大西　宏治 4 10教養 16 物理の世界 兼村 晋哉 1 10教養 18 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 2 5教養 20 生命の世界 黒澤 信幸 1 5教養 22 総合科目特殊講義「万葉学」 坂本 信幸 4 10教養 23 音楽 坂本 麻実子 1 若干名教養 28 コロキアム（世界の映画） 末岡 宏 3 20教養 31 現代社会論 竹内　潔 1 10教養 37 市民生活と法 立石 孝夫 1 10教養 38 英語Ｂ(3) 大工原　ちなみ 3 3教養 39 西洋の歴史と社会 徳橋 曜 2 5教養 41 経済生活と法 中出 孝典 1 5教養 42 哲学のすすめ 永井 龍男 1 5教養 50 経済・経営データを読む 古田 俊吉 1 5教養 54 こころの科学 村上 宣寛 1 3教養 55 地球と環境 森　英利 4 10教養 56 環日本海 森岡 裕 1 10教養 57 市民生活と法 森嶋 秀紀 1 5教養 66 人間と倫理 岡村　信孝 3 ５名程度教養 67 フランス語B(３) 近藤　壽良 5 10教養 68 美術 隅　敦 1人文 5 人間学演習I 岡村　信孝 1 2
人文 6 倫理思想
田畑　真美岡村　信孝松﨑　一平 1 5
人文 7 東洋思想史
田畑　真美末岡　宏鈴木　信昭 5 5人文 8 人間学演習I 田畑　真美 3 3人文 10 音声学I 安藤　智子 1 3人文 13 日本史特殊講義 鈴木　景二 1 5人文 14 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 2 5人文 22 比較文化講読 金子　幸代 1 若干名人文 24 日本文化講読 立川　健治 1 3人文 27 日本文学特殊講義 二村　文人 1 5人文 28 朝鮮言語文化講読 和田　とも美 1 3人文 30 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 2 5人文 35 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 2 5人文 36 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 4 5人文 39 アメリカ文学史 大工原　ちなみ 1 3人文 40 英米言語文化講読II 大工原　ちなみ 2 3人文 41 英語コミュニケーション（会話）I キタノ　アスカ 1 4～5人文 44 ドイツ文学史 宮内　伸子 1 5人文 48 ドイツ語コミュニケーション（会話）I（１） ヴォルフガング　ツォウベク 2 2人文 49 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 1 2人文 52 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 1 2人文 53 ドイツ語コミュニケーション（会話）I（２） ヴォルフガング　ツォウベク 2 2人文 54 ロシア語学概論 中澤　敦夫 1 5人文 56 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 4 5人文 57 実践ロシア語演習Ⅱ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 2制限なし人文 58 実践ロシア語演習I カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 1制限なし人文 61 ロシア文化論 カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 1制限なし人文 62 古文書学実習 熊谷　隆之 1 若干名人間 14心理学 小林　真 3 5人間 15知的障害児の教育Ⅱ 阿部　美穂子 1 3人間 20 社会福祉概論Ⅱ 志賀　文哉 1 10人間 40睡眠学 神川　康子 5 5
平成24年度前学期　　オープン・クラス受講科目別集計
－ 113 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者計 受入可能人数人間 45住環境論 秋月　有紀 1 3人間 46栄養学 藤本　孝子 1 3人間 47 国際政治学 佐藤　幸男 5 3人間 48家族関係学 神川　康子 2 3経済 9 日本産業論 松井　隆幸 1 5
経済 15 コーポレート・ファイナンス 鈴木　基史森口　毅彦 1 5経済 23 現代経済入門 青地　正史 1 5経済 27私法概論 香川　　崇 2 5経済 29 経営経済の基礎数学Ⅰ 横山　一憲 1 5経済 32外国書講読Ⅰ 新里　泰孝 2 2経済 33 現代経済入門 小倉　利丸 1 若干名経済 38 物流システム論 李　　瑞雪 1 5経済 44 経済学入門 大坂　　洋 1 5理 10複素解析学序論 濱名　正道 1 若干名理 35基礎有機化学 樋口　弘行 1 5理 45基礎植物形態学 唐原　一郎 1 5理 50植物分類学 岩坪　美兼 1 10理 53分子生物学 若杉　達也 1 5
理 55 地球科学概論Ⅰ
松浦　知徳楠本　成寿石崎　泰男 1 若干名工 5通信方式 坂上　岩太 1 5工 20電気数学２ 藤井　雅文 1 5工 21線形代数 山下　正人 1 5工 67電磁気学 川原　茂敬 1 5芸術文化 6 地域と文化 島添　貴美子 1 若干名芸術文化 8 ブランドデザイン 竹村　譲 1 10
芸術文化 34 工芸制作入門 清水　克朗渡邉　雅志 2 若干名大学院(経済) 1第4回MBA講座「円高デフレ下の企業価値創造戦略」～M＆A戦略を中心に～ 鈴木　基史 35 100173合　　　　　計
－ 114 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官
受講者
計
受入可
能人数
教養 1 国家と市民 秋葉 悦子 1 10
教養 3 こころの科学 石津 憲一郎 2 若干名
教養 8 日本文学 呉羽 長 1 5
教養 10 日本文学 金子　幸代 1 若干名
教養 11 外国文学 吉田　泉 1 5
教養 12 音楽 大谷　多賀子 1 5
教養 14 日本国憲法 栗田　佳泰 1 10
教養 15 日本国憲法 彼谷　環 1 5
教養 18 市民生活と法 福井　修 6 20
教養 21 地球と環境 大藤　茂 2 若干名
教養 26 コンピュータの話 中島 一樹 1 5
教養 36 ドイツ語Ｂ(4) ヴォルフガング ツォウベク 1 3
教養 37 フランス語Ｂ(4) 近藤 壽良 4 10
教養 39 中国語Ｂ(4) 楊　峰 3 5
教養 46 健康・スポーツ論 堀田　朋基 1 若干名
教養 47 言語表現 佐山 三千雄 1 10
教養 48 言語表現 坂 幸夫 1 3
教養 51 職業と人生（地域と人間） 松井 隆幸 1 5
教養 52 哲学のすすめ 市村 俊信 1 制限なし
人文 2 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 3 5
人文 6 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 4 5
人文 10 日本の社会と文化 立川　健治 2 10
人文 12 ロシア文化特殊講義 青木　恭子 2 5
人文 16 中国文化講読 末岡　宏 1 5
人文 17 東洋史概説Ⅱ 澤田　稔 4 5
人文 19 ロシア言語文化講読Ⅰ 中澤　敦夫 1 5
人文 22 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅰ（１） ヴォルフガング ツォウベク 2 3
人文 23 朝鮮語コミュニケーション（作文） 和田　とも美 1 3
人文 24 日本文化演習 立川　健治 1 5
人文 25 英語コミュニケーション（作文）Ⅰ キタノ　アスカ 2 5～6
人文 27 比較文化概論 金子　幸代 1 3
人文 29 宗教思想 松崎　一平 1 制限なし
人文 30 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 1 5
人文 32 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 2 3
人文 33 日本文学特殊講義 呉羽　長 2 5
人文 35 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 3 3
人文 47 英米言語文化演習Ⅰ 恒川　正巳 3 2
人文 48 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 4 5
人文 49 実践ロシア語演習Ⅱ カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 3 5
人文 50 比較文化演習 金子　幸代 1 2
人文 55 人間学演習Ⅰ 岡村　信孝 1 2
人文 60 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅰ（２） ヴォルフガング ツォウベク 1 3
人文 61 言語学特殊講義E 樋野　幸男 2 5
人文 63 ロシア文化論 カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 1 5
人文 68 生涯学習概論 藤田　公仁子 1 10
人文 71 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 2 3
人文 72 日本文学特殊講義 二村　文人 1 5
人文 73 日本史特殊講義 熊谷　隆之 4 5
人文 75 古文書学実習 熊谷　隆之 2 5
人文 79 日本文学特殊講義 坂本　信幸　他 3 10
人間 4 臨床心理学 石津　憲一郎 3 3
人間 9 認知心理学 小川　亮 2 3
人間 10 地域交流活動論 隅　敦 1 5
人間 20 幼児理解と相談支援 小林　真 3 5
人間 26 解剖学 布村　忠弘 1 5
人間 30 スポーツ栄養学 澤　聡美 2 5
人間 46 人間安全保障論 佐藤　幸男 2 5
人間 51 環境コミュニケーション論 林　衛 1 3
人間 57 基本プログラミング 竹村　哲 1 3
人間 61 情報教育概論 山西　潤一 1 3
経済 1 私法概論 香川 崇 1 5
平成24年度後学期　　オープン・クラス受講科目別集計
－ 115 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官
受講者
計
受入可
能人数
経済 4 債権法II(各論) 橋口 賢一 1 5
経済 5 地域経済論 小柳津 英知 1 5
経済 6 金融論II 山田　潤司 1 10
経済 16 貿易論 岸本 壽生 1 10
経済 18 証券市場論 本間 哲志 1 20
経済 24 税法 伊藤 嘉規 1 5
理 7 複素解析学Ⅰ 阿部　幸隆 1 若干名
理 32 化学概論Ⅱ 林　直人 1 5名程度
理 47 動物生理学 菊川　茂 1 若干名
理 48 植物生理学 唐原　一郎 2 5
理 58 構造地質学 竹内　章 1 若干名
工 33 通信システム 菊島　浩二 1 5
工 39 流体力学 川口 清司 1 5
芸術文化 6 デザイン史 大熊　敏之 2 5
芸術文化 9 インテリア家具構法 丸谷　芳正 1 若干名
芸術文化 10 音楽文化論 島添　貴美子 1 若干名
芸術文化 20 中国の言語と文化 山田　眞一 2 若干名
芸術文化 23 彫刻実習B(塑像） 江藤　望 2 若干名
133合　　　　　計
－ 116 －
－ 117 －
－ 118 －
－ 119 －
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【お問合せ先】 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 
(社会貢献グループ地域連携チーム) 
 
TEL:076-445-6956  FAX:076-445-6033 
Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
HP: http://www.life.u-toyama.ac.jp/ 
－ 120 －
富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業 
 
 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 
 ２、平成２４年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期月曜日・５限 
(２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 日本の歴史と社会 鈴木 景二(人文学部) 2 2 
2 美術 大熊 敏之(芸術文化学部) 2 2 
合計 4 4 
 過去受講者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名 
 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２４年 ９月１０日（月）１５時４０分～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１５：４０～１５：４５開会の挨拶（米谷校長）  １５：４５～１６：０４発表（富山大学受講生徒）  １６：０５～１６：１５講評（富山大学竹内生涯学習部門長） 
 
－ 121 －
回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1  5月19日(土) 大学院医学薬学研究部(薬学) 安東　嗣修 どうしても止めたい「かゆみ」。でも「かゆみ」ってどうやって起こるの？ 145
2  6月 9日(土) 人文学部 齊藤　大紀 リルを探してくれないか―戦後日本の中国像について 80
3  7月21日(土) 芸術文化学部 渡辺　康洋 世界遺産を旅する 113
4  9月 8日(土) 人間発達科学部 坂本　麻実子 井上ひさしと音楽と音楽劇 48
5 10月13日(土) 附属病院 中川　肇 電子カルテとは？電子カルテの目指すところは？ 55
6 12月 8日(土) 大学院理工学研究部(工学) 西村　克彦 放射線を検出するということ 45
7 平成25年 2月16日(土) 経済学部 坂　幸夫 中国技能実習生の日本での生活と東日本大震災　-中国へ帰った人と日本に残った人- 実施前
8  3月 9日(土) 大学院理工学研究部(理学) 松島　房和 電波天文学を実験室でささえる。星間空間にある分子の話。 実施前
受講者数合計 486
平均受講者数 81
平成２４年度サテライト公開講座実施結果（平成25年2月1日現在）場所：CiCビル3階　　時間：１４：００～１５：３０
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平成２４年度 北陸４大学連携まちなかセミナー実施状況 
 （富山大学） 
日  時 平成２４年１０月２０日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 富山駅前ＣｉＣビル３Ｆ学習室（富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 放射線を知る－正しく恐れ、賢く使うために 
講 演 １ 「低線量被ばくを考える－福島第一原発事故を受けて－」 松本 英樹（福井大学高エネルギー医学研究センター 准教授）    
講 演 ２ 「福島第一原発事故－健康被害は起こるの？」 絹谷 清剛（金沢大学医薬保健研究域医学系 教授）   
コーディネーター  近藤 隆（富山大学大学院医学薬学研究部 教授） 
受講者数 ６５名（講師・関係者含む） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２４年１０月２７日（土）１４：００～１６：００ 
会  場 金沢歌劇座 第６会議室（金沢市下本多町 6－27） 
テ ー マ 長寿を目指す健康づくり 
講 演 １ 「漢方を長寿に生かす」 嶋田 豊 氏（富山大学大学院医学薬学研究部 教授） 
講 演 ２ 「健康状態を創る」 稲垣 美智子 氏（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 
コーディネーター 稲本 康 氏 （北陸先端科学技術大学院大学産学官連携総合推進センター 教授） 
受講者数  １６名（講師・関係者含む） 
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 （金沢大学） 
日  時 平成２４年１１月１７日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町 3番丁 16番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 毎日の暮らしの中で健康を創ろう 
講 演 １ 「若者の貧血について」 森川 浩子（福井大学医学部看護学科 講師）   
講 演 ２ 「ライフスタイルと健康」 中林 美奈子（富山大学大学院医学薬学研究部 准教授）  
講 演 ３ 「肌の健康とスキンケア」 須釜 淳子（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 
コーディネーター 大竹 茂樹（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 
受講者数 ２１名（講師・関係者含む） 
 （福井大学） 
日  時 平成２４年１１月１８日（日）  １４：００～１６：３０ 
会  場 福井大学アカデミーホール（福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 快適な睡眠と音楽のある暮らし 
講 演 １ 「睡眠習慣の改善による心身の健康と学力の向上」 神川 康子（富山大学人間発達科学部 教授） 
講 演 ２ 「音楽の楽しみ方いろいろ」 篠原 秀夫（金沢大学人間社会研究域学校教育系 教授） 
コーディネーター 野嶋 慎二（福井大学大学院工学研究科 教授） 
受講者数 ４７名（講師・関係者含む） 
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テーマ：放射線を知る-正しく恐れ、賢く使うために-　　開催日：平成２４年１０月２０日（土）
１-①②.　性別・年齢は？
男性 男性 男性 男性女性 女性 女性 女性不明 不明 不明 不明合計 合計 合計 合計0 00
北陸4大学連携まちなかセミナー　アンケート集計[富山大学]
0 30～39歳 40～49歳
0501
00 23100
20歳未満 20～29歳
0
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
20歳未満20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60～69歳70歳以上年齢不明
年齢別 × 性別
男女性別不明
58%37%
5%
男女性別不明
性別
男性 男性 男性 男性 男性女性 女性 女性 女性 女性不明 不明 不明 不明 不明合計 合計 合計 合計 合計１-③.　居住地は？
２.　北陸4大学連携まちなかセミナーに以前参加されたことはありますか？
41
5
02
39
0
0 5 19
00111010
50～59歳 60～69歳 70歳以上 年代不明 合計24152
石川県福井県
41
1535
富山県
その他の地域 0無回答
39, 95%
0, 0%2, 5% 0% 0, 0%居住地 富山
石川
福井
その他の地域無回答
1
20
2
18
0 5 10 15 20 25
無回答
初めて
1回受講
2回以上
受講回数
無回答初めて1回受講2回以上
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３-①.　このセミナーを，何でお知りになりましたか？　【複数回答可】
その他の内訳；講師から（1）・ツイッター（１）
３-②.　「チラシ」「ポスター」を見た場所は?【複数回答可】「チラシ」「ポスター」を見た場所① 7 ⑤ 5② 3 ⑥ 8③ 3 ⑦ 1④ 4
３―③.　このセミナーに参加された目的は? 【複数回答可】
サテライト公開講座
文化施設
ポスター 新聞2友人
大学
20職場からのすすめ
CiC3階
1
その他
チラシ
ＨＰ
職業に活かすため
2知人のすすめ
6 2
図書館
教養を高めるため
DM
4
1 興味･関心があるから
その他
32
テレビ･ラジオ 学校 職場0 0 1
余暇の有効活用 6
25 2
0510
152025
30 知ったきっかけ
３－④.　このセミナーについてどのような印象をお持ちになりましたか？説明や解説はわかりやすかった
28あまりそう思わない
無回答39そう思う 少しそう思う思わない01
010
2030
40 参加の目的
68%
22%
3%
説明・解説のわかりやすさ
そう思う少しそう思うあまりそう思わないそう思わない無回答
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資料・映像はわかりやすかった
講演のレベルは適切だった
4無回答
1
26 10
0
少しそう思う
思わない
少しそう思う
思わない
27
そう思う
67そう思うあまりそう思わない
あまりそう思わない1 0
無回答
66%
17%
2%
資料・映像のわかりやすさ
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
3%
10%
講演レベル
講演を受けて満足している
5あまりそう思わない 思わない0
そう思う 少しそう思う
0
29 7 無回答
63%
24%
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
71%
17%
0% 12%
講演満足度
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
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⑤講演内容又は資料についてご意見がありましたらご記入下さい。
⑥放射線に対する認識は変わりましたか？変わった 変わらない27 10
○バイスタンダー応答は、自分の身近でも反応を現しており、又、自分の体内でも現象を起こしている事を、私は理解致しました。広島投下はウランであり、長崎投下はプルトニウムである事も、今日わかりました。○短時間で盛り沢山、お気の毒でした。○０でなくても大丈夫と知ってよかったです。○とても盛りだくさんな内容すぎて早口になっているのがおしかった。○難しい問題をわかりやすく「安心」であると説明され、いいきられた勇気、科学力に感謝します。ありがとうございました。がんばってください。○大変分かりやすい資料と講演内容であり、自分の知識の誤りに気付き、自分なりに世間に惑わされずに学んでいく機会にしたい。ありがとうございました。○もっと時間が必要だと感じました。○大変分かりやすく解説いただきありがとうございました。○カラーでわかりやすかった。○量子の世界に地球国民は未来への入口に入る科学との共同生活に入りました。遅すぎました。もっとこのような回数を増やして知識を国民、市民に教えるためこの機会を増やしてください。質問時間を多く設けるように開講して下さい。○富山での課題についての話が知りたかった。がれきって安心なんでしょうか？昆布、わかめにセシウムとかベクレルあるんじゃないですか。わかめとか昆布とかそんなに毎日たくさんはとってないと思いますよ。食物そのものに残る線量が内部被ばくにつながるのではないかと心配です。○私たちにでも少し理解できるお話でとてもためになりました。
無回答4
４.　今後，希望するテーマや関心のある分野がありましたらご記入ください
５.　その他，ご自由にご意見･ご感想お書きください
○今後も何回かこの様なお話を聞けば、少しずつ理解できるようになると思います。○オール電化生活による電磁波の影響は？○今後もこの種の講演を継続してほしい(基礎的な一般的なこと)○タイムリーなテーマは、とてもよい企画だと思う。人文系、理工系、医薬系などの各分野をうまくまぜて講演していただければと思います。○興味があり、生存していたら出席します。○富山県内の薬品関連産業の概要。
○松本先生の講演：ご活動に深く敬意を表します。マスメディアと視聴者の知識と価値観の違いもあり、正確に伝わらないとのご指摘に感心しました。絹谷先生の講演：基本的に余り心配しなくても良いとのお話であったと受け取りました。広くこのような講演を繰り返し実施して下さいますようお願いします。○大変有意義な話ありがとうございました。○質問の内容をきいていて、自分の信じたいことだけしかききたくない、という人が多いんだなぁと感じました。科学的にものを考えるのはむずかしいんだな、と思います。○意外とおもしろかった。○被災地の子供には、放射線被害がほとんど出ていない事は、本当によかったと思います。○１, 保育所3校、小学校3校、連続6回。私は保健所でレントゲン撮影。保育園から、小学校から、保健所に歩いていく道が長あく感じられた。なんとなく、放射能にとっつかまる気がしていたのである。２, 昔ながらの農法が否定されたというか、困難になった地域があり、フクシマ直後、日曜大工の店のコメリ、ムサシホームセンターから腐葉土・培養土が消え------日本の農業はどうなるのだろうかと思ったことでした(現在は販売復活)。
アンケート回答数 4159アンケート配布数
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実　施　日 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成24年10月21日（日） 鈴木 景二(富山大学人文学部) 越と王朝文化 66
2 平成24年10月28日(日) 吉田　泉(高岡法科大) 川端康成－『掌の小説』の美と怪奇 78
3 平成24年11月4日(日) 村井 文夫（富山大学人文学部） 「ヘルン文庫」と『夏の日の夢』 64
4 平成24年11月18日(日) 金子 幸代(富山大学人文学部） 森鴎外『舞姫』と現代日本 65
5 平成24年11月25日(日) 大西　紀夫(富山短期大学) 越中の近代の俳句－蕉風の流れ－ 57
330合        計
平成24年度高志の国文学館 文学講座　実施結果
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第１１期経営者大学＜カリキュラム＞    日時・講師 テーマ・学ぶポイント  第  １  講 
９月  ８日(土)  
講師 岸本寿生氏 富山大学 経済学部 教授 副学部長   
「グローバル競争の変容と国際ビジネス」 リーマンショック、ギリシャショックなど先進国経済の不調、他方新興国企業の台頭など、グローバル競争環境が大きく変わってきていることは自明なことです。しかし、その変化をどのように捉え、理解し、次のビジネス展開につなげていくことは容易なことではありません。 本講義では、国際ビジネスの変容を解説して、今後のビジネス戦略を考える上でのヒントを見つける場を提供したいと思います。 
 第  ２  講  
９月１５日(土) 
講師 小助川貞次 氏 富山大学 人文学部 教授 ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰ ﾄｾﾝﾀｰ 副ｾﾝﾀｰ長 
「現代の若者達の思考と行動」  大人達は若者達に対して、必ずといっていいほど「今の若い連中は」という言い方をしますが、考えてみると私達自身もかつては同じように言われていたはずです。そうであれば、現代の若者達の思考と行動を理解するには、この世代差を私達の経験に照らして読み替えれば済むようにも思われます。しかし、本当にそうなのでしょうか。近年の社会的変化はあまりにも急激で、容易には理解できない複雑さを増加させています。   例えば、最近の大学入試制度は担当者さえ十分に把握しきれないような複雑な選抜方法がとられ、一体どのような学生が入学してくるのか予測もつきませんし、彼らに対する入学後の追跡調査も行われていません。そのような中で、（高校から大学への）進路選択のミスマッチによって学習意欲を喪失してしまう学生や、環境面・精神面で問題を抱えて通学・出席できない学生も多く見られます。もちろん、大学はそのための様々な支援策・支援組織を用意していますが、そのような支援が強化されればされるほど、それでは大学とは一体なんのために存在するのかという根源的な疑問にぶつかってしまいます。   本講義では、このような現代の若者達が置かれている現代社会・大学社会を理解した上で、講者がこれまで携わってきたインターンシップを中心とするキャリア教育、初年次向けの基礎教育、学部の専門教育等を通して得られた大学生の思考と行動についての知見を材料としながら、大人社会が現代の若者達を理解する道を受講者とともに模索したいと思います。 
 第  ３  講 
９月 ２９日
(土） 講師 黒川光流氏  富山大学 人文学部 准教授 
「チームワークとリーダーシップ」 近年，組織を取り巻く環境は大きく変化し，組織には，部署や役職を超えた，迅速かつ柔軟な対応が強く求められるようになってきました。 そのような中で，組織の成果や効果性を規定する要因として，チームワークに注目が集まっています。チームワークの良さが組織の成果を支えることは実感として理解できるでしょうが，チームワークが意味することは，これまで必ずしも明確ではありませんでした。 そこで，チームワークが意味することを心理学的観点から整理し，チームワークを引き出し，支えるリーダーシップについて考えます。   
 第  ４  講  
10月１３日(土) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「顧客満足を高めるための顧客価値」  第4講のキーワードは「顧客満足」です。あらためて言うまでなく、企業には顧客が存在します。そして、その顧客の満足度を高めることは極めて重要であるという認識は共通して多くの経営者が持っています。 ところが、この顧客満足について、自社にとって都合良く解釈してしまい、実は真の意味での顧客満足からは離れてしまっている、なんてことも少なくありません。そこで、今回は「真の意味での顧客満足」について、「顧客価値」という考え方に基づきながら皆さんと学習していきたいと思います。 
 第  ５  講 
10月２０日(土) 
講師 内田康郎 氏 富山大学 経済学部 教授 
「収益化に結びつけるためのビジネスモデル」 第5講は「ビジネスモデル」について学んでいきたいと思っています。このビジネスモデル。日常的によく使う言葉ではありますが、具体的に説明するとなると言葉に表すには結構難しい概念です。ですが、実はとても大切で、高収益企業をよく調べてみるときちんとビジネスモデルができていることがわかります。では、ビジネスモデルとは何でしょう？それは講義の中で明らかにします。お楽しみに！！ 
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会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
20回
例会
H24.
10.15
内田
　康郎
経済
学部
12と
なみ
政経
懇話
会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
21回
例会
H24.
11.12
今村
　弘子
極東
地域
研究
センタ
ー
13高
志の
国文
学館
(富山
県)
高志
の国
文学
館文
学講
座
H24.
10.21
鈴木
　景二
人文
学部
14高
志の
国文
学館
(富山
県)
高志
の国
文学
館文
学講
座
H24.
.11.4
村井
　文夫
人文
学部
15高
志の
国文
学館
(富山
県)
高志
の国
文学
館文
学講
座
H24.
11.18
金子
　幸代
人文
学部
16富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
4回
Ｈ24.
7.23
Ｈ24.
7.25
戸邉
　一之
附属
病院
17富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
5回
Ｈ24.
8.27 Ｈ24.
9.7杉
山　敏
郎
附属
病院
18富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
6回
H24.
9.3林
　篤志
医学
部
19富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
7回
H24.
9.13
柳沢
　秀一
郎
附属
病院
20富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
8回
Ｈ24.
11.2
Ｈ24.
11.13
鈴木
　道雄
医学
部
21富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第1
講
H24.
9.8岸
本　寿
生
経済
学部
22富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第2
講
H24.
9.15
小助
川　貞
次
人文
学部
キャリ
アサ
ポー
トセン
ター
23富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第3
講
H24.
9.29
黒川
　光流
人文
学部
24富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第4
講
H24.
10.13
内田
　康郎
経済
学部
25富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第5
講
H24.
10.20
内田
　康郎
経済
学部
26魚
津市
環境
フェス
ティバ
ル講
演会
H24.
9.28
和田
　直也
極東
地域
研究
センタ
ー
27魚
津市
環境
フェス
ティバ
ル講
演会
H24.
9.29
山崎
　裕治
理学
部
28魚
津市
環境
フェス
ティバ
ル講
演会
H24.
9.30
金岡
　省吾
地域
連携
推進
機構
29魚
津市
魚津
市生
物多
様性
地域
戦略
策定
協議
会委
員
山崎
　裕
治
理学
部
30富
山市
小学
校長
会
富山
市小
学校
長会
全体
研修
会
H24.
7.26
竹内
　章
理学
部
－ 142 －
No.
依頼
者
企画
名等
開催
日紹
介者
　　　
氏名
所属
学部
31富
山地
方裁
判所
健康
管理
講習
会
H24.
12～
H25.
1八
塚　美
樹
医学
部
32鉄
道・運
輸機
構　Ｊ
ＲＴＴ
健康
管理
講習
会
Ｈ24.
11～
H25.
2柴原
　直利
和漢
医薬
学総
合研
究所
33富
山市
市民
学習
センタ
ー
富山
市民
大学
大熊
　敏之
芸術
文化
学部
34富
山市
市民
学習
センタ
ー
富山
市民
大学
H25.
1.28～
31ウ
ォルフ
ガング
・ツォ
ウベ
ク
人文
学部
35北
陸経
済連
合会
グロー
バル
人材
育成
シンポ
ジウム
H24.
12.5
今中
　常雄
薬学
部
36富
山県
民カレ
ッジ
ふるさ
と学習
指導
者セ
ミナー
H24.
10.7～
12.9
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
37財
団法
人富
山県
女性
財団
評議
員選
定委
員会
委員
H24.
6.12
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
38弘
前市
教育
委員
会
公民
館関
係職
員研
修会
　ワー
クショ
ップコ
ーデ
ィネー
ター
H24.
6.29
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
39金
沢大
学
社会
教育
主事
講習
H24.
7.31
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
40富
山県
教育
委員
会
社会
教育
主事
等研
修会
H24.
7.9藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
41富
山県
高等
学校
図書
館協
議会
富山
県高
等学
校図
書館
協議
会第
１学期
例会
H24.
7.13
仲嶺
　政光
地域
連携
推進
機構
42東
海北
陸公
民館
連合
会
東海
北陸
公民
館大
会富
山大
会分
科会
指導
助言
H24.
9.6～
9.7藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
43北
海道
大学
高等
教育
推進
機構
研究
員
H24.1
0.1～
H25.
3.31
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
44高
岡市
民文
化振
興事
業団
職員
採用
試験
問題
作成
及び
採点
H24.
11.20
～12
.20藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
45北
陸銀
行金
融公
金部
講師
リスト
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
46富
山地
区生
涯学
習団
体協
議会
富山
県民
生涯
学習
カレッ
ジ委
託富
山地
区教
養講
座講
師
H25.
5.17
竹内
　章
地域
連携
推進
機構
/理学
部
47津
幡町
刈安
公民
館
公民
館研
修会
講演
H25.
1.19
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
48黒
部市
黒部
市協
働の
まちづ
くり職
員研
修会
H25.
1.25
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
49黒
部市
黒部
市協
働の
まちづ
くり庁
内研
究会
H25.
2.15
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
50朝
活富
山
ドラえ
もん学
につ
いての
講演
横山
　泰行
名誉
教授
計　　
　５０
件
生涯
学習
相談
一覧
平成
24年
2月1
日現
在
No.
相談
者
件数
1オー
プンク
ラスの
受講
生、学
生
５件
2自
治体
１件
3企
業・N
PO
３件
計　　
　９件
－ 143 －
－ 144 －
－ 145 －
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